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　岐阜県、神かみ岡おか鉱山跡地。

　かつて東洋一の鉱山として栄え、また大規模な公害の発生地としても知られたこの場所に、邦ほう京きよう大学宇宙線研究所の研究施設がある。

　ノーベル物理学賞の受賞者をも擁ようする同研究所は、世界でも最さい先せん端たんの素粒子実験を日夜行っている。神岡の施設では大型の実験装置が幾いくつも稼か働どうしており、その中でもひときわ目を引くのが、全長は約40メートル、内部の光センサーは１万１千本以上という、とてつもないサイズの実験装置だ。

　その名称は、大型水チェレンコフ宇宙素粒子観測装置《カミオカンデＳ４》。

　物理学に携たずさわる研究者で、その存在を知らない者はいない。高校から進学したばかりの大学１年生でさえ、多少なりとも真ま面じ目めに授業を受けていれば、

『何すか、それ。新しいゲーム機とか？』

　などと間抜けな発言をすることはないだろう。

　そんな間抜けで不真面目な大学生だった湯ゆ川かわ振しん一いちが、後期課程で理学部に振り分けられ、そのまま修士課程・博士課程へ進み、そして今日、カミオカンデＳ４の歴史的な実験に立ち会っている。その間に10年以上の歳月が過ぎたとはいえ、運命とは不思議なものである。

「……そろそろ、ですね」

　振一が独り言のように呟つぶやくと、別の研究員が静かに頷うなずいた。

　室内には白衣の男が数名、そのほとんどが中年から初老といった風ふう貌ぼうで、振一だけが飛び抜けて若い。彼らが固かた唾ずを吞のんで見守る先には、スーパーコンピューターによる演算の進しん捗ちよく状況が表示されている。

　92％。

　93％。

　94％。

　ゆっくりと、確実に、演算完了の時が近づいてくる。

　１万１千本以上の光センサーによる観測結果を、ピコ秒（１秒の10マイナス12乗倍）単位の誤差を考こう慮りよして演算するため、スーパーコンピューターをもってしても相当な時間がかかってしまう。１％ずつ牛歩で伸びていく棒グラフをじれったく感じ、振一は他の研究員に話しかけて気を紛まぎらわそうとしたのだが、張り詰めた空気のなかで会話が始まることはなかった。

「……ふぅ」

　瞳ひとみを閉じて、小さく深呼吸。こうでもしないと窒ちつ息そくしそうだ、と振一は心の中で愚ぐ痴ちをこぼす。それくらい、異様な緊きん張ちよう感かんが漂ただよっていた。科学史におけるこの実験の意義を考えれば、無理もない話なのだが。

　世界有数の巨大装置であるカミオカンデは、これまで様々な実験に使われてきた。その中には、ノーベル物理学賞の受賞につながった、世紀の大発見もあった。

　だが、そんな数々の実験と比べても、今回は本当に別格である。結果が出ても決して学会に発表されることはなく、それどころか、実験の存在そのものが内閣から特定秘密に指定されているのだ。

　したがって、振しん一いちがこの実験に携たずさわっていることを口外しようものなら、間違いなく大変なことになってしまう。具体的にどんなことが起こるのか誰だれも知らないが、健康で文化的な最低限度の生活が保障される、などと甘い夢は持たない方がいいだろう。

　こうした情報統制が敷しかれる理由は、何なのか。

　色々と事情は複雑なのだが、宇宙人にまつわる都市伝説を思い浮かべると、多少わかりやすくなるかもしれない。

　ＵＦＯがどれだけ目もく撃げきされても、謎なぞの生物の写真がどれだけ公開されても、アメリカ政府やロシア政府が宇宙人の存在を認めることはない。地球外の高度な文明と交流・交易する権利を独占できなくなるためだ。また、地球上の国家だけを想定してつくられた国際法秩ちつ序じよの見直しが必要となり、自国に有利な枠組みを維持できなくなるためだ。

　もちろん、これは都市伝説である。単なるオカルト愛好家の妄もう想そうかもしれないし、一般市民が真相を確かめる方法もない。

　だが、振一の目の前で行われている実験は、都市伝説でも何でもない、歴れつきとした事実だ。

　そして、この実験から得られるであろう成果は、日本政府がそういった類たぐいの思おも惑わくを持つような、とてつもない代しろ物ものだ。

　演算の進しん捗ちよく状況は、現在99％。

　残り１％で、現代物理学は崩ほう壊かいする。

（……アルベルト・アインシュタイン博士）

　静せい寂じやくに包まれた研究室で、声を出さずに、振一は偉大な先せん達だつの名前を呼んだ。

（……あなたの唱えた、相対性理論は）

　次の瞬しゆん間かん、演算の結果が表示される。

（……現代物理学の基き盤ばんとなった、その理論は）

　それを一いち瞥べつして、彼は天を仰あおぐ。

（……残念ながら、間違っていました）




　２０１２年７月４日。

　──その日、人類は《魔ま法ほう》を発見した。
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　一章




　昼休み。

　平日の朝から夕方まで身柄を拘こう束そくされる中学生にとって、これほど自由で素晴らしい時間は他にない。校庭でサッカーをしていてもＯＫ、図書室で小説を読んでいてもＯＫ、教室で友達とダラダラ無む駄だ話ばなしをするのも、もちろんＯＫ。

　そんな昼休みの過ごし方の一つとして、寝る、という選せん択たく肢しもあるだろう。

　なにせ、今時の中学生は忙しい。学校の授業が終わってからも、部活で汗を流したり、塾へ通ってまた勉強したり、家に帰って面おも白しろい動画を探したり、そのＵＲＬをスマホで友達に送ったりしなければならない。睡すい眠みん不足は慢まん性せい病びよう、うっかり朝まで話し込んでしまった日は、とにかく眠くて、ひたすら眠くて、先生の話などまるで頭に入らない。

　ところが、授業中に居眠りをするのは意外に難しい。全国一斉学力テストで学校ごとのランキングが出てしまうため、教師たちも生徒にしっかり勉強させようと必死なのだ。

　寝不足の生徒が目を閉じて、身体からだが前後にゆらゆら揺ゆれ始める、その動きを彼らは見逃さない。すぐに叩たたき起こされて、ノートが白紙のままでないかチェックされて、運が悪ければその場で問題を解かされる羽は目めになる。

　そうやって午前中の授業を乗り切り、栄養たっぷりの給食を食べ終えたところで、１時間弱の自由が与えられるのだ。これはもう、寝るしかないではないか。

　実際、昼休みの教室を見渡せば、机に突っ伏して熟睡する生徒の姿は珍めずらしくない。気持ち良く眠っている周りでうるさくしないように、と他の生徒たちが多少気を遣うので、半径１メートルくらいの範囲に無人空間が発生することも多い。

　……そう、誰だれもその空間に入らない。入れない訳ではないが、特段の理由がなければ、まず立ち入ろうとしない。

　別に寝不足でも何でもないのに、熟睡中の演技をして昼休みを過ごす、そんな不思議な行為の動機がこれで説明できる。誰にも干かん渉しようされない快適な空間を、もっとも合理的に確保できる方法。それが、寝たふりなのだ。




　という訳で、２年１組の湯ゆ川かわ太た郎ろうは、先さき程ほどから全力で寝たふりをしていた。

「……すー」

　視界を真っ暗にして、意識的に深く息を吸って吐はく動作を繰くり返すものの、まったく眠気がやって来ない。このまま本当に眠りに落ちてしまえば気が楽なのだが、昨夜もバッチリ９時間睡眠を取っているので、昼寝の必要性がまったくないのだろう。身体は正直である。

「でさー、生放送、結局最後まで見ちゃったんだ」

「あー、はいはい、深夜に呟つぶやいてたよね」

　クラスメートたちの会話が、少し離はなれた場所から聞こえる。内容がそのまま頭に入ってくるくらい、太た郎ろうの脳は冴さえ渡っていた。

（……つまんないなー）

　自分に言い聞かせるように、心の中でそう唱える。会話の内容に一切興味がない訳ではないし、その輪の中に入りたい欲求だって無きにしもあらずだが、それを認めてしまうのは非常にかっこ悪い気がして駄だ目めなのだ。

　あの輪の中に入らない、という選択をしたのは、他ならぬ自分自身だから。

　グチャグチャの矛む盾じゆんを渦うず巻まかせつつ、疲労度０パーセントの肉体と精神を持て余しながら、彼は寝たふりを続行していた。とりあえず、今はそうするしかないのだ。不毛としか言いようのない時間を過ごすうちに、

「あっ、また来た」

　騒さわがしい教室で、ふと、そんな声が聞こえた。

　ピクリ、と微かすかに身体からだが反応する。

　それから数秒後、干かん渉しようされない筈はずだった半径１メートルの空間に何者かが侵入し、すぐ前の席に着座したことを、彼は気配で察知した。

　机に突っ伏した姿勢のまま、薄うす目めを開く。

　すると、視界に２つのたわわな膨ふくらみが飛び込んできた。

　制服のベスト越しではあるが、その双ふた子ご山やまは圧あつ倒とう的てきな存在感を放っている。上下の幅が狭せまい横長の視野では、それ以外の何も捉とらえることができない。右目の前に右の山、左目の前に左の山、平行法か交差法を使うと立体的に見える写真のようだが、そんなことをしなくても立体感は十分すぎるほどだ。

「……起きた？」

　慈じ愛あいに満ちた声がした。声の主が少しだけ身を乗り出すと、柔らかな双子山が椅い子すの背もたれに押し潰つぶされ、ふにょりと変形する。

「……ハナ？」

「タロちゃん、おはよう」

　２年１組の教室で、２年２組の湯ゆ川かわ花はな子こが、朝の挨あい拶さつをする。時刻は昼休みが半分くらい過ぎたところだった。




「湯川、また姉ちゃんと一いつ緒しよにいるな」

「いいよなー、あんな美人な姉ちゃんがいて」

　クラスメートたちが、太郎と花子の様子を遠巻きに眺ながめていた。

「うちの姉貴も、あれくらい可か愛わいくてスタイル良かったらなぁ」

「まぁ、それは無理だろ」

「やっぱり？」

「そもそも人種が違うんだから」

「ですよねー」

　典型的な田舎いなかの中学生、といった風ふう貌ぼうの男子生徒たちは、そう言ってゲラゲラ笑った。

　彼らの言うとおり、湯ゆ川かわ姉弟の外見には、他の生徒たちと明らかに異なる特徴があった。端たん的てきに言えば、日本人風ではないのだ。

　太た郎ろうの毛髪はブロンドである。根元をよく見れば、ブリーチで脱色したのではなく、生来の金髪だとわかる。おまけに瞳ひとみの色はブルーで、肌の色は白い。

　花はな子こは黒髪だが、瞳の色はグリーンだし、睫まつ毛げは綺き麗れいにカールしているし、何よりも身体からだつきが日本人中学生の平均から逸いつ脱だつしまくっている。スラリと長い脚、噓うそみたいに引き締しまった胴回り、そしてドカンと双ふた子ご山やま。スーパーモデルのような、という形容詞を使っても大おお袈げ裟さにはならないだろう。そして、やはり肌の色は白い。

　要するに、どう考えてもヨーロッパ系のルーツを持った姉弟なのだ。

　そんな２人が通う高たか原はら中学校は、お世せ辞じにも都会とは呼べないような場所にある。東西南北どちらを向いても山ばかり、冬場はスキーや温泉を目当てに観光客がチラホラ訪れるような、まあ、はっきり言ってしまえば田舎である。

　田舎の中学生という画一的な集団に、２名ほど異質な存在が放ほうり込まれている。高原中学校第２学年の状況について一言で説明すると、概おおむねそういう話になるだろう。




「半日ぶりだね、タロちゃん」

「……そういや午前中は来なかったな、珍めずらしく」

「１組も２組も移動教室が多かったからね～。私に会えなくて寂さびしかった？」

「……いや、別に」

「そっか、私は寂しかったんだけど」

「……あぁ、そう」

「むぅ、私の愛情に応こたえる気が全然ないね？」

　花子は不満げに唇くちびるを尖とがらせた。その様子を、太郎は冷めた目で見つめている。

「そもそも、休み時間の度たびに１組まで来ることが、おかしいと思うんだけど」

「だって、タロちゃんが寂しがってないか心配なんだもん」

「とか言って、自分が手持ち無ぶ沙さ汰ただから、暇ひまつぶしに来てるだけじゃねーの」

「……それをタロちゃんが言うか」

　花子が苦笑した意味を、太郎はよく理解していた。

　良くも悪くも、２人は浮いた存在である。その要因は外見の差異だけではないのだが、周りのクラスメートたちにとって、簡単に仲間意識を抱いだきにくい人物であることは間違いない。

　入学式の日、金きん髪ぱつ碧へき眼がんのクラスメートに驚おどろかない生徒は皆かい無むだった。警戒心を隠かくさない相手とコミュニケーションを図る煩わずらわしさから、鏡写しのように、太た郎ろうの方も警戒心を剝むき出しにする。全方位に向かって、そんな態度を当初から続けていれば、他者との間に見えない壁ができるのも必然だった。

　花はな子この方も、状況は似たり寄ったり。ただし、こちらは警戒心というよりも、太郎以外の生徒にほとんど関心がない。その卓越した容姿には、クラスメートから羨せん望ぼうと憧しよう憬けいの眼まな差ざしが向けられるが、花子は彼らの名前もろくに覚えていない。その関係性は、来日したハリウッドスターと待ち構えるファンみたいなもので、ここにも見えない壁がそびえ立っている。

　結局、湯ゆ川かわ姉弟とそれ以外、なのだ。

（手持ち無ぶ沙さ汰たになっちゃってるのは、俺も同じだよな）

　心の中で太郎は自じ嘲ちようする。だが、教室で孤こ立りつしている現状を何とか変えたい、などと願っている訳ではない。

（まぁ、ここで変にポジションを確立しちゃっても困るけどさ）

　この教室は、自分のいるべき場所ではない。本来、自分のいるべき場所はどこか別の世界にあるのだが、色々な事情があって、卒業までスペースを間借りしているだけだ。やむを得ず。仕方なく。やれやれ。

　太郎の現状認識は大体そんな感じで、この理り屈くつだけ見ればほとんど現実逃とう避ひみたいなものだが、彼の胸中には確信のようなものがあった。もちろん、それなりの根こん拠きよも。

（髪の色とか、眼の色とか、肌の色とか、そんなんだけじゃなくて）

　その最大の根拠とは、

（あの日、俺が『湯川太郎』になる前、俺はきっと他の場所にいた筈はずだから）

　彼に11歳までの記き憶おくが欠落していることだった。




　　　☆　☆　☆




　午後の授業が終わり、ほとんどの生徒が部活の準備を始める頃ころ。どの部活にも入っていない太郎は、スクールバッグに筆記用具だけ投げ込んで帰り支じ度たくを完了させた。１組の教室を出たところで、待ち構えていた花子と合流する。

「タロちゃん、遅おそい！」

「……ハナが早すぎるんだよ」

「うん、そうかも。２組はまだホームルーム終わってないし」

　予想外の返答に、太郎は一いつ瞬しゆんだけ反応が遅れた。

「……えっ、そうなの？」

「長すぎて退たい屈くつだから、こっそり抜け出してきちゃった。意外と気付かれないんだね」

「それ、たぶん、みんな気付いてるけど、あえて何も言わないだけだと思う」

　花はな子こには何を言っても無む駄だだ、という諦あきらめにも似た共通認識が、２組の教室に広がっているのだろう。自分のことを棚に上げる訳ではないが、花子の方がよっぽど問題児ではないか、と太た郎ろうは呆あきれ果てる。

「ん～、そっか。何も言わないでくれるなんて、みんな親切だなぁ」

「……前向きな発言で、素晴らしいと思うよ、うん」

　とりあえず、反省するつもりは微み塵じんもなさそうだ。しかし、隣となりの教室で同じように腫はれ物扱あつかいをされている身として、太郎は花子を咎とがめる気にもならない。この学校に通う生徒の中で、花子の言動に一番共感できるのは、きっと自分だろうから。

「じゃあ、早く帰ろうか」

「はいはい、わかったよ」

　無個性な集団から弾はじき出された２人は、今日も仲良く一いつ緒しよに下校する。

　学校行事の前後など特別な事情がない限り、ほぼ毎日、同じ時刻に、同じ相手と、同じ家に帰っていく。それが２人の日常だった。

　ただし、今日はまっすぐ家に向かうのではなく、寄る場所がある。

「えっと、ハナ。今日はケーキ屋だけでいいんだっけ？」

「うん、料理の材料は昨日のうちに買ってあるから。ケーキ屋も、１週間前に予約したのを受け取るだけだよ」

　花子はウキウキした表情を浮かべた。

「はぁ、すんごい気合い入ってるな」

「もちろん、今日は２人の誕生日だもん！」

　声を弾ませる花子に対して、太郎の反応は鈍にぶい。

「……誕生日、ね」

　生返事をして、何となく空を見上げる。夕方とはいえ日ひ射ざしが強い。気温は30度を軽く超えているだろう。本格的な夏の到来は目前で、一昨年の夏と同じくらいの、酷ひどい猛暑になりそうだった。




　今からちょうど２年前、７月４日。

　旧神かみ岡おか町、神岡鉱山跡地への入り口となる洞どう穴けつ付近で、身元不明の少年と少女が発見された。草むらで寄り添うように横たわっていたところを、巡回していた邦ほう京きよう大学宇宙線研究所の警備員が見つけたのだ。

　２人とも外傷はなく、数時間後に目を覚ました際の受け答えも明めい瞭りようだったが、ひとつ大きな問題があった。

『君たち、名前は？』

『……わかりません』

『……私も、覚えていません』

　端たん的てきに言えば、２人とも記き憶おくを失っていたのだ。

　自分たちの名前も、出身地も、どうしてそこで倒たおれていたのかも、一切思い出すことができない。全生活史健忘と呼ばれる状態であり、催さい眠みん療りよう法ほうなどを用いても、その記憶が蘇よみがえることはなかった。

　２人の年齢は、10歳から12歳程度と推測された。同年代の平均的な体格と比べて（特に少女の方は）発育がかなり良かったのだが、髪や瞳ひとみの色からヨーロッパ系の血を引いている可能性が高く、それらを勘かん案あんしての結論だった。

　当然、未成年者なので、保護者が必要である。国内外の行方不明者データベースなどを見ても、２人の親族らしき人物は見つからなかったので、当面の間は暫ざん定てい的てきな保護者代理人が面めん倒どうを見ることになった。

　その保護者代理人に名乗り出たのは、湯ゆ川かわ振しん一いちという男だった。

　邦ほう京きよう大学宇宙線研究所の研究員で、当時30歳の独身。東京出身だが神かみ岡おかの研究施設に配属され、カミオカンデＳ４という装置で、ニュートリノという素粒子の実験に明け暮れていた。

『子どもたちの面倒、俺に見させてくれませんか？』

『……湯川くん、君には少し荷が重いのでは』

『お願いします、この通りです』

　未婚の独身男性が子どもたちの保護者となることを懸け念ねんする声も出たが、最終的には彼の申し出が認められ、戸こ籍せき上じようは２人の父親ということになった。ＤＮＡ検査の結果、少年と少女の間に血縁関係がないことは既すでに判明しており、誰だれひとり血の繫つながっていない不思議な３人家族が誕生したのである。




　そんな訳で、太た郎ろうには２年前までの記憶がない。

　あれから暦こよみが２周して、再び７月４日を迎え、戸籍上は14歳になった。だが、そもそも本当の生年月日は不明のままで、誕生日と言われても今ひとつ素直に喜べない。

「むぅ。もうちょっと素直に喜ぼうよ、た・ん・じょ・う・び！」

　そんな心の内を見み透すかしたように、花はな子こはペシペシと太郎の肩を叩たたく。

「……素直に喜べるハナが羨うらやましい」

「またまた深刻ぶって、そんなこと言っちゃうんだから。もう２年も経たつんだし、いい加減、今を楽しんで生きればいいのに」

「ハナの場合、半年くらいで完全に馴な染じんでたよな。去年の『誕生日』パーティーも、あんな騒さわぎを起こして」

「えっと、うん、あれは流石さすがに反省してるよ！　警察と消防の人にも迷めい惑わくかけちゃったし！」

　痛いところを突かれて、花はな子こはたじろいだ。１年前、初めての『誕生日』に張り切りすぎた花子の所業は、今でも語り草となっている。

「今年は変なことしないだろうな？」

「大だい丈じよう夫ぶだってば、私からサプライズは一切ありません。もう山は燃やしません」

　萎い縮しゆくしたように肩を落とす花子の姿は、それでも、非常に楽しそうだった。彼女の言葉を借りれば、今を楽しんで生きているのだろう。そんな姉が羨うらやましい、と思う気持ちは、弟の偽いつわらざる本音だった。

　２年前、とりあえず12歳という年齢を与えられ、とりあえず湯ゆ川かわ太た郎ろうという氏名を与えられ、とりあえず小学校卒業レベルの知識を詰め込まれ、とりあえず翌年の春から中学校に通わされた。全部《とりあえず》だ。

　地面にしっかりと根を張らないまま、ふわふわと水草のように流されて、今日まで過ごしてきてしまった。

　そんな感覚を、太郎は未いまだに拭ぬぐい去ることができない。

　衣食住の保障された生活に文句を言うべきではない。文句があるなら、本当の自分探し、という名目の旅にでも出ればいい。振しん一いちの助けがなければろくに生活もできない、自分の無力さを思い知らされるだろうから。

　それは重々承知しているのだが、それでも彼は、高たか原はら中学校２年生の湯川太郎、という人物設定に、自己を完全に同一化できなかったのだ。




　　　☆　☆　☆




　午後８時を過ぎた頃ころ、湯川家の玄関のドアが開いた。

「おう、ただいま」

　やや粗雑な低い声に反応して、キッチンから花子が顔を覗のぞかせる。

「シンイチさん、おかえりなさい」

「悪いな、待たせちまったか？」

「全然、大丈夫だよ。今日は随ずい分ぶん早かったね」

「そりゃ、可か愛わいい子どもたちの『誕生日』だからな」

　革かわ靴ぐつを脱ぎ、ネクタイを緩ゆるめながら、30代の男がニヤリと笑みを浮かべた。

「おっ、いい匂においがする。ご馳ち走そうを作ってくれたみたいだな」

「うん、頑張りました！」

「花子は偉いな、将来いい嫁さんになる」

「えへっ、ありがと～」

　花子は嬉うれしそうに礼を告げた。

「んで、太た郎ろうは何やってんだ？」

「自分の部屋にいるよ？」

「まったく、アイツは手伝いもしないで」

「いいの、いいの。今日は私が全部準備したかったから、タロちゃんは一切手伝わないでね、って言っておいたの」

　花はな子こはキラキラと瞳ひとみを輝かがやかせた。その顔をしばらく見つめてから、振しん一いちは思考を放ほう棄きしたような口調で話す。

「まっ、花子がいいって言うなら、それでいいけどな。あんまり甘やかすなよ？」

「は～い、善処します」

「……そういう日本語は、一体どこで覚えてくるんだか」

　どう見ても日本人に見えない女子中学生を前にして、どう見ても日本人にしか見えない男性研究員が、そんなことを呟つぶやいた。

　彼の名前は湯ゆ川かわ振一。現在32歳の独身にして、２人の保護者代理人。

　邦ほう京きよう大学宇宙線研究所の施設で働いており、カミオカンデＳ５という装置で、ニュートリノという素粒子の実験に明け暮れている。この分野では名の知れたエリート研究員なのだが、

「もうすぐ出来上がるから、シンイチさんも早く着替えておいでよ。私もタロちゃんを呼んでくる」

「おう、よろしく」

　義理の娘に向ける父親の表情には、気取ったところが一切感じられなかった。




「タロちゃん、準備できたよ～」

　そう言いながら、花子は太郎の部屋のドアを開けた。ノックなどは特にしない。これまでの２年間、そんな他人行ぎよう儀ぎな真ま似ねをしたことは一度もない。

「あぁ、ありがと。すぐ行くよ」

　そう返答して、太郎は読みかけの本を机に置いた。ハードカバーの表紙には『ヨーロッパの民族史』と重厚なフォントで記されている。

「それ、また新しい本だね」

「ネットで取り寄せた。あんまり役に立たなさそうだけど」

　浮かない表情で、ちらりと本棚に視線を送る。小難しい書しよ籍せきばかり並んでいて、コミックやライトノベルは少ない。中学生の部屋らしくない、というか、研究者の書しよ斎さいみたいな雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

「……思い出す、ため？」

　おそるおそる、といった口調で花子が尋たずねた。

「そんな感じ。何かヒントが見つかれば、って思ったんだけどさ」

　失われた記き憶おくを取り戻したい。

　彼の目的は、とてもシンプルだった。

「脳科学とか心理学とか色々調べたけど、思い出せる気配もなかったから、ちょっと方向性を変えてみたんだ。俺たち、少なくとも東洋人じゃないらしいし、じゃあ西洋にルーツがあるのかな、って」

「……何か、わかったことは？」

「んー、特になし。歴史の話は結構面おも白しろかったけどね。王様が賢い国は栄えて、王様が馬ば鹿かな国は滅ほろびる、みたいな」

　そう言って苦笑する太た郎ろうに向かって、花はな子こはやや不安そうな表情を浮かべた。

「勉強熱心だね、相変わらず」

「勉強熱心っていうのかなぁ。ただ、自分が何者なのか知りたいだけなんだけど」

「……思い出して、どうするの？」

「えっ？」

　意外な質問を受けて、太郎は視線を本棚から花子に移した。自分と同じく、２年前までの記憶を持たない姉が、諭さとすような口調で続ける。

「たとえば、タロちゃんが記憶を取り戻して、本当の家族が見つかったら、私やシンイチさんは家族じゃなくなっちゃうの？」

「いやいやいや、そんな訳ないだろ」

「だったら」

　何かを言いかけて、取りやめて、一呼吸。花子は唐とう突とつに笑みを浮かべて、

「……昔のことばっかり追いかけてないで、今一いつ緒しよにいる私たちを、もっと大切にしてほしいかも、なんて思っちゃう訳です」

　オブラートに包んだ強いメッセージを送った。

「……わかったよ」

「わかればよろしい。じゃあ、パーティーを始めるから、早く降りてきてね」

　完全に主導権を握にぎった花子は、そう言い残してダイニングへと戻っていった。姉の背中を見送ってから、太郎はぽつりと独り言を呟つぶやく。

「……わかってるけど、やっぱり、知りたいんだってば」

　唇くちびるを嚙かみ締しめて、少年はしばらくその場に立ち尽くしていた。




　食卓には、学校帰りに受け取ったホールケーキと、帰宅後に花子が作ったビーフシチュー、その他諸もろ々もろのパーティー用メニューが並べられた。

「花子、太郎、『誕生日』おめでとう」

　無ぶ愛あい想そうとも取れるような口調で、振しん一いちが祝いの言葉を送った。

「……えっ、終わり？」

「……何が？」

「いや、この２年を振り返ってとか、私たちの未来に向かってとか、そういう気の利きいた感動的なコメントがあったら素す敵てきだな～、って」

　花はな子この指摘に対して、振しん一いちはほんの一いつ瞬しゆんだけ、実に面めん倒どう臭くさそうな表情を浮かべた。それからおもむろに大量のクラッカーを取り出して、

「よしわかった、これが俺の気持ちだ。受け取れ！」

　と叫び、次々に起き爆ばくさせた。

　パパパパパパパパパパパパパパパパパ──────────────────ン!!

「きゃあぁっ!!」

「どわあぁっ!!」

　連れん鎖さ的てきな破は裂れつ音おん、そして、子どもたちの悲鳴。音声だけ取り出せば、凄せい惨さんな光景が浮かんできても不思議はない。

「な、何するんだよっ！」

　頭にかかった大量の紙テープを払いながら、太た郎ろうが声を張り上げて抗議する。

「俺は口くち下べ手ただからな。気の利いた感動的なコメントなんて言えやしない。それなら、行動で示すしかないだろう？」

「相変わらずムチャクチャだな、この大人は！」

「本当だよ、もう。シンイチさんがそんな手本を見せるから、タロちゃんがこんな風に歪ゆがんで育っちゃうんだよ？」

「……そうか。それは、反省しないといけないな」

　神しん妙みような面おも持もちで、振一が頭をうなだれた。

「って、なんで最終的に俺が責められてるんだよ！」

「ふふっ。弟はお姉ちゃんのオモチャとして一生を終える運命だからね。諦あきらめましょう」

「それで素直に人生を諦める弟がいたら、そいつはもうちょっと現世に希望を持った方がいいんじゃないかな！」

　姉の横暴を諫いさめてから、太郎は思い出したように付け加える。

「そもそも、俺とハナのどっちが年上とか、シンイチさんが適当に決めただけだし」

「う～ん、それも仕方ないよ。私たちの本当の誕生日なんてわかんないんだし、双ふた子ご扱あつかいにしても、一応どっちが上なのか決めなきゃいけないんだから」

「そうなんだよな、日本の戸こ籍せきってのは実に面倒だ」

　振一はそうぼやいて、黒い短髪をワシャワシャと搔かいた。

「シンイチさんって、そういうの嫌きらいそうだよね。私の方をお姉ちゃんにしたのも、市役所へ行った日に、その場で考えたんでしょ？」

「ほら、一姫二太郎、って昔から言うだろ。この組み合わせの方が色々いいことがあるんだよ、きっと」

「そんな思いつきのせいで、一生ハナのオモチャにされるなんて、本当に冗じよう談だんじゃないよ」

　太た郎ろうは苛いら立だちを押し殺すように呟つぶやいた。

「この際だからシンイチさんに言っちゃうけど、姉弟の順番だけじゃなくて、俺たちの名前も適当に決めただろ？」

「あ～、それ、私もずっと思ってた。きっと由来とか何もないでしょ？」

　２人に責め立てられた振しん一いちは苦笑して、

「確かに、名前くらい、もうちょっと考えてやるべきだった。さすがに反省してるぜ」

　と軽く頭を下げる。太郎は脱力感を覚え、それ以上振一を追及する気にならなかった。

　誤解のないように補足しておくと、自分たちの世話役を引き受けてくれた振一に、太郎は心の底から感謝している。その気持ちに噓うそ偽いつわりはないのだが、とはいえ、こういう適当な性格は何とかしてほしい、と常々思っているのも事実だった。




　　　☆　☆　☆




　すぐそこで乗用車の止まる音がして、太郎と花はな子こは窓の外に視線を移した。田舎いなかの夜はとても静かで、車も滅めつ多たに通らない。季節柄、カエルの鳴き声がよく響ひびきわたっているくらいだ。よほど他のことに集中していない限り、来訪者の車には、まず気付かないことはない。

「……来たみたいだな」

「シンイチさん、誰だれかお客さんを呼んでたの？」

「ああ、サプライズゲストの登場だ」

　やがて玄関を開けて、優しい顔をした初老の男性が現れた。

「どうも、こんばんは」

「あっ、施設長さんだ！」

　真っ先に花子が反応し、歓迎ムードを全開にする。それから少し遅おくれて、太郎も彼に会え釈しやくをする。白髪の男性は、孫のような年齢の２人を見て、穏おだやかな笑みを浮かべた。

　５年ほど前から、彼は神かみ岡おかの研究施設長を務めている。２年前、太郎と花子が記き憶おく喪そう失しつ状態で発見されてから、振一の家に引き取られるまでの間、２人は一時的に施設内で保護されており、そこで施設長との面識があったのだ。

「お疲れ様です、お待ちしてましたよ」

　振一は軽く頭を下げた。彼にとって、施設長は上司にあたる存在だ。

「サプライズゲストって、施設長さんのことだったのか」

「いやいや、そんな訳ねーだろ。俺のサプライズを甘く見るんじゃない」

　何気ない太た郎ろうの言葉に、若じやつ干かんの期待外れ感が含まれていたことを、振しん一いちは見逃さなかった。施設長は２人のことをずっと気にかけており、今でも時々顔を見せに来てくれる。前回会ったのは３週間ほど前で、あまりレア感がない、という訳だ。そこまで読み切ったうえで、振一は自じ慢まんげに笑う。

「さあ、入っておいで」

　施設長がドアの外へ声をかけた。少し間を置いて、一人の少女が姿を見せる。

　太郎の視線が最初に向かったのは、少女の髪だった。膝ひざ元もとまで伸びた銀色のストレートヘアが、白いワンピースと調和して、実に美しく輝かがやいている。薄うす暗ぐらい蛍光灯の下にいる筈はずなのに、まるで内側から発光して煌きらめいているような、そんな印象を受けた。

　緊きん張ちようしているのだろうか、頰ほおを微かすかに紅潮させたまま、少女はじっと太郎の顔を見つめる。口を固く結んで話そうとしない少女の代わりに、振一が彼女を紹介した。




「この子が、お前たちの『妹』だ」




　何を言っているのか、まったく理解できない。すっかり混乱した太郎は、ひとまず花はな子この表情を確認してみる。花子は少女の顔を凝ぎよう視ししたまま、ひどく驚おどろいたように眼を見開き、その場で硬直していた。

「こらこら、湯ゆ川かわ。いきなりそんなことを言われたって、花子ちゃんも太郎くんも、訳がわからないだろう」

「そうですね、すみません」

　やんわりと施設長に注意され、振一は説明を付け加える。

「１週間前、お前たちと同じように、あの近辺で倒たおれてたところを保護されたんだ。どうやらこの子も記き憶おくを失ってるみたいでなぁ。お前たちと一いつ緒しよに俺の家で引き取ることになった、という訳だ」

「……俺たちと、同じ」

「あぁ、偶然だな」

　そんな偶然があるだろうか。話を聞く限り、あまりにも自分たちと似通った経緯だが、このような大事件がそうそう頻ひん発ぱつするとは思えない。ちっとも納なつ得とくできないまま、太郎は訝いぶかしげに振一の様子を窺うかがう。

　振一は、そんな太郎の疑問など気付かないような顔で、あるいは重々承知のうえで無視するような顔で、説明を続けた。

「と言っても、今夜からいきなり家族が増える、って話じゃない。この子が住み始めるのは、物置になってる部屋を片付けて、ちゃんと受け入れ準備が整ってからだ。今日のところは、顔合わせ、ってやつだな」

「そんなの、聞いてないんだけど！」

　堪こらえきれなくなったように、花はな子こが声を張り上げた。

「……そりゃ、サプライズだから」

「そうだけど、そうじゃなくて！」

　明言こそしないが、口調と仕草に抵抗感が滲にじみ出ている。少女への拒きよ絶ぜつというよりも、突然の事態にうまく対応できず、どう振る舞えばいいのか混乱しているような素そ振ぶりだ。

　花子や太た郎ろうが多少の抵抗を示すであろうことは、もちろん振しん一いちもわかっていた。ただ、その抵抗が予想以上に強かったので、彼は少しばかりショックを受ける。

「あんまりにも、急な話だったかな。俺としては、ちょっと変わり種のバースデープレゼントで喜んでくれたら、なんて思ったんだが。……悪かった」

「……私も、ごめんなさい。変なこと言っちゃって」

　振一と花子が互いに謝罪して、何とも湿っぽい雰ふん囲い気きが漂ただよう。

　そんなやり取りを意にも介さず、まだ一言も発していない少女は、ひたすら太郎を凝ぎよう視ししていた。気のせいか、その瞳ひとみは少し潤うるんでいるようにも見える。

（……もう、訳がわからん）

　色々ありすぎて、太郎の頭脳はオーバーヒート気味だった。サプライズと称して謎なぞの少女を連れて来た振一や施設長の意図も、花子がやけに取り乱している理由も、少女にずっと見つめられている意味も、すべて理解できなかったのだ。




　玄関先で立ち話を続けるのも無ぶ粋すいなので、振一はパーティー会場に椅い子すを２つ追加し、施設長と少女に座ってもらった。５人で囲むテーブルは、先刻よりも妙みように圧あつ迫ぱく感かんがある。

「……改めて紹介しよう。この子は１週間前、山の中で発見された。名前から何から全部忘れちまって、帰る場所もない。ちょうど２年前のお前たちと同じ状況だ」

　自分について振一が説明している間、銀髪の少女は太郎の方を向いたまま、ずっと口を閉ざしていた。

　もしかしたら、声を出せないのかもしれない。太郎はそんなことを考えた。

　一切の記き憶おくがない、という恐怖を太郎はよく知っている。自分自身、２年前に保護された直後は、研究所の職員とまともに会話をするのも一苦労だった。あらゆる思考や判断は、過去の経験が蓄積されたうえに成り立っている。それらを全部失った状態で他者とコミュニケーションを図るのは、少なくとも太郎にとって、実に億おつ劫くうで、実に恐怖だった。

「何の因果か知らないが、研究所で一度は預かった子だ。警察だか養護施設だかに引き渡して、はいサヨウナラ、ってのは後味が悪い。花子と太郎の時だって、そういう意見も当然あった訳だが、最終的に俺のところで引き取った前例がある。この子も、お前たちと同じように、俺のところで引き取ろうと思ってるんだ」

「花はな子こちゃんや太た郎ろうくんが実際にどう思っているかわからないけれど、少なくとも私は、彼が２人の面めん倒どうをよく見てくれている、と信しん頼らいしている。だから、この子がこの家で生活できるなら、それが一番安心なんだよ」

　優しい口調で、施設長が振しん一いちを援護した。

　理り屈くつとしては一応筋が通っている、と太郎は思う。何と言っても前例があるのだ。

　自分たちが振一の家で生活することになったのも、今思えば相当にアクロバティックな解決策だった訳だが、結果的に２人は日々楽しく過ごしている。この事実こそが、少女をこの家で引き取ろう、という提案を強力にサポートしていることになる。

　だが、太郎はどうも釈しやく然ぜんとしなかった。大人たちに騙だまされて言いくるめられているような、そんな感覚がする。論理的に矛む盾じゆんを指摘できる訳ではないが、直感的に何かおかしいような気がしていた。

「……まっ、それはこっち側の都合、大人の事情ってやつだ」

　溜ため息いきまじりに振一が続ける。その視線は、ずっと俯うつむいている花子に向けられていた。

「家族が増えるとなれば、花子や太郎にも色々と思うところはあるだろう。この場で言いにくいことがあれば、後で俺に言ってくれればいい。みんな納なつ得とくしたうえで新メンバーを迎え入れられるのが、俺の理想だ」

『みんな』とは、要するに自分たち２人のことだ、と太郎は即座に理解する。大人たちは既すでに結論を出したうえでこの場に来ているだろうし、当事者の少女はまともな判断基準さえ取り戻せていない時期だろうから。

　そして、２人が今ここで発言する機会は、事実上、振一によって封じ込められてしまった。２人が主張したいことなんて『この場で言いにくいこと』に決まっている。大人の狡こう猾かつさを味わって、太郎は歯がゆく感じた。

「さっきも言ったが、今日のところは顔合わせだけだ。そろそろ夜も遅おそいし、じっくり話すのは、また今度にしよう」

　少々強引に、振一が散会を宣言する。出席者５人の顔はどうにも暗く、まるでお通夜のようだ。誕生日パーティーの余よ韻いんを残しているのは、ホールケーキやらビーフシチューやら、テーブル上に広げられた料理くらいのものだった。




　　　☆　☆　☆




　施設長は、少女を連れて研究所へ戻るため、庭先の車に乗り込んだ。運転席が左側にある、外国製の高級車のようだ。

「あの子、結局一言も喋しやべらなかったね」

　見送りのため外に出てきた太郎は、傍かたわらの振一にそう話しかけた。

「研究所の職員にも、最低限の受け答えしかしてくれないんだ。太た郎ろうだって、最初の頃ころはそうだっただろ？」

「まぁ、確かにそうだったけど」

「そのうち仲良くなれるさ、きっと」

「だと、いいけどね」

　太郎は何となく、そこで会話を終えた。本当はその先に、もっと気になっている疑問があったのだが、それを振しん一いちに尋たずねても仕方ないような気がしたのだ。

（……で、あの子、なんでずっと俺の方を見てたんだろう？）

　最初から最後まで、彼女はほとんど目を逸そらすことなく太郎を凝ぎよう視ししていた。睨にらまれているようにも思えたが、そこに敵意や警戒心は感じられず、むしろ何な故ぜか興こう奮ふんしているような雰ふん囲い気きさえあった。

　潤うるんだ瞳ひとみをキラキラと輝かがやかせて、口をぎゅっと結んで、ブレることなく自分を見つめていた少女の顔を思い出してみる。今いま更さらながら、太郎は妙みような気き恥はずかしさを覚えた。

　あの場では次々と新しい情報が飛び交い、くだらないことを考える余裕もなかったが、銀髪の少女はとびっきり可か愛わいかったのだ。

　ハリウッド映画でお姫様を演じる子役みたいな、実に整った顔立ちで、じーっと、絶え間なく、じーっと、ロックオンされ続ける。それは男子中学生にとって、天国のようでもあり、地じ獄ごくのようでもあり、何とも非日常的な出来事だった。

（意味わかんねーな、本当に）

　意味不明という言葉は、そこで思考を停止させる力を持っている。このマジックワードを使わなければ、甘あま酸ずっぱくて恥ずかしい妄もう想そうが思春期の脳内に展開されて、収拾がつかなくなるところだった。




　危うく難を逃れた太郎は、内心の動どう揺ようを振一に悟られないよう、平静を装よそおいながら少し距きよ離りを取る。そうすると無目的に歩き出すことになる訳で、今度はその行為を正当化するために、とりあえず車の方へ近付くことになる。

　そこで、銀髪の少女と目が合った。

「……あっ」

　短く、太郎が声を漏もらす。施設長は既すでに運転席でシートベルトを締しめており、少女はまさに助手席のドアを開けようとするところだったが、その手を戻して太郎の方に振り返った。

　結果、太郎と少女は、わずか数歩分の間合いで向き合う形となる。

　深く考えずに行動した結果が、これだ。少女と一いつ瞬しゆんだけ２人きりになるチャンスを、まるで最初から狙ねらっていたみたいではないか。そんな意図はなかったのに、そんなシチュエーションを、彼は自みずから作り出してしまった。

　じーっ。

　再び、少女の視線。

　相変わらず、何も話そうとしない。周りに誰だれもいない現状では、２人の間に完全な沈ちん黙もくが流れてしまう。その気まずさは先さき程ほどの比ではなく、太た郎ろうはすっかり平常心を失っていた。

「……えっと」

　何か話題を、と思っても、彼女のことは何も知らないに等しい。そこで咄とつ嗟さに出た質問が、

「名前、何だっけ？」

　言った直後に死ぬほど後悔するような、酷ひどい代しろ物ものだった。名前も出身地も思い出せない相手にとって、この質問は嫌いやがらせと思われても仕方ない。現に、少女は太郎の顔を見つめたまま、驚おどろいたような表情を浮かべていた。

「あっ、ごめん、今のは忘れて！」

　太郎は慌あわてて前言を撤てつ回かいしたが、これもまた酷い。すべての過去を忘れてしまった相手の、地雷ワードを次々と踏ふんでいく。その間抜けぶりは古典落語のようだった。

　焦しよう燥そう感かんで面おも白しろいことになっている太郎と対照的に、少女は落ち着いた態度で、静かに佇たたずんでいた。ほとんど光源がない田舎いなかの夜を背景にして、白いワンピースのシルエットが、西洋画みたいに浮かび上がる。

　その時、ゆっくりと、少女が太郎に歩み寄ってきた。

[image: ]

　太た郎ろうは何も反応できず、棒立ちになる。

　手を伸ばせば届くような距きよ離りまで近付いて、そこで少女は初めて口を開いた。




「私の名前はニュートリノ。レプトン国の王女であり、ヒッグス様の婚約者でもあります」




　囁ささやくような声は、とても綺き麗れいだった。

　太郎の感想はそれだけに留とどまる。内容については、まったく頭に入ってこなかったのだ。

「……はっ？」

　もはや何も言葉が出てこない。フリーズした頭脳に再起動をかけて、ひとつひとつの事象を整理するだけでも、何十秒かかるだろうか。

　その様子をしばらく眺ながめた後、少女は小さく肩を落とした。

「……もしや、と思いましたが、やはりヒッグス様の記き憶おくはまだ戻っていないようですね」

「えっ、ちょっと待って、何の話を」

「ご安心ください。私がここへ来たからには、すぐに思い出して頂ける筈はずです」

　ほとんど感情を顕あらわにしてこなかった少女が、太郎の前で初めて優しい笑みを浮かべた。

「あなたが『神の子』として、宇宙を統治する存在であることを」

　太郎は呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。彼女が何を言っているのか、というよりも、目の前で何が起きているのか理解できない。ただ一つだけ確信できたのは、この少女に対する認識を色々と改める必要があること。２年前の自分と同じ境遇に陥おちいった、同情すべき対象などでは、決してない。

（……何者なんだ、こいつは）

　夏の夜空に、流れ星がひとつ。

　カエルの鳴き声と、高級車のエンジン音だけが、山のふもとに響ひびきわたっていた。







　二章




　午前３時の真っ暗な部屋。ベッドの上で、薄うす手での毛布を被かぶった人間サイズの塊かたまりが、もぞもぞと動いている。塊の形状から、中の人が横たわっているのではなく、体育座りのような姿勢をしていることが窺うかがえた。

「……ねぇ、フォトン」

　疲れ果てた少女の声で、毛布が喋しやべった。

『はいはーい！』

　呼応したのは、机の上に置かれたスマートフォンだ。ぼうっと灯ともった画面の明かりが、暗い室内で唯ゆい一いつの光源となる。その小さな光を、毛布の隙すき間まから、深緑色の瞳ひとみが見つめていた。

「一体、何が起こってるの？」

　毛布越しの声は、実に弱々しく疑問を投げかける。

「どうして、ニュートリノが、ここに現れたの？」

『いやー、ウチにも全然わからんよ。ビックリしちゃった！』

「このタイミングってことは、Ｔ２Ｋ実験の再開と関係してるの？」

『どうだろうねー。確かなことは言えないけど、その可能性は高いかもねー』

「……目的は何なのよ」

　内側で渦うず巻まいていた感情を吐はき出すにつれて、次第に語気が強くなっていく。

「……やっぱり、ニュートリノはヒッグスを」

『はーい、ストップ。落ち着け！』

　スマートフォンのスピーカーから、元気良く、しかし冷静な、少女らしき声が響ひびいた。

『気持ちはわかるけど、仮定に仮定を重ねてもしょーがないっての。あれこれ推測するにも、まだ情報が少なすぎるし。ウチが色々調べてくるから、グルゥはそれまで待ってなさーい』

「……そうだね、うん。ありがとう」

『んー、とりあえず、もう寝なよ。眠れないかもしれないけど、頑張って寝る。ウチと違って生身の肉体なんだし、学校にも行かなきゃいけないんだからさー』

「……わかった」

『よーしよし、いい子だ！　そいじゃあ、ウチは情報収集に行ってくるよー。何かあったら、いつでも呼び出してねー』

　その言葉を最後に、音声は途絶えた。

　再び闇やみに包まれた部屋の中で、毛布の塊から細い腕が伸びて、スマートフォンを手に取る。その様子は、幼稚園のお遊ゆう戯ぎに出てくるお化けのようだ。ちょっぴり怖い絵本の話をベースにして、先生がカーテンを使って擬ぎ態たいする、あのチープなモンスターである。

　毛布のお化けが親指で操作を行うと、画面上に金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少年が現れた。

　湯ゆ川かわ太た郎ろう、と呼ばれている少年の写真だ。

　顔面のアップで、驚おどろいた表情をしている。こっそり近付いてきた身近な人物に、不意打ちで撮影されたのだろう。

　その写真をじっと眺ながめていたモンスターが、前まえ触ぶれもなく本体の顔をさらけ出した。泣き出しそうなほど切ない表情で、唇くちびるを突き出したまま画面との距きよ離りを縮める。

　……ちゅっ。

　彼女はスマートフォンにキスをして、

「……私だって、大好きなんだもん」

　そう悲しげに呟つぶやいた。

　閉め切ったカーテンの向こうで、ほんの少しずつ、漆しつ黒こくの夜空が紺こん色いろに変わっていく。

　サプライズゲストの登場した誕生日パーティーから一夜明け、７月５日の朝が訪れようとしていた。




　　　☆　☆　☆




「物質を細かくすると、やがて分子という小さな粒になりますが、その分子もさらに分解することができます。分子というのは、幾いくつかの原子が結びついて作られているんです。たとえば水の分子は、酸素原子１個と水素原子２個で構成されています」

　理科の教師が、黒板に大きめの円を１つ、小さめの円を２つ描いた。真ま面じ目めな生徒たちは、せっせと板書のイラストを模写する。期末試験も近いため、比較的みんな真剣に授業を聞いているようだ。

　もちろん、教室内には数名の例外も見受けられる。その一人が太郎だった。金きん髪ぱつ碧へき眼がんの風ふう貌ぼうで、ぼんやりと考え事をしていると、教きよう壇だんからは非常によく目立ってしまう。注意すべきだろうか、と教師が思い始めたところで、他の勉強熱心な生徒が手を挙げて質問した。

「じゃあ、原子を分解したらどうなりますか？」

「うーん、鋭するどい質問ですね。ちょっとズルい答えですが、中学校の範囲では、原子はそれ以上分解できないもの、として覚えてください」

　慎しん重ちように言葉を選びながら、教師は解説を続ける。

「邦ほう京きよう大学の研究所が神かみ岡おかにあるのは、皆さんも知っていると思います。最さい先せん端たん科学の世界になると、原子をさらに分解した粒が登場しますが、皆さんにはちょっと難しすぎるので、今は気にしなくても大だい丈じよう夫ぶ。テストにも出ません」

　最後の一言で、大半の生徒が興味を失った。

「……湯川君。その粒を何と呼ぶか、わかりますか？」

「えっ、あっ、はい」

　教師の指名によって、太た郎ろうは授業に引き戻される。

「原子をさらに分解した粒の名前は？」

「……素粒子、ですか」

「正解です。さすが、よく知っていますね」

　太郎が即答できることを、教師は予見していた。生徒の家庭環境に関する情報は、担任ではない教師にも共有されている。自分の親代わりの存在がどんな仕事をしているか、ある程度は把は握あくしているだろう、と考えたのだ。

「テストには出しませんが、世界有数の研究施設がせっかく近所にあるんですから、皆さんも知っておいて損はないでしょう。邦ほう京きよう大学宇宙線研究所は、ニュートリノという素粒子の研究で非常に有名です。ノーベル賞を貰もらった教授もいるんですよ」

　何気ない雑談だが、太郎はその単語に嫌いやでも反応してしまう。

　ニュートリノ。

　銀髪の少女が、昨夜の別れ際ぎわに告げた名前だ。




　彼女は訳のわからないことを色々と話していたが、最も不可解なことの一つは、その名前である。神かみ岡おかの研究施設で発見された少女が偶然そんな名前だったなんて信じられないし、そもそも彼女には名前がない筈はずなのだ。

　施設長の車を見送った後、太郎は急いで振しん一いちに尋たずねた。

『シンイチさん、あの子の名前は何!?』

　だが、返ってきたのは、

『……アホか。記き憶おくがない、って言ってるだろうが』

　至し極ごく当然の答えだった。数分前まで、自分だってそう思っていた筈だ。

『まっ、名前がないのは不便だからな。いい名前を考えてやらないと』

　太郎や花はな子こという先例があるため、彼の発言はなかなか不安を感じさせたが、本人はまるで気付いていないようだった。

　そんな振一の様子を見て、太郎は一つの確信を得る。

　少女は記憶喪そう失しつのふりをしていて、研究所の職員たちはきっと騙だまされているのだ。

　だが、理解できたのはそこまで。何のために彼女がそんなことをしているのか、どうやって大人たちを欺あざむくことができたのか、何な故ぜ自分にだけニュートリノと名乗ったのか、それすら本当の名前なのか。わからないことが沢たく山さん残っていた。




　　　☆　☆　☆




　その頃ころ、研究所にて。

　数十メートルはありそうな長い廊下を、白衣にネクタイを締しめた男性２人が歩いていた。鉱山跡地に造られた研究施設には、日光など入らない。等とう間かん隔かくに並んだＬＥＤライトが、人工的な光を放っている。

「昨日はとんだ顔見せになってしまったね」

　施設長が静かに語りかけると、振しん一いちは申し訳なさそうに唇くちびるを嚙かみ締めた。

「……すみません、あんな気まずい席になるとは思わなくて」

「思春期の子どもたちは繊せん細さいだ、ということを改めて思い知ったよ。もう少し配はい慮りよしてあげるべきだったか」

「……返す言葉もありません」

　カツン、カツン、と２つの足音が廊下に響ひびく。昨夜の出来事、とりわけ、花はな子この示した強い抵抗感を、振一はずっと気に病やんでいた。

「結論を出すには早いかもしれないが、念のため、別の方法も検討しておこうか」

「……と、言いますと」

「湯ゆ川かわ以外の誰だれかがあの子の面めん倒どうを見る、ということさ。只ただでさえ、花子ちゃんと太た郎ろうくんがいて大変だろう。そこへ余計な火種を持ち込んだら、１人でどうにかできる範はん囲いを超えてしまいかねない」

　施設長の忠告を、振一は黙だまって傾けい聴ちようする。

「君があの２人を引き取った理由はわかっている。そして、３人目を引き取る動機がそれほど強くないことも」

「……いえ、そんなことは」

「いいんだ、否定しなくても。結果的に、君の思おも惑わくが我々の利益と一致したおかげで、こちらも随ずい分ぶんと助かったんだから」

　少しだけ間を置いて、施設長が言う。

「あの２人の『監視』を続けてくれたこと、本当に感謝している」

　我が慢まんしきれなくなった様子で、振一が反応した。

「……その言い方、やめてくださいよ。俺はただ」

「『保護』しているだけだ、と言いたいんだろう」

　先回りして、施設長が振一の言葉を遮さえぎった。

「君が花子ちゃんと太郎くんの『保護』者になってくれることで、我々は『監視』対象を手の届く場所に置いておくことができる。同じ事象が起こっていても解かい釈しやくが異なる、というのは、学者の世界でもよくある話じゃないか」

　施設長は淡たん々たんと続ける。皺しわの目立ち始めた顔は、眉まゆひとつ動かない。

「この度たび、３人目の『監視』対象が現れた。しかし、君にはあの子を『保護』する明確な動機がないとすれば、我々も別の方法を考えるよ。君の善意に甘えてばかりではいけないからね」

　肯こう定ていも否定もしないまま、振しん一いちは俯うつむいていた。

　やがて２人は、無言のまま廊下の果てに辿たどり着く。突き当たりの扉には、次のような案内プレートが掲かかげられていた。

《大型水チェレンコフ宇宙素粒子観測装置　カミオカンデＳ５》

《現在Ｔ２Ｋ実験中につき、関係者以外の立入厳禁》




　Ｔ２Ｋ実験。

　高エネルギー状態のニュートリノを伴ともなったレーザービームを、茨城県の施設から射出し、数百キロ離はなれたカミオカンデＳ５を通過させる。その際に発生する微弱な反応を検出し、ニュートリノの《振動》と呼ばれる現象についてデータを収集する実験である。２年前の事故で中断されていたが、つい１週間前に再開されたばかりだ。

　この説明だけで概がい要ようを理解できるのは、少なくとも大学１年生レベルの素粒子物理学を勉強した者に限られるだろう。独学であれこれ学んでいるとはいえ、中学生レベルの理科までしか知識のない太た郎ろうから説明を求められたら、どう答えればいいだろうか。

『要するに、とんでもない税金を投入して、ロボットアニメの基地みたいな装置を開発して、もしかしたら百年後くらいに役立つかもしれない実験をやってるんだよ、俺たちは』

　振一の説明はこんな感じだった。ふざけるな、と太郎に怒おこられたことは言うまでもない。

　だが、彼の態度にも一いち理りはある。

　どれだけ嚙かみ砕くだいて説明を重ねても、最さい先せん端たんの研究内容を正確に理解してもらうことは難しい。それならば、日常生活では想像しづらいスケール感だけ強調する方が有意義、という考え方もあるのだ。




「そうそう、一つ言い忘れていた」

　関係者以外立入厳禁のゾーンに入ったところで、ふと思い出したかのように、施設長が再度口火を切った。

「昨日の帰り際ぎわ、あの子は自動車の死角に隠かくれて、太郎くんに何か伝えようとしていた」

　振一は意外そうな表情を浮かべる。

「……どういうことですか？」

「伝えたいことがあったんじゃないかな、初めて会った筈はずの太郎くんに」

「……それって」

「うん、つまり、そういうことなんだ」

　施設長は静かな口調で、ゆっくりと語る。

「我々はあの子に騙だまされているのかもしれない。健忘テストを突破した方法はわからないが、巧こう妙みように記き憶おく喪そう失しつを演じているとしたら、こちらの『監視』態勢も見直す必要がある」

　その指摘を、振しん一いちは身動きも取らずにじっと聞いていた。

「……だから、あの子を俺が引き取るべきではない、と？」

「そこまで断定するには早いだろう、私の考えすぎかもしれないから」

　老ろう獪かいという言葉を連想させるような、面おもてに張り付いた作り笑い。

「とはいえ、この仮説は馬ば鹿かにできたものでもないだろう。検証する価値はあると思う」

「……検証とは？」

「たとえば、ニュートリノの《振動》は宇宙のあちこちで発生している」

　突然、まったく違う話を切り出されて、振一は困こん惑わくした。そんな彼の様子にお構いなしで、施設長は続ける。

「だが、その現象を人類が既知のものとするには、カミオカンデという小さな箱庭で《振動》を観測する必要があった。決定的瞬しゆん間かんは我々の『監視』下で起きてくれないと、科学の発展に繫つながらない」

「……何をするつもりですか？」

「簡単な話さ。もう一度、花はな子こちゃんや太た郎ろうくんにあの子と会ってもらう。今度は死角のない場所でね」

　それだけ聞いても、まだ振一は施設長の意図を読み取れなかった。

「私がお尋たずねしているのは、その先にある目的です」

「あの子から２人に伝えようとしている情報があるなら、それを我々にも共有させてもらいたいと思ってね」

「もっとハッキリ言って頂かないと、わかりませんよ」

「君のことだから、そろそろ察しが付いているだろうに」

　振一の目を見み据すえて、施設長が言い放つ。

「要するに、私は、あの子の口から《魔ま法ほう》について聞き出したいんだよ」




　　　☆　☆　☆




「……タロちゃん、何してるの？」

　花子に声をかけられ、太郎はようやく我に返った。帰りの会はとっくに終わり、２年１組の教室には、他に誰だれも残っていない。自分の席に座ったまま色々考えている間に、随ずい分ぶんと時間が経たっていたようだ。

「もう、帰ろっ？」

「そうだな、うん」

　急いで帰り支じ度たくをする太郎を、花子はどこか悲しそうな瞳ひとみで見つめていた。

「……ハナ、どうした？」

「……考え事？」

「んー、なんか、ぼーっとしてた」

「やっぱり、あの子のこと？」

　空気が凍こおり付く。太た郎ろうはぴたりと動きを止め、スクールバッグの中に落としていた視線を、花はな子この方へと移した。

　銀髪の少女が現れてから、花子がずっと複雑な表情を浮かべていたことを、太郎はふと思い出す。少女が施設長の車に乗り込む際も、近くまで見送りに来ないで玄関の辺りから遠巻きに眺ながめていた。少なくとも、手放しで歓迎するような態度ではなかった。

「タロちゃん、あの子が帰るとき、何か話してなかった？」

「……いや。あの子、最後まで一言もしゃべらなかったし」

　思わず太郎は噓うそをついた。それが噓なのかどうか、花子も即座には見み極きわめきれないが、その眼まな差ざしは真しん偽ぎを鑑かん定ていするような鋭するどい光を放っている。

「……そっか、それもそうだ」

　突然、花子はニッコリと笑う。

「一つだけ聞きたいんだけど、一ひと目め惚ぼれとか、しちゃった？」

「はぁっ？」

　思わず声が大きくなる。

「ほら、あの子、可か愛わいかったし。一いつ瞬しゆんで恋に落ちたり、運命を感じちゃったり、そういうの、どう？」

「……話が飛ひ躍やくしすぎだろ、訳わかんないよ」

　困こん惑わくはするが、混乱はしない。姉の意味不明な言動は、昨日今日に始まった話でもない。弟としては、ある程度の耐性がついているのだ。

「う～ん、まぁ、その感じだったら無罪かな」

「……そりゃどうも。ちなみに、有罪だったら、何か処しよ罰ばつが待ってたの？」

「えっとね、こういうの」

　花子は太郎の顔を包み込むように両手を伸ばし、頰ほおを左右に軽く引っ張った。

「これを、今の百倍くらいの力で、えいっ！　って」

「……間違いなく頰が千ち切ぎれるな」

「そういえば、頰肉って美お味いしいんだよ。昨日のビーフシチューも悪くなかったでしょ？」

「やめろ、ちょっとマジで怖くなった」

　太郎は花子の両手を摑つかみ、自分の顔にかけられたホールドをそっと解除した。ただの冗じよう談だんに決まっているのだが、妙みように背せ筋すじが寒い。その反応を見て、花子は満足そうに笑う。

「じゃあ、帰ろうか？」

「……あぁ、帰ろう」

　スクールバッグのファスナーを閉じ、太た郎ろうは花はな子こを連れて教室を後にした。




「「……んっ？」」

　ほぼ同時に姉弟が立ち止まった。校門の前で、自分たちの保護者が待ち構えている。

「シンイチさん、どうして学校に？」

「おう、可か愛わいい子どもたちの顔を見たくなってな」

　太郎の質問に対して、振しん一いちはまともに答えようとしなかった。その時点で、太郎の胸中には嫌いやな予感が渦うず巻まく。

「それで、可愛い子どもたちをどこに連れて行くつもりさ？」

　太郎は訝いぶかしげに尋たずねる。振一の自動車はエンジンがかかったままで、すぐにでも出発できる状態だった。鋭するどい指摘を受けた振一は、携帯灰皿にタバコをねじ込みながら回答する。

「……研究所まで来てほしい」

「何のために？」

「昨日の続きだ」

　姉弟の表情が、即座に強こわ張ばった。

「あれから一日経たって、少しは落ち着いただろう。もう一度、お前たちの『妹』と話してやってくれないか」

「……そんなに急ぐ必要があるの？」

　耐えきれずに、花子が口を挟はさんだ。

「あれから一日って、それだけしか経ってないじゃん。私やタロちゃんの意見も聞かないで、なんか、焦あせって話を進めようとしてるみたい」

「こういうのは、下へ手たに時間を置いても仕方ないからな。余計なことばっかり考えちまって、逆にややこしくなる」

「シンイチさんらしくないよ、そんな根こん拠きよのない理り屈くつ」

「根拠は俺の人生経験だ。お前たちよりは長く生きてる筈はずだ、少しは信じてくれって」

　口論に勝ち目なしと判断したのか、花子はそこで押し黙だまった。その顔を覗のぞき込んだ太郎は、花子も自分と同じ疑念を抱いだいたことを見抜く。

　振一の言い分はすべて建前だ。本音、真の目的が、きっと別のところにある。

　だが、彼をストレートに追及しても無む駄だだろう。正面から本音を探ろうとすればするほど、大人は頑がん固こに建前を貫つらぬき通そうとする。硬直状態に陥おちいるだけだ。

　したがって、この状況において、子どもの側から取り得る選せん択たく肢しは一つ。

「あの子の前で言いにくいことがあれば、車の中で俺が聞く。それか、途中でどっかに寄ってもいい。こんな田舎いなかじゃ、ハンバーガー屋くらいしかないけどな」

「俺からは特にないよ。シンイチさんが俺たちをあの子に会わせたいって言うなら、そうするだけだから」

　ひとまず、相手の建前に乗ってみることだ。

「ハナも、それでいい？」

「……うん、わかった」

「じゃあ、行こうよ、シンイチさん」

「……いいのか？」

　太た郎ろうがあまりにも素直に承しよう諾だくしたので、振しん一いちはペースを乱されたような表情を浮かべる。

「何だよ、それ。シンイチさんが行こうって言い出したくせに」

「……そうだな、すまん」

　短い謝罪の言葉を吐はいて、彼は無意識に子どもたちから目を逸そらした。




　　　☆　☆　☆




「ごめん、ちょっと電話してくるから待ってて」

　研究施設の駐車場に着いたタイミングで、花はな子こが少し離はなれた場所に移動していった。

「車の中でも、ずっとスマホ弄いじってたな。彼氏でもできたのか？」

「……たぶん違うと思うよ。一人だけ仲の良い友達がいるらしいから、その子じゃない？」

「おいおい、馬ば鹿かか。どう考えても男だろうが、そりゃ」

「うーん、そうなのかな。わかんないけど」

　興味本位で花子の交友関係を探りたがる振一と、興味なさげに適当な返事をする太郎には、明確な温度差があった。

「何となく、ハナが余よ所そで彼氏をつくるとは思えないんだよね」

「余所で、ってどういう意味だ？」

「……えーっと」

　無自覚に使った単語が、どうも不自然だったことに気付く。

「……まさか、お前ら姉弟で」

「仮にも父親として、その発言はどうなのさ」

「いや、それはそれで俺も歓迎するぞ。２人の血は繫つながってないんだから」

「そうやって、何でもかんでも恋愛に結び付けたがるよね、昭和生まれの人って」

　振一を冷静に咎とがめてから、太郎は自分がそのように思った理由を分析する。しばらくして、彼はふんわりとした論ろん拠きよを導き出した。

「……ハナって、自分が価値を認めた相手以外はどうでもいいとか思っちゃう性格で、しかもそれが身内ばっかりだと思うから」

「身内っていうのは、俺と太郎だけ、ってことか？」

「あとは施設の人たちかな。少なくとも、学校にはいないだろうね」

　即興で捻ひねり出した人物評にしては、なかなか核心を突いているような気がして、太た郎ろうは妙みような満足感を覚えていた。




　男性陣じんが好き勝手なことを言い合っている間に、２人まで声が届かず、かつ電波が届きやすい場所を見つけた花はな子こは、急いでスマートフォンを操作する。程ほどなくして、画面上に、眼鏡をかけた少女の顔が表示された。

「……フォトン、大変だよ。文字入力でも伝えたんだけど」

『あー、繰くり返さなくて大だい丈じよう夫ぶ。ほとんど把は握あくできたから。まったく、急展開だねー』

　緊きん張ちよう感かんに欠けた声だが、その表情を見る限り、気を抜いている訳ではない。

『時間もないだろうし、ウチの方でわかったことを簡単に伝えるよ。今、ニュートリノは施設内の部屋で待機してるんだけど、そこには隠かくしカメラと盗とう聴ちよう器きが山のように仕掛けられてる。これから起きることは、全部、筒抜けだと思った方がいいかも』

「……何、それ。何のために？」

『何かしらの仮説を検証したいんじゃないかなー。ニュートリノが記き憶おくを失っていない、って人類も勘かん付づいてたりして』

「……えっ、じゃあ」

　湯ゆ川かわ花子という名前で２年間を過ごしてきた少女の顔が、うっすらと青ざめていく。

『対応を間違えれば、グルゥがずっと秘密にしてきたことも、バレちゃう可能性がある』

「……そんな」

『何を仕掛けてくるかわからないから、ウチが今できるのは、とにかく気を付けて、って言うことだけ。ここから先は、グルゥが頑張るしかない。力になれなくて、本当、ごめんね』

　ディスプレイが映し出す神妙な顔に向かって、制服を着た少女は首を横に振る。

「……謝らないでよ。そこまで教えてくれただけでも、心の準備はできたから」




　　　☆　☆　☆




　複数のカメラから送られる映像を、施設長は静かに見つめていた。

　机と椅い子すだけが置かれた殺風景な部屋に、銀髪の少女が独りで座っている。１台のカメラは彼女の顔をズームで把は捉そくしていて、表情の機微まで見逃さない。もっとも、今のところ、そのポーカーフェイスに変化の兆候は認められないが。

　コンコン、と２回ドアを叩たたく音。

『入るぞ』

　扉越しに聞こえる振しん一いちの声まで、高性能マイクは漏もらさず拾い上げる。

「……さて、どうなるかね」

　施設長はそう呟つぶやいて、ぐいっと身を乗り出した。




　カメラやマイクがどれだけ進化しても、伝えきれない空気感のようなものがある。３人を再び対面させた振しん一いちは、あからさまに穏おだやかでない雰ふん囲い気きを、先さき程ほどから肌で感じ取っていた。

　ちょっとしたダンスホールのような空き部屋。その広々とした空間を無む駄だ遣づかいするように、一ヶ所に集まって顔を突き合わせながら、いや、一ヶ所に集められて顔を俯うつむかせながら、何も言わずに様子を窺うかがい合う。

　出席者全員が早く帰りたいと思っている会議室の風景みたいだが、実態は少し異なる。

　むしろ、実弾を使ったロシアンルーレットを始める前のような、酷ひどく殺さつ伐ばつとした気配が場を支配している。少なくとも、振一はそのように感じていた。

（……まっ、ここまでは予想通りか）

　この状況は、まさしく昨日の続きだ。陰いん鬱うつなパーティー会場を何の考えもなしに再現したとすれば、相当な無能と言わざるを得ないが、振一はそれなりに有能な男だ。言うまでもなく、策は用意してある。あるのだが、ただ、

（……今いま更さら、後には引けないな）

　その実行には、少しばかり勇気が必要だった。

「昨日も似たような話をしたが、ここにいる３人は、みんな俺の子どもたちだと思ってる」

　口火を切る。じっと下を向いていた３人分の視線が、振一の元に集まってきた。

「血の繫つながりがなくても、家族にはなれる、と俺は信じてる。ただし、多少の配はい慮りよというか、心構えみたいなものは共有するべきだ。とりあえず、家族の間で隠かくし事をするのは、あんまり良くないだろう」

　花はな子こと太た郎ろうの顔を交互に見つめて、振一は頭を下げる。

「花子と太郎には、今まで黙だまってきたことがある。新しい家族を迎える前に、そいつをここで白状させてもらいたい」




　回りくどい前置きが終わり、いよいよ本題が始まるらしい。太郎は息を吞のんで、振一の言葉に集中する。

　しかし、彼の口から飛び出したのは、

「実は、だな。この施設では《魔ま法ほう》と呼ばれる代しろ物ものを研究してる」

　呆あつ気けに取られるほかない、あまりにも突飛な話だった。

「Ｔ２Ｋ実験の目的も、表向きはニュートリノの《振動》が云うん々ぬんと屁へ理り屈くつを並べてるが、実際は《魔法》の存在を実証すること、その仕組みを解明することだ。研究そのものが政府の特定秘密だから、何かしら理由をでっち上げないと公的な予算が付かないんだ」

「……あのさ、シンイチさん」

　失望感と怒いかりを顕あらわにしながら、太た郎ろうが物申す。

「こっちが真剣に話を聞いてるのに、いちいち冗じよう談だんを挟はさむの、やめてくれないかな」

「まっ、普通はそう思うよなぁ」

　振しん一いちは苦笑いを浮かべる。

「というか、俺の普ふ段だんの言動がいけないんだな。くだらないことばっかり言ってるから、肝かん心じんなときに信用してもらえない。オオカミ少年ってやつだ」

「……本気で言ってるの？」

　半信半疑にも遠く及ばない、８割方の疑念を抱いだいて太郎が尋たずねる。ちなみに、残りの２割は振一が突発性の精神疾しつ患かんに伴ともなう妄もう想そうに取り憑つかれた可能性を考こう慮りよしているのであり、彼の話を信じるつもりは毛頭ない。

「すぐに信じてくれなくていい。そういう反応で、こっちは逆に安心してるんだ」

　太郎にそう語りかけてから、振一の視線は、隣となりに座る少女へと遷せん移いする。

「……花はな子こはノーリアクションだな」

　花子にそう語りかける瞳ひとみは、少しだけ哀かなしそうだ。

「……まるで、最初から全部知ってたみたいじゃないか」

「へっ？」

　ピクリ、と小さく身体からだを揺ゆらしてから、

「いや、なんか、呆あつ気けに取られてたんだよ。急に変な話を始めるから、ビックリしちゃって」

　ごく自然な、自然すぎて逆に不自然なくらいの笑顔になる。

　そんな花子の表情を、銀髪の少女が先さき程ほどからじっと見つめていた。注意深く観察していた、という表現の方が適切かもしれない。

　自身へ向けられる視線には、本人も気付いていたようだ。

「……えっと、何か？」

　花子がそう問いかけると、銀髪の少女は唐とう突とつに口を開いた。




「本当に何も知らないのですか、グルーオン」




「……グルーオン？」

　少女の言葉を復唱してから、花子は困ったように笑う。

「私、そんな名前じゃないよ？」

（それ、人の名前なのか？）

　聞き慣れない単語が登場し、頭の上にクエスチョンマークを出現させていた太郎は、心の中でそう呟つぶやいた。色々なことが立て続けに起きるから、疑問点を一つずつ処理していかないと、状況の理解が追い着かない。

「あなたも、まだ記き憶おくを取り戻していないのですね」

　銀髪の少女は引き続き花はな子この様子を観察していたが、長い沈ちん黙もくの末に、そんなことを言い始めた。人形のような無表情で、何を考えているのか読み取ることはできない。

「……おい、どういうことだ？」

　振しん一いちは目を見開いて、銀髪の少女に尋たずねる。

「じゃあ、お前は、記憶を」

「どうして驚おどろいているのですか。人類は、私が魔ま法ほうについて知っていると考えたから、このような席を設けたのでしょう。そうでなければ、小さな仕草の一つまで、執しつ拗ように記録されている理由が説明できません」

　少女の視線が、壁や天てん井じようの数点を移動する。隠かくしカメラの設置場所だ。

　別室に並んだ複数のモニターは、一つずつ順番に、彼女のカメラ目線を映し出す。食い入るように映像を見ていた施設長は、自分の姿を捕ほ捉そくされたような心地がして、肝きもを冷やした。

「しかし、ヒッグス様にお会いできた今となっては、こちらの素す性じようを隠す必要性が薄うすれてきました。私としても、人類の技術について、もう少し委い細さいに知りたいところです。情報を交換する方が、互いの利益になるでしょう」

　ヒッグス。

　少年は昨夜もその名前で呼ばれた。その名前が自分を指していることは、おそらく間違いないだろう。だが、馴な染じみのない名前には実感が湧わかない。湯ゆ川かわ太た郎ろう、という名前に慣れすぎてしまったのかもしれない。

「……グルーオンと、ヒッグス。それが２人の名前だって言いたいのか？」

　振一の質問に、銀髪の少女は小さく頷うなずいてから、

「そして、私のことは、ニュートリノと呼んで頂ければ」

　ごく簡単な自己紹介を付け加えた。

　３人分の名前を聞かされた物理学者は、知的好奇心を強く刺激されたときのように、意図しないまま口角を上げる。

「……おまけに、ニュートリノと来たか」




『偶然にしては、随ずい分ぶんと、できすぎた話じゃねーか』

「まったく、同感だよ」

　振一がぼそりと呟つぶやいた一言は、高性能の集音マイクに拾われて、別室に控えた施設長の耳にまで届く。期待していた成果を遥はるかに上回る展開に、彼もまた興こう奮ふんを覚えていた。

　だから、気付くのが少しばかり遅おくれてしまったのだろう。

　カミオカンデＳ５の内部で進行していた、小さな異変の兆候に。







　三章




　２０１２年７月４日。

「……湯ゆ川かわ、どう思う？」

　近きん隣りんの山中で２人の子どもたちが発見された、との連絡を受けて、振しん一いちは施設長に所見を問われていた。

「何らかの因果関係がある、と考えるべきでしょう。これだけ色々なことが同時に起きたのに、すべて偶然の一言で片付けてしまうのは、科学的な態度でないと思います」

「……私も同感だよ。この子たちは、魔ま法ほうによって産み出された可能性がある」

　施設長は振一に頷うなずいてから、苦笑いを浮かべた。

「我ながら、随ずい分ぶんおかしなことを言っている。Ｔ２Ｋ実験から子どもが２人産まれるなんて、風が吹いたら桶おけ屋やが儲もうかる話より何倍も酷ひどいじゃないか。これまでの常識も法則も一切通用しない、つくづく不思議な現象だね、魔法というのは」

　彼の言葉には、物理学者としての自じ嘲ちようが含まれているようだった。




　２０１２年７月４日。

　それは、素粒子物理学の歴史において、おそらく最も重要な一日だった。この日の出来事を列挙するだけで、その凄すごさの一いつ端たんが専門家以外にも伝わることだろう。

・宇宙を構成する17番目の素粒子『ヒッグス』の発見（ＺＥＲＮ）

・カミオカンデＳ４の爆ばく発はつ事故に伴ともなうＴ２Ｋ実験の休止（邦ほう京きよう大学宇宙線研究所）

・極ごく小しようビッグバンによる人工的なミニチュア宇宙の発生（同右、非公開）

・超光速ニュートリノ振動の観測による《魔法》の発見（同右、非公開）

　そんな日に、正体不明の子どもたちまで現れる。

　これを単なる偶然と考える者は、研究所に誰だれもいなかった。２人の子どもたちは、魔法研究に大きなヒントをもたらす可能性があるとして、国家ぐるみの監視対象となったのだ。




　　　☆　☆　☆




　２人が単なる捨て子でないことは、最初からわかっていた。

　それでも振一は、２人を単なる子どもとして育ててきた。魔法について探りを入れることもなかったし、その研究について明かすこともなかった。新たな少女が現れなかったら、ずっと変わらない日々を送っていただろう。

　だが、状況は既すでに次の段階へと進んでしまった。

「光よりも速いものは存在しない。それが相対性理論、ひいては現代物理学の大前提だ。その大前提の上に膨ぼう大だいな理論と実験を積み重ねて、人類は宇宙の仕組みを解明しようとしてきた」

　３人の子どもたちを前に、振しん一いちは滔とう々とうと語る。

「だが、俺たちは光速を超える素粒子を見つけちまった。そこから導き出されるのは、既存の物理法則とはまったく違う物理体系だ。エネルギーも質量も保存されない無む茶ちや苦く茶ちやな世界だ。俺たちみたいな理系男子の貧弱な語ご彙い力りよくじゃ、そんな意味不明な代しろ物ものは《魔ま法ほう》としか言い表せない」

「……人類の叡えい智ちには驚おどろかされます。私たちの世界を見てきた訳でもないのに、論理だけで、真実に近付いてしまうのですから」

　銀髪の少女は、そんなコメントを淡たん々たんと告げた。あまり驚いているようには見えない。

「頭も使ってきたが、それ以上に、金と労力を注ぎ込んできたんだよ。最たるものが、この地下施設に建造されたカミオカンデだ。馬ば鹿かみたいに巨大な装置を動かして、何年も試し行こう錯さく誤ごを繰くり返して、ようやく《魔法》の尻尾しつぽが見えてきたところだ」

　呼吸を置いて、振一はさらに続ける。

「とはいえ、まだ《魔法》の全容は捉とらえきれていない。いや、見栄を張らず、わからないことだらけだと白状しよう。そういう訳で、こちらとしては、聞きたいことが山ほどある」

　彼の視線は、もちろん、銀髪の少女に向けられていた。

　一方、先さき程ほどから、太た郎ろうの視線は振一に向けられていた。呆ぼう然ぜんとした表情の彼にしてみれば、振一にも聞きたいことが山ほどある。未知の情報がポンポン飛び出して、しかもそれを前提に話が先へ先へと進んでいくものだから、とても理解が追い着かない。

「……ちょっと待ってよ。さっきから、何の話をしてるのさ」

　この席において、彼ひ我がの認識が根本的に食い違っている点。それは、

「なんで、当たり前みたいに、魔法がどうとか言ってるの？」

　21世紀初頭の日本で生活する中学生にとって、至し極ごく当然の疑問だった。

　質問を受けた物理学者は、あらかじめ原稿を用意していたように、ノータイムで回答する。

「高度に発達した科学は魔法と区別がつかない。古い小説の一文だが、要するに、そんな感じだな」

「そんな感じって、どんな感じだよ」

「まっ、最初は俺も信じられなかったよ。アインシュタイン博士まで遡さかのぼって、現代物理学が根こそぎ否定されちまう話だからな」

　昔を懐なつかしむように振一は苦笑した。その会話を聞いて、銀髪の少女がぽつりと漏もらす。

「魔力のない世界で魔法の存在を信じることは、やはり難しいのかもしれませんね」

「……さっきも、私たちの世界、とか言ってたな」

　その一言に反応して、切り込んでいく。

「それは、どこにあるんだ？」

「この宇宙とは異なる次元です」

　さらりと、とんでもない発言が出てきた。啞あ然ぜんとする太た郎ろうとは対照的に、振しん一いちは腑ふに落ちた様子で頷うなずいている。

「興味深い話だ。次元の壁を超えてきた、ってことか？」

「それを可能にするのが、私の魔ま法ほうです」

「どういう仕組みで、そんなことが可能になるんだ？」

「……その質問に答えるためには、魔力のある世界での物理法則を、基き礎そから説明しなければなりませんが」

　そう前置きをしたうえで、銀髪の少女が告げる。

「直接的な要因だけお話しするなら、私自身が、光よりも速く飛行すること。それが次元跳ちよう躍やくの条件となります」

　振一の瞳ひとみが、明らかに輝かがやきを増した。

「光速を超える魔法か。なるほどねぇ。いやぁ、奇き遇ぐうな話もあったもんだ」

　芝居がかったような口調で、わざとらしく微ほほ笑えみながら、振一が言い放つ。




「俺たちが発見した、光速を超える素粒子の名前も、ニュートリノっていうんだよ」




　彼が向き合っている相手は、まさしく、その名前を冠する少女だった。

　彼女の証言をすべて鵜う吞のみにしている訳ではない。適当な仮か名めいで煙けむに巻かれている可能性もある。だが、すべてが事実だとしたら、この一致が意味するものは何なのか。

「……偶然だと思いますか？」

「そんな恣し意い的てきな偶然があってたまるか、馬ば鹿かにするな」

「その通りです。この事象は、運命と呼ぶのが最も適切でしょう」

　ニュートリノと名乗った少女の口から、少々意外な単語が聞こえて、振一は思わず鼻で笑ってしまう。

「運命か。随ずい分ぶんとロマンチックな話になったな」

「夢物語を紡つむいでいる訳ではありません。人類が私たちの観測者となった時点で、その概がい念ねんをニュートリノと名付けることが、最初から運命付けられていたのです」

　淡たん々たんとした口調のなかに、異論を許さないほどの荘そう厳ごんさが見え隠かくれしていた。既すでに、振一の表情から笑みは消えていたが、精一杯の皮肉で抵抗を試みる。

「……お前たちは、何なんだ、神様なのか？」

「定義の曖あい昧まいな質問で、非常に答えにくいのですが」

　少女の視線が、振一から、太郎へと移動する。

「少なくとも、ヒッグス様が『神の子』と呼ばれる存在であることは絶対的な事実です」

「……はっ？」

　矛ほこ先さきが自分へと向けられたことは、太た郎ろうにも理解できた。逆に言えば、それしか理解できなかったのだが。

「この宇宙の物理法則を規定する、神に等しい存在を発見した人類は、その概がい念ねんに『神の子』であるヒッグス様の名前を付けました。この一例だけ取っても、すべてが運命づけられていたことは明白かと思いますが」

「……酷ひどい詭き弁べんだ」

　振しん一いちが髪を搔かき上げる。

「主張にまったく論理性がない。頭から疑ってる訳じゃねーが、もう少しわかりやすい証しよう拠こをくれると助かるな」

「……そうだよ、シンイチさんの言う通りだ」

　少女から一方的に持ち上げられていた太郎も、そこに同調した。

「さっきから、何を言ってるのか、意味が全然わからない」

「納なつ得とくして頂けないのは、おそらく、ヒッグス様が記き憶おくを失っているからです」

　記憶という単語を聞いて、太郎の表情が変わる。

「魔ま法ほうについて、あるいは運命について、その大部分を私たちは感覚で把は握あくしています。この感覚を持たなければ、人類と同様に、すべてを論理だけで理解するしかありません。それは、とても難しい方法だと思います」

　ニュートリノと名乗った少女は、少年の顔をじっと見つめて語りかける。ほとんど無表情に近いが、その眼まな差ざしは、不思議と温かみを感じさせた。

「ですから、まずは、ヒッグス様に記憶を取り戻して頂きたいのです」

「……記憶を、取り戻す」

　それは、太郎にとって魅み力りよく的てきな提案だった。

　自分とは、何者であるか。

　その存在基き盤ばんこそ、彼が最も欲していたものだ。ヒントを探すため、手当たり次第に書しよ籍せきを読み漁あさってきた少年の前に、どの本にも載っていなかった大ヒントが転がっているのだ。信しん憑ぴよう性せいが１００％でないとしても、それが魅力的でない筈はずがない。

　物心がついて、まだ２年。知能は一般的な中学生を上回るものの、まだ精神的に幼い部分の残る少年は、銀色の髪をした救世主に心しん酔すいしつつあった。一時的な視し野や狭きよう窄さくに陥おちいっていた、と言えるかもしれない。

　彼の傍かたわらで、花はな子こがどんな表情をしているか、完全に見落としていたのだから。




「……もう、やめようよ」

　ずっと沈ちん黙もくを続けていた花子が、懇こん願がんするように訴うつたえる。

「タロちゃんには、湯ゆ川かわ太た郎ろう、っていう名前があるじゃない。昔のことなんて思い出さなくても、今の生活があるじゃない」

　予想外の横よこ槍やりを入れられて、太郎は苛いら立だちを覚えた。叱しかり飛ばそう、という勢いで花はな子この方へと振り向いて、その顔を視界に入れた途と端たん、

「……どうしたんだよ、ハナ」

　あまりにも弱々しい表情を前にして、怒いかりの感情は急速に萎しぼんでいった。

　絶望と諦てい観かんの闇やみに支配されながら、儚はかない希望的観測を口にする。喩たとえるなら、死刑台の上で無罪を主張する囚しゆう人じんみたいだ。

「なんで、そんなこと言うのさ」

「怖いんだよ」

　間髪を入れない即答。

「タロちゃんが、家族じゃなくなっちゃうことが、怖いの」

　血縁関係のない姉から弟へ、必死の訴うつたえが行われる。弟から姉へ返す言葉は、まだ見つからない。何を言えばいいか、わからなくなってしまった。

「記き憶おくって、どうしても、思い出さなきゃ駄だ目め？」

　花子の論理が飛ひ躍やくしていることは、わかっている。記憶を取り戻しても、湯川家で過ごした２年間が消える訳ではないし、いきなり赤の他人になる訳でもない。だが、そんな指摘をしたところで、火に油を注ぐだけのような気がするのだ。

　手詰まりに陥おちいった太郎の代わりに、花子の相手となったのは、ニュートリノと名乗る銀髪の少女だった。

「思い出して頂かなくては、困ります」

「……何のために？　どうしても必要なの？」

「クォークの横暴から、民を守るためです」

「……えっ」

　不意を突かれたように、花子は目を見開いた。

　そんな彼女の表情を、銀髪の少女は鋭するどく観察する。

「……グルーオン、あなた、本当は」




　　　☆　☆　☆




　同刻。

　Ｔ２Ｋ実験のリアルタイム観測システムが、カミオカンデＳ５の内部における特異な現象を検出した。質量変化を伴ともなう振動が亜光速ニュートリノに発生し、超光速ニュートリノへの相転移が確認されたのだ。

　ごく低確率で起こるとされる当該現象の観測に成功したのは、これが三度目だ。

　一度目は、２年前、湯ゆ川かわ姉弟が発見された日。

　二度目は、10日ほど前、銀髪の少女が発見された日。

　そして、三度目。

　因果関係こそ解明されていないが、経験則としては、何かしらの超常現象が起きても不思議ではなかった。そして、それは実際に起きてしまう。




　ゴゴオオオオォォォォン。

　突然、立っていられないくらいの大きな揺ゆれを感じた。

「うわっ！」

　太た郎ろうは目の前の机を咄とつ嗟さに摑つかみ、突っ伏すようにして衝しよう撃げきに耐たえる。薄うすく目を開けると、他の３人も似たような体勢をしていた。

　大おお地じ震しんの発生。

　日本で２年間も過ごし、防災訓練にも幾いく度どとなく参加させられてきた太郎は、真っ先にその発想へと至る。体感的に震度６くらいはありそうだ。そうすると、この激しい揺れは何十秒も続くのだろうか。

　ところが、そんなことを考えている間に、揺れは収束してしまう。予想外に早く訪れた静せい寂じやくが、殺風景な広い部屋を包み込んだ。

「……これ、地震じゃ、ない？」

「あぁ、今のは違うな」

　やや混乱気味の太郎に向かって、やや緊きん張ちよう気味の振しん一いちが説明する。

「同じ地下深くのどっかで大だい爆ばく発はつが起きると、今みたいな揺れ方をするんだ。この先の人生で使うことのない知識だと思うが、折せつ角かくだから覚えておけ」

「……大爆発？」

「そう、あの時と同じだ」

　物ぶつ騒そうな単語が登場するわりに、振一は冷静さを保っている。彼にとっても、これが三度目の経験なのだ。

「カミオカンデが、また何かを産み出そうとしているらしい。お前たちみたいにな」

　その表現の意味を、すぐには理解できない。太郎は振一に解説を求めようとしたが、

「その表現は、正確ではありませんね」

　銀髪の少女が、それよりも早く訂正を求めた。

「まるで、私たちが、あの巨大装置から産まれてきたような言い回しです」

「すまんな、それが人類の理解できるギリギリのラインなんだ」

　振一は皮肉めいた笑みを浮かべる。

「カミオカンデ内部でニュートリノが振動すると、エネルギーが大だい爆ばく発はつを起こして、花はな子こや、太た郎ろうや、お前が出てくる。何がどうなってそうなったのか、因果関係はさっぱり理解できん。今のところ、それが人類の限界なんだ」

「すべての仕組みを把は握あくしている訳ではなかったのですね」

「全部わかってたら、わざわざ実験なんて面めん倒どうなことはしない。全然わからないから、実験を繰くり返すんだよ、俺たちは」

　どうやら振しん一いちの主張に納なつ得とくした様子で、銀髪の少女は深く頷うなずいた。




　　　☆　☆　☆




　その時、部屋の外側から、知らない声が聞こえてきた。

「おっ、こっちに誰だれかいるみたいだぞ」

「そうですね、話し声が聞こえます」

「この扉、どうやって開けるんだろう？」

　若い女性、おそらく少女と思われる声が３種類。ドアを叩たたいたり揺ゆらしたりしているようだが、オートロックを解除するためにはカードキーの認証が必要だ。

「あー、もー、どけどけ。オレが開けてやるから」

　壁の向こう側で、そんな声が聞こえた直後。

　壁の一ヶ所に、サッカーボール大の穴が出現した。

「……はっ？」

　振一は目を白黒させた。施設内でも、この部屋が特別頑強という訳ではないが、簡単に穴が空あくような脆もろい建築材を使っている訳がない。何かの間違いかと思ってもう一度凝ぎよう視ししてみたが、そこにはやっぱり穴が空いていて、というか先さき程ほどよりも拡大していた。

「……溶けてる、のか？」

　壁が発火しているのだ。

　炎の侵食によって、こちら側と向こう側を隔へだてる壁は少しずつ削られていく。

　机を囲んで座っていた４人は、呆ぼう然ぜんとした顔で立ち上がって、飛び火の心配がないギリギリの位置まで寄っていった。

　やがて、向こう側に、３人組の少女たちが姿を覗のぞかせた。

「ほら、これで一丁上がりだ！」

「無む闇やみに物を壊こわしてばかり。ワタクシと違って、本当に野や蛮ばんな方ですね」

「そうやって、すぐ喧けん嘩かを始めるんだから、まったく」

　ワイワイと騒さわぎたてる少女たちを一目見て、太郎が呟つぶやく。

「……何だ、あの格好？」

　扉が開けられないから壁を溶かす、という行動があまりにも彼の理解を超越していたため、倫理的な判断を脳が拒否して、視覚的な情報にまず意識が向かったのだろう。

　もっとも、少女たちの服装は、確かに目を引くものだった。

　その筆頭が、中世の騎き士しみたいな暑苦しいマントだ。外側は黒の単色に統一されているが、裏地の色はバラバラで、それぞれ鮮あざやかな赤・青・緑で染めてある。

　マントの内側に着ているフリル付きの服も、色味を裏地に合わせているようだが、とにかく奇き妙みようとしか言いようがない。

　国道沿いにある郊外型の安売りファッション店のマネキンとも、テレビで見かける東京のオシャレな女子中高生とも、まったく異なるカラフルな服装。その不思議な、というか、不審な姿を目もく撃げきした太た郎ろうは、ある単語に思い至る。

　それは、コスプレ。

　突然現れた３人組の格好は、何かのキャラクターにしか見えなかったのだ。女の子が変身して魔ま物ものを退治する、日曜朝か平日深夜に放送しているアニメのような。

　そんな格好の３人組が、壁の大穴を通って、室内にズカズカと入り込んできた。

「おぉっ、なんか弱そうな連中だな！」

　赤基調の服を着た少女が、威い勢せい良く腕を振り回す。

「いきなり襲おそいかかっては駄だ目めですよ。まず情報を聞き出さないと」

　青基調の服を着た少女が、静かに眼鏡の位置を直す。

「と、とりあえず、挨あい拶さつしてくればいいのかな？　いきなり暴れ出したりしないよね？」

　緑基調の服を着た少女が、オドオドした口調で様子を窺うかがう。

　断片的な会話を聞いただけでも、彼女たちと平和的な友好関係は築けそうもない。直感的にそう思った太郎は、さらに警戒を強めた。




「……噓うそ、でしょ？」

　驚きよう愕がくと困こん惑わくと焦しよう燥そうが入り交じった表情で、花はな子こが小さく呟つぶやいた。

「……なんで、ここに。あり得ない」

　彼女の視線は乱入者たちに釘くぎ付づけで、今にも瞳どう孔こうが開きそうだ。全身を微かすかに震ふるわせ、妙に呼吸も荒い。

　その様子に気付いて、太郎は自分との相違点を感じ取る。

　太郎が受けた衝しよう撃げきは、まったく予期していなかった、そんな展開を想像すらしなかった出来事に対するものだ。日常生活を送っていたら、突然テロリストに襲しゆう撃げきされるような、そういう衝撃である。

　一方、花子のそれは、絶対に起こらないと確信していた出来事が、予想を裏切って発生したことへの驚おどろきに見えた。殲せん滅めつした筈はずのテロリストが復ふく讐しゆうに訪れたような、そういう衝撃みたいである。

「ハナ、あいつらのこと知ってるの？」

「……知らないよ。本当に、意味、わかんない」

　怯おびえたように否定する。その言葉は噓うそでないように見えるが、だからこそ、花はな子こがそんな表情をしている理由が、太た郎ろうにはまったく理解できない。

「彼女たちはクォークです。見たところ、魔ま力りよくの器が最小サイズの個体ばかりですが」

　銀髪の少女は冷静さを保っていたが、やや緊きん張ちようした雰ふん囲い気きを漂ただよわせる。

「クォーク、って、何？」

「簡単に言えば、私たちの敵です」

　太郎の質問に、とても端たん的てきな答えが返ってきた。わかりやすいが、その分、ぎょっとする。

　そこへ突っかかってきたのは、赤の少女だ。

「レプトンが１人、あとは魔力の器が見えないからボソンか？　なるほど、お前らにとっちゃオレたちは敵かもしれないな」

　いかにも好戦的な態度。しかし、銀髪の少女は臆おくすることなく堂々と対応する。

「あなたたちは、何の目的でここへ来たのですか？」

「目的？　そんなもん何もねーよ」

「ワタクシたちは、どうやら、ここへ迷い込んでしまったようなのです」

「ていうか、ここは一体どこなの？　さっきから魔力がちっとも流れてこないんだけど、どうなってるの？」

　赤の少女に被かぶせるような形で、青と緑の少女が質問を投げ返してきた。

　そんな彼女たちの反応を受けて、

「……なるほど、そういうことですか」

　と、銀髪の少女は勝手に自己完結していた。

「いや、一人で納なつ得とくしてないで、少し説明してくれよ」

　太郎が思わず声を上げる。不可解な点が多すぎて、どうしようもない。

「確実に言えることは、あのクォークたちが、私と同じく魔力のある世界から来た者だということです」

「……魔力のある、世界？」

「……魔力のある、世界！」

　太郎と花子が、同時にその言葉を復唱する。

　弟の方は、ちょっと意味がわからない、と言いたげに。

　姉の方は、そんな話など信じたくない、と言いたげに。

「そのような言い方をするということは、ワタクシたちが今いる場所は『魔力のない世界』だと言いたいのですね」

「つまり、魔ま法ほうを使っても魔力が補充されないの？　えっ、本当？　それってマズくない？」

　青の少女は落ち着きを保っていたが、緑の少女はそうでもなさそうだ。もう一人、赤の少女に至っては、

「まぁ、大した問題じゃない。一発で獲物を仕留めればいいんだし、最悪、魔力がなくなったら、拳こぶしで殴なぐればいい」

　などと言って、むしろ攻こう撃げき的てきな姿勢である。

「……一つだけ聞かせてください。ワタクシたちが『魔力のある世界』に戻る方法を、あなたは知っているのですか？」

「知っていますが、教えることはできません」

　青の少女から投げられた質問に、銀髪の少女は冷れい淡たんな口調で答えた。

「……なるほど。そちらがそのような態度を取るのであれば」

「オレたちの方も、おとなしく待ってる必要はなくなったな？」

　赤の少女は両手を高く突き上げ、掌てのひらを開く。

「『狩り』のスタートだ。無む駄だ打うちできないから、一発で決めてやる」

　ぼうっ、という音を立てて、その上方に炎の渦うずが発生した。

　太た郎ろうにはその原理がわからず、アクション映画でも観みているような気分で、その光景を呆ぼう然ぜんと眺ながめるばかりだ。

「……何が起こってるんだよ。あいつら、何をしようとしてるんだよ」

「安心しろ。死なない程度に燃やしてやるだけだ」

　そう言われて、太郎の心情は困こん惑わくから絶望へとシフトする。

　少女たちの背後には、高温で溶かされた壁が無残な姿を晒さらしている。原理はわからないが、先さき程ほどの現象も、きっと彼女の仕し業わざなのだろう。そう考えると、自分の身体からだもあんな感じになってしまうのでは、という強きよう烈れつな不安が押し寄せてきた。

　得え体たいの知れない現象。

　自身に牙きばをむく脅きよう威い。

　そこから彼が抱いだいた感情は恐怖であり、そこから彼が想起した言葉は魔法だった。

「……これが、魔法？」

　先程から幾いく度どとなく耳にしたキーワードだったが、百聞は一見にしかず。赤の少女に操られる炎の渦を見つめて、直感的に、一いつ瞬しゆんのうちに、その概がい念ねんを彼は理解してしまった。

「あのボソン、魔法を見たこともないのでしょうか」

「まぁ、ボクたちと違って、自分で使うことはできないからねぇ」

　青と緑の少女が、意外そうに太郎を観察する。

「本当に何も知らないなら、きっちり覚え込ませてやらねーとな。狩る者と狩られる者の、力関係ってやつを」

　赤の少女が、無む邪じや気きに昆虫を殺す子どものように笑う。残ざん虐ぎやくな遊ゆう戯ぎが今にも始められようという、その瞬しゆん間かん。

　絶望と恐怖で動けなくなった太た郎ろうを守るように、花はな子こが一歩前進した。

「……ハナ？」

「……こうなったら、もう、仕方ないか」

　花子がぼそりと呟つぶやく。

　同時に、パイプ椅い子すが赤の少女を目がけて飛んでいく。

　女子中学生とは思えない強肩で、助走を付けて、思いきり投げ飛ばしたのだ。

「おっと！」

　咄とつ嗟さに反応したのは、緑の少女だ。両手を突き出して、ぐっと力を込める。綺き麗れいな放物線を描いていたパイプ椅子が、赤の少女まで数メートルのところで、ピタリと静止した。慣かん性せいの法則など、まったく無視した現象だ。

「こんなの無む駄だな抵抗だよ、って、……えっ？」

　今度は反応が遅おくれた。投射物に気を取られている間に、花子が猛もうダッシュで間合いを詰めていたのだ。低い姿勢で走り抜けるスピードは、明らかに帰宅部少女のものではない。

「何だ、こいつ！」

　奇き襲しゆう攻こう撃げきに備えて、３人は身構える。彼女たちが予測したのは、殴なぐるとか、蹴けるとか、そういった原始的な打撃が来ることだ。

　しかし、高たか原はら中学校の女子生徒が繰くり出したのは、物理的な攻撃ではない。

　……語ご弊へいがあった。

　人類が定義する範はん囲いにおける、この宇宙の物理法則に従った攻撃ではない、という意味だ。

「えぇいっ！」

　掛け声とともに、花子は両手を左右に広げ、ダンスのターンを決める要領でくるりと一回転した。長年の熟達を窺うかがわせる、迷いのない動きだ。彼女の身体からだが３６０度一周したところで、突然、白い閃せん光こうがほとばしる。
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「ぐっ！」

「きゃっ！」

「うわっ！」

　３人の視界は、眩まぶしさのあまり完全に塞ふさがれた。反射的に眼を閉じたが、目ま蓋ぶたの裏さえも、真っ白にしか見えない。

　それから数秒後、少しずつ戻ってきた視界に映し出されたのは、

「……虹にじ？」

　８色に輝かがやく光の輪。その軌き道どうは、花子を中心とする半径数メートルの円を描き、円周上に位置する３人を光が貫つらぬいている。

「……これは、まさか」

　青の少女が何かに気付いて、カタカタと震ふるえ始める。

　花はな子こはゆっくりと拳こぶしを握にぎるような仕草をした。すると、光の輪が徐々に縮小していき、円周上の３人が中心に向かって引きずられていく。

「うぉぃっ！　何だよ、何が起きてんだよ！」

　赤の少女が叫ぶ。抵抗する素そ振ぶりは見せているが、どうやら為なす術すべもないようだ。

　半径５メートルほどあった虹にじの輪が、その３分の１くらいのサイズまで狭せばまったところで、縮小の動きは止まった。ふぅ、と長い息を吐はいて、花子は静かに３人の様子を確認する。光の円周から脱出を試みる姿は、蜘く蛛もの巣でもがく色とりどりの蝶ちようを連想させた。

「……これ、もしかして」

「ワタクシたちが、虹の鎖くさり、と呼ぶものでしょう」

　緑の少女も、青の少女と同じ答えに辿たどり着いたようで、

「……ボクたちの《色》が、奪うばわれた、ってことだよね？」

　怯おびえた表情で、そんなことを呟つぶやいた。

　赤の少女だって、そこまで聞かされたら、何が起きたか理解してしまう。理解してしまったものの、その答えを認めたくないから、自分の身体からだを縛しばり付ける鎖を引き千ち切ぎろうと藻も搔がく。

　だが、その鎖は８色の光である。

　光には、触ふれることさえ適かなわない。

「……マジかよ、じゃあ、オレたちは、もう」

「はい。ワタクシたちは、もう魔ま法ほうを使うことができません。どうすることもできない、完全な敗北です」

　赤の少女が掲かかげた腕の先を確認すると、先さき程ほどまで燃え盛っていた炎が、影も残さずに消えていた。現実を認めざるを得なくなり、赤の少女はガクリと肩を落とした。




　　　☆　☆　☆




　一連の攻防は終わった、らしい。

　何が起きたのか理解できていない太た郎ろうだったが、雰ふん囲い気きを感じ取ることはできた。３人組の少女たちは、円形の虹にじが発生してから、急におとなしくなってしまった。

　そして、おそらく、この虹を発生させたのは自分の姉だ。

「……ハナ、これは一体」

「……タロちゃん」

　花はな子こは太郎に背を向けたまま、小さな声で伺うかがいを立てる。

「今日のことは全部忘れて、何も見なかったことにしてほしい、……っていうのは、さすがに無理だよね」

　それは、叶かなう筈はずのない夢を願うような口調だった。

「……さすがに無理だよ」

　オウム返しで否定して、太郎は花子に説明を求める。

「目の前で凄すごいの見ちゃったし、何か隠かくしてるみたいだし」

「……うん、あの、ごめん」

「いや、まだ謝らなくてもいいけどさ。とりあえず、この虹みたいな輪っかは何なんだよ？」

「……えっと、これは」

　口ごもっている花子に代わって、それまで事態を静観していた銀髪の少女が口を開いた。




「色荷結合カラーフオース」




　ニュートリノと名乗る銀髪の少女は、太郎が聞いたことのない単語を告げた。太郎は不思議そうに彼女の方へ振り返ったが、花子は微動だにしない。

「久しぶりに、その魔法を見ました。グルーオン、あなたは、いつから思い出していたのですか？」

　しばらく待ってみたが、花子から回答は得られない。ニュートリノは痺しびれを切らしたように別の質問を重ねる。

「この世界で、あなたはヒッグス様と寝食を共にしていた筈はずです。それなのに、ヒッグス様が記き憶おくを取り戻していないのは、どういう訳ですか？」

　明らかに、怒おこっている。

　眉まゆを吊つり上げている訳ではないし、声を荒らげている訳でもないが、静かに怒いかりを爆ばく発はつさせていることが雰ふん囲い気きで伝わってくる。少なくとも、太た郎ろうはそう感じ取った。

「……なんか、今、急に思い出しました。えへへっ」

　ようやくこちらを向いた花はな子こは、愛あい想そ笑わらいを浮かべながら、バレバレの言い訳を始めた。

　追い詰められた状況で、こうやって有う耶や無む耶やに済ませようとするのは、２年間の日本生活による悪あく影えい響きようだろうか。欧米人にも通用しないガラパゴスな処世術が、異世界人に通用すると思ったら大間違いだ。

「……場合によっては、あなたを私たちの敵と見なします。『神の子』の不在によって利を得る勢力と繫つながっていた、などと邪じや推すいされても仕方ない、いわば背信行為ですから」

　円形の虹にじに囲まれた半径数メートルの空間に、恐ろしく緊きん迫ぱくした空気が流れた。

「……ち、違います、私は」

「では、どう違うのか説明してください。納なつ得とくのいく回答が頂けるなら、あらぬ疑惑をかけてしまったこと、きちんと謝罪しますから」

「……それは」

　花子は俯うつむいて、

「……その」

　何か言おうとして、

「……実は」

　顔を上げて、

「……いや」

　視線を逸そらして、

「……うまく言えないんですけど」

　また俯いた。

「……えっと、えっと」

「もう、わかりました」

　ニュートリノは太郎に歩み寄り、

「これ以上、あなたをヒッグス様の側そばに置いておく訳にはいかないようです」

　ぐいっ、と腕を摑つかんで引き寄せた。意外な力強さに、太郎は驚おどろかされる。白昼夢を見ているような気分で、されるがままになっている、と言った方が正しいかもしれない。

「説明できないなら、追つい及きゆうしても無む駄だでしょう。グルーオン、あなたが私たちを裏切るなんて思いませんでした」

「ちょっと待ってください、私はそんなつもりじゃ！」

　グルーオンと呼ばれた花はな子こは、ニュートリノのもとに駆け寄ろうとする。だが、突然発生した強風が、その足を止めた。

「……今いま更さら、何を言っても遅おそいですよ」

　艶つややかに銀髪をなびかせて、ニュートリノは語気を強める。突風が渦うずを巻いて、話し手と聞き手との間に、見えない壁を作っていた。

「本来、ヒッグス様はこの世界の住人ではありません。ヒッグス様の力を必要とする者たちの場所へ、ヒッグス様をお連れするために、私はここへ来たのです」

　ヒッグスと呼ばれた太た郎ろう、そしてニュートリノ。この２人を中心に、風はグルグルと巡めぐる。足下から天てん井じようの高さまで、円柱のような形で、つむじ風が吹き荒れていた。

　竜巻、と表現するのが最も適切だろうか。

　ここは室内で、おまけに地下数百メートルの場所だ。そんな場所に竜巻が発生する筈はずもないのだが、太郎のように、この宇宙、この惑わく星せいにおける常識を刷り込まれた者は、ひとまず一般的な自然現象にでも喩たとえないと理解できそうもない。

「タロちゃんを、どこへ連れて行く気ですか！」

　竜巻の外側から花子が叫ぶ。しかし、その声はきっと内側まで届いていない。あまりにも風が強くて、内側の様子を見ることもできない状況なのだ。




　数分後、ようやく風の円柱が消えた。

　先さき程ほどまでの暴風が噓うそのように、辺りは静けさを取り戻す。

「……これは、現実なのか？」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしたまま、振しん一いちが呟つぶやく。支し離り滅めつ裂れつな展開の悪夢を見てしまい、汗だくで飛び起きたような顔だ。もちろん、一連の出来事は夢ではなく、ビデオカメラを通じて記録されているのだが、自身の正気を疑ってしまうのも無理からぬ話だった。

　高熱で溶かされた壁。

　暴風で吹き飛ばされた机と椅い子す。

　太郎も、銀髪の少女も、謎なぞの３人組も、姿を消してしまった。

　取り残された花子は、力なくその場に座り込む。

「……どうして、こんなことに？」

　虚うつろな瞳ひとみには、衝しよう撃げきが大きすぎたのか、まだ涙も浮かばない。彼女がすべての現実を受け止めて、やがて泣き崩くずれるまで、あと数分ほどの時間が必要だった。







　四章




　つむじ風が吹いて、ニュートリノに手を引かれて、２人の足がふわりと地面を離はなれて、フィギュアスケートのペアダンスみたいに空中を滑すべって。

　そこまでは確かに覚えている。

　やがて竜巻のような暴風の壁に吞のみ込まれて、日常生活では考えられない速度でグルグルと回転させられて、ニュートリノの身体からだに必死でしがみついて、景色がぐにゃりと歪ゆがんで見えてきて。

　その辺りから記き憶おくが曖あい昧まいだ。

　自分は、今、どこにいるのだろう。




　全身に浴びせかかるような風が次第に弱まるのを感じて、太た郎ろうはおそるおそる目を開いた。水色の空と、赤茶色の大地が視界に映る。

「……本当に、どこなんだよ」

　呆ぼう然ぜんと、眼下の景色を見渡す。地平線まで続く荒野。ところどころに、数十メートルはありそうな大岩が転がっている。草木の緑色が皆かい無むという訳ではないが、乾いた土の色をした面積が圧あつ倒とう的てきに多かった。

　少なくとも、先さき程ほどまで自分がいた場所ではない。

　それどころか、こんな荒野は日本にきっと存在しない。

「南アメリカとか、オーストラリアとか？」

　社会科の授業で習った世界地理の知識をもとに、それらしき候補を挙げてみる。

「いいえ、ここは地球上の大陸ではありません」

「……それは、つまり、別の惑わく星せいってこと？」

「より正確に言えば、別の宇宙です」

　想像を遥はるかに超えるスケールの答えが返ってきて、太郎は言葉を失った。

「すみません、順を追って説明させて頂きます」

「そうしてくれると非常に助かるけど、えーと、その」

　太郎は素そ朴ぼくな質問を投げかける。

「……あなた、誰ですか？」

「……ニュートリノです」

　その答えに、太郎はまったく納なつ得とくできなかった。

　最初に覚えた違和感は、顔面を押し潰つぶすような、弾力性のある感触だった。先程から胸元に顔を押し当てる体勢になっていた訳だが、明らかに幼い少女のそれとは異なる、ぽよよーん、という効果音の鳴りそうな感触があったのだ。
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　そこで少し距きよ離りを取って、自分がしがみついている相手の姿を目視したところ、今度は違和感どころの騒さわぎではなくなってしまう。

　小学生くらいに見えた幼い面おも影かげはどこにもなく、中学生か高校生くらい、姉の花はな子こと同じくらいにまで成長している。頭身も高く、手足も長い。そして何よりも、その背中から、純白の翼つばさが生えていたのだ。

「この宇宙にリープするため、一時的に進化したのですよ」

「いやいや、何の説明にもなってない、っていうか余計に訳わかんないから！」

「やはり、この姿で話をするのは落ち着かないでしょうか」

　落ち着くとか、落ち着かないとか、そういう問題ではない。しかし、彼女はマイペースに、

「少しお待ち頂ければ元の姿に戻りますので、ご安心ください。進化後の状態は不安定で、長時間にわたって維持することができないのですよ」

　などと言って、優しく微ほほ笑えみかけた。彼女が本当にニュートリノだとすれば、太郎にとって初めて見る笑顔だった。




　地上数メートルに浮遊したまま会話するのも不慣れだろう、というニュートリノの配はい慮りよで、ゆっくりと２人は高度を落としていく。靴くつ底ぞこを地面に着けて立つ、という当たり前の感覚が、何だかとても久しぶりだった。

「すぅ～、はぁ～」

　深呼吸をして、脳に酸素を行き渡らせる。緑が少ないせいか、温かくも冷たくもない、何の匂においもしない、無機質な空気だと感じられた。

　気分が落ち着いてきたところで、ようやく気付いたことがある。無人の荒野に降り立ったのは、自分とニュートリノの２人だけではない。もう３人ほど、同伴者がいたようだ。

「オレたち、これから、どうなっちまうんだ？」

「ひとまず、魔ま力りよくのある世界に帰って来られたようですが」

「魔法が使えなくなっちゃったのに、いくら魔力があっても意味ないよ」

「大体、グルーオン親衛隊長が、なんであんな場所にいたんだよ？」

「ニュートリノ姫に、ヒッグス王。パーティクルが３人も揃そろったところへ迷い込んだ時点で、ワタクシたちの命運は決まっていたのでしょう」

「教科書に似顔絵でも描いてあれば、あいつらパーティクルだ！　って気付いて、全力で逃げたのに」

　酷ひどく落ち込んだ様子で、赤青緑の少女たちが慰なぐさめ合っていた。３人の身体からだは、先さき程ほどと同様、虹にじのような光の輪に貫つらぬかれている。

　彼女たちが不本意な状況に陥おちいっていることは太た郎ろうにも想像がつく。しかし、詳細は今ひとつ把は握あくできていない。

　ただ、会話の端はし々ばしに出てくる聞き慣れない単語が、何となく気にかかった。

　色々と考えを巡めぐらせながら、再びニュートリノに視線を戻すと、その身体はいつの間にか元のサイズまで縮んでいた。背丈はもちろん、胸部の膨ふくらみも。

「……本当に、戻るんだな」

　少しずつ冷静になってきたところで、不意に、先程の感触を思い出してしまう。要するに、ぽよよーん、というアレは、ぽよよーん、というアレだったのだ。自分でも何を言っているのかわからないほど、太郎は酷く混乱していた。暫ざん定てい14歳、数え方によっては精神年齢２歳とも言える太郎にとって、やや刺激が強すぎた。

「羽根はまだ残っているのですが、いずれ消えます」

　そんな彼の心中を察する訳もなく、ニュートリノは淡たん々たんと解説を加える。

「今の状態は、３段階に進化するうちの２番目に相当します。急激な進化と退化をランダムに繰くり返すことで、私は次元の異なる宇宙へ行き来することができるのです」

　そんな話をしている間に、背中に生えた白い翼つばさが音もなく消えていった。彼女の言葉に従えば、２番目の状態から１番目の状態に退化したのだろう。

「……これが、私の魔法です」

　ニュートリノはじっと太郎の顔を覗のぞき込む。

「まずは魔法という概がい念ねんについて、思い出して頂けたでしょうか」

「……思い出したか、って聞かれると困るけど」

　太た郎ろうは溜ため息いきまじりに告げる。

「魔ま法ほうっていうものが存在することは、よくわかったよ。身をもって体験したからね」

「本来は、ヒッグス様も魔法を使うことができるのです。今はまだ、記き憶おくを取り戻していないだけで」

　太郎は思わず息を吞のんだ。

「……俺が記憶を失う前のこと、知ってるんだな？」

　彼が湯ゆ川かわ太郎という人生を与えられたのは、たった２年前のことだ。それ以前のことは何も覚えていない。そして、直近の２年間は仮の姿に過ぎず、本当の自分はそれ以前の日々にしかいない、と考えている。

　失った記憶を取り戻す。

　本来の名前を取り戻す。

　本当の自分を取り戻す。

　それが、２年前から決して揺ゆらぐことのない、彼の切なる願いだった。

　だから太郎は、ある意味、振しん一いちの安直なネーミングセンスに感謝している部分もあった。いつか自分が仮の名前を捨てる日、それが命名者にとって深い思い入れのある名前だったとしたら、心苦しいジレンマに悩まされるだろうから。

「はい、もちろん」

　ニュートリノは自信を感じさせる口調で、静かに答える。




「あなたの真ま名なは、ヒッグス・ボソン。『神の子』と呼ばれた、ボソン国の若き王です」




「……ヒッグス・ボソン」

　声に出してみても、それが自分の名前である、という実感をすぐに覚える訳ではない。それでも何となく、最初の一歩を踏ふみ出したような、ふんわりとした達成感があった。

「そいつは、どんなヤツだったんだ？」

　そいつは、という表現を選んでしまう。俺は、とはまだ言えない。

「とても素す敵てきな方ですよ。あなたの婚約者になれて、私はとても幸せです」

　過去形でなく、現在形を使う。ニュートリノは、いなくなってしまった誰だれかの話をしているのではなく、目の前に立っている彼の話をしているのだ。そのストレートな表現に、婚約者とされる少年は赤面した。

「……結婚の約束、してたんだ、君と？」

「ニュートリノです、ヒッグス様」

「あー、うん、ニュートリノ」

　彼の口から自分の名前を聞いて、ニュートリノは少し満足そうに俯うつむいた。

「私はレプトン国の王女でした。ボソン国とレプトン国は相互防衛条約を締てい結けつした同盟国で、私たちの婚こん姻いんは、同盟の象徴にもなっていました」

　ボソン国の王と呼ばれた少年は、レプトン国の王女と名乗る少女を、改めて観察してみる。身長は低く、顔つきもあどけない。どう考えても幼い子どもなのに、自分と婚約関係にあるらしい。彼女の話がすべて事実だとすれば、それが意味するものは何か。

（……政略結婚？）

　キーワードと思われる単語に思考が行き着いて、おぼろげながら要旨が摑つかめてきた。

　２つの国家が同盟を結ぶために、幼い子どもたちを許嫁いいなずけとする。洋の東西を問わず、歴史を紐ひも解とけば頻ひん繁ぱんに出てくるような話だ。

　そして、そういった話には、大抵似たような前提条件がある。同盟を結ばなければ対抗できないほどの、強大な他国と戦争していること。ボソン国およびレプトン国とやらには、共通の敵国があったに違いない。

　と、そこまで考察したところで、ふと冷静になる。

「……お前は王様だったんだ、私は王女様だったんだ、なんて突然言われても」

「すぐには信じられませんか？」

「そりゃ、まぁ」

　色々と特とく殊しゆな境遇ではあるものの、湯ゆ川かわ太た郎ろうは田舎いなかの公立中学校に通う戸こ籍せき上じよう14歳の少年である。好きでもない女の子から告白されたら何と言って断ろうか、くらいの妄もう想そうはしたことがあっても、自分が魔ま法ほう使つかいの王様だった、という類たぐいのファンタジーは考えたこともない。

「まず、ボソンとかレプトンとか、そんな名前の国を聞いたことがないから。これでも一応、世界史には詳しいつもりなんだけど」

　詳しい、と言っても中学生レベルではあるが、社会科の授業で習わない範囲まで、よくよく調べていたのは事実だ。髪や瞳ひとみの色から、自分のルーツがヨーロッパにあるかもしれない、と彼なりに考えた末の行動だった。

「人類の歴史に、私たちの国は登場しません」

　ニュートリノは当然のように言い放つ。

「人類が誕生する遥はるか以前、１３８億年前の話ですから」

「ひゃくさんじゅうはちおくねん？」

「はい、あくまで人類の尺度で計算した場合ですが」

　至って真ま面じ目めな顔で、ニュートリノは婚約者の顔をじっと見つめていた。




　　　☆　☆　☆




　一般的に、宇宙の誕生、いわゆるビッグバンの発生は、約１３８億年前の出来事とされる。原始の宇宙は超高温・超高圧状態のごく小さな火の玉であり、それが大だい爆ばく発はつを起こして急きゅう膨ぼう張ちようした結果、現在の宇宙が形成された。ここまでは専門家以外にも広く知られている。

　では、その大爆発が起きる前、宇宙はどのような姿をしていたのか。

　誰だれでも思い付くような疑問だが、実のところ、人類はまだ、その答えに辿たどり着いていない。様々な仮説が提唱されているものの、真相は謎なぞに包まれたままだ。

　素粒子物理学は、その謎の解明を目指している。

　このような言い方をすると、意外に思われるかもしれない。だが、この宇宙で最初の原子が生成されたのは、人類の尺度で計算するとビッグバンの数十万年後である。それ以前の現象について論じるなら、必然的に素粒子の話となってしまうのだ。

　そんな訳で、ビッグバン理論は、振しん一いちたちの研究領域に当然含まれている。

　振一たちの研究内容に興味を持ち、独学で色々調べてきた太た郎ろうも、簡単な概がい要ようくらいは把は握あくしている。

　むしろ、だからこそ、ニュートリノの話が俄にわかに信じられないのだ。




「私たちの世界は一度、崩ほう壊かいしてしまったのです」

　相変わらず無表情のまま、ニュートリノが淡たん々たんと説明する。

「崩壊と同時に物理法則が相転移を起こし、魔ま法ほうのない宇宙が誕生しました。その出来事を、人類はビッグバンと呼んでいるようです」

　その言葉自体は、太郎も知っている。だが、そのような文脈で聞いたことは一度もない。

「とはいえ、人類はまだ、宇宙がどうして誕生したのか突き止めていないのでしょう。魔法のある世界が存在していたことも、その崩壊によって自分たちの宇宙が出現したことも、まったく知らないようですから」

「……なんかもうスケールが大きすぎて、訳がわからないよ」

「……この話は、ヒッグス様ご自身の話でもあるのですよ」

「えっ、どういう意味？」

「相転移を引き起こしたのは、ヒッグス様、あなたです」

　何を言われているのか理解できず、ヒッグスと呼ばれた少年は、呆ぼう然ぜんとニュートリノの顔を見つめていた。そこに続く言葉もなく、無言で２人が見つめ合う状況となり、そのまま数秒が経過した。

「……ごめん、もう一回、わかりやすく説明して」

「『神の子』であるヒッグス様が、私たちの世界を崩壊させ、新たな宇宙を創つくり出したのです。そこで物理法則が書き換えられたために、新たな宇宙では、魔法を使うことができなくなってしまいました」

「んーと、それって、つまり」

　おそるおそる、といった口調でヒッグスが尋たずねる。

「ビッグバンが起こったのは、俺のせい、みたいな？」

「人類の側から見れば、そういう言い方もできると思います」

「……何者なんだよ、俺って」

　無意識のうちに、彼は掌てのひらで両目を覆おおって、視界を塞ふさいでいた。

　湯ゆ川かわ太た郎ろうとして平和な日々を過ごしていくことに、ずっと違和感を持っていた。記き憶おくを失う前の、本当の自分を取り戻したいと願っていた。本当の自分は、中学校の教室で孤こ立りつしている湯川太郎なんかより、もっと凄すごい人間だったのでは、という淡あわい期待も抱いだいていた。

　確かに、それは間違いない。

　だが、期待していたのは、もうちょっと身の丈に合った英えい雄ゆう譚たんである。天才少年ピアニストだったり、特命機関の最年少構成員だったり、そんな自分だったら素す敵てきだな、というレベルのささやかな妄もう想そうである。

　決して、宇宙を創造したかった訳ではないのだ。

「すべての運命を、今すぐに自覚するのは難しいかもしれません。私の言葉も、最初は信じることができないかもしれません。それでも、あなたがどんな存在だったのか、思い出して頂きたいのです」

　抑よく揚ように乏とぼしい口調だが、そこには確固たる意志が見え隠かくれしていた。ニュートリノにじっと見つめられ続けて、少年の心は揺ゆらぐ。

「……確かに、ヒッグス・ボソンはどんなヤツだったのか、って俺から質問したんだよな」

　その蒼あおい瞳ひとみに、覚悟を決めたような光が灯ともった。

「ビビってる場合じゃない。信じる、信じない、ってのは後で考えるから、まずは俺について知ってることを、もっと教えてほしい」

「……わかりました」

　ニュートリノの声こわ色いろも、どこか安心したような色合いを帯びていた。

「では、世界の崩ほう壊かいを招いた、あの戦争の話に移ります」




　　　☆　☆　☆




　その戦争に、正式な名前はなかった。

　正式名称とは、すべてが終結した後に、勝者の都合で付けられるものだ。戦争の最中に世界そのものが消えてしまえば、名付ける者など誰だれもいない。

「あの戦争は、レプトン・ボソン両国の民を守るための闘たたかいでした」

「……守るって、何から？」

「クォーク共和国の弾圧から、です」

　まるで忌いみ言葉を口にするように、ニュートリノは声を潜ひそめた。

「その、クォーク？　っていうのが、要するに、敵国か」

「はい、私たちの敵です」

　彼女はハッキリと言い切った。それは、自分たちが当事者であることを強調するような言い回しだった。

「個体差はありますが、クォークの民はレプトンやボソンの民と比べて、総じて大きな『魔ま力りよくの器』を持っていました。そこに起因する力の格差を背景に、私たちは彼らから不当な扱あつかいを強しいられてきました」

「えーと、魔力の、……器？」

「私たちの世界には魔力エネルギーが充満していました。何かがある場所にも、何もない場所にも、どこにでも魔力が漂ただよっていました。それを体内に取り込む許容量を、魔力の器、と呼んでいたのです。……グラスやコップが本当にある訳ではありません」

「あー、うん、そこは勘かん違ちがいしてないから大だい丈じよう夫ぶ」

「そうですか、失礼しました」

　ニュートリノは小さく頭を下げた。その動作があまりに小さすぎて、ちょっと身体からだが揺ゆれた程度にしか見えない。

「魔力の器の大きさは、使うことのできる魔法の強さに影えい響きようします。例外はありますが、一般的なレプトンやボソンは、クォークに正面から抵抗しても勝ち目がありません」

「……だから、そいつらは弾圧をしてきた、ってこと？」

「はい、酷ひどいことをされました」

　ちょっと可か愛わいらしい言葉選びだが、彼女が思い返しているであろう出来事を想像すると、当事者だったらしい少年は何も言えなくなる。

「弱者を前にしたクォークが、どれだけ傲ごう慢まんかつ凶きよう暴ぼうに振る舞うか、ヒッグス様はもう実感されていると思います」

「んっ、それはどういうこと？」

「先さき程ほど、３体のクォークに取り囲まれて、襲しゆう撃げきされたでしょう？」

「……なるほど。この３人が、そのクォークってやつなのか」

　今はおとなしくしている３人組を、彼はちらりと一いち瞥べつする。思い返してみれば、実に理り不ふ尽じんな攻撃を受けたものだ。つい先程、自分が『酷いこと』をされたばかりなので、ニュートリノの話にもリアリティを感じてきた。

「その横暴さは次第にエスカレートしていきました。特に、クォーク共和国ができてからは、もっと酷いことをされるようになりました」

　少年は『もっと酷いこと』について想像して、思わず眉まゆをひそめた。

　圧あつ倒とう的てきに優位な力を持つ者が、力を持たない者に対して、どう振る舞うか。ましてや、自分たちに都合のいい国家と法律があったならば。両者の関係は、肉食動物と草食動物の関係よりも、ずっと醜しゆう悪あくで残ざん酷こくな筈はずだ。

「……そこで立ち上がったのが、ヒッグス様です」

　いきなり自分の名前らしきものを呼ばれて、少年は身構えた。

「国家を持たなかったボソンの民を率いて王国を設立し、レプトン国との同盟を結んで、クォーク共和国に対抗する勢力をまとめ上げたのです」

「……凄すごいな」

　思わずそう呟つぶやいてしまってから、自画自賛になりかねない発言だと気付き、彼は慌あわてて口を閉ざした。だが、ニュートリノは当たり前のように、

「はい、凄いです」

　そうやってオウム返しをしてくるので、少年は余計に赤面することとなる。

「ヒッグス様がいなければ、レプトンとボソンの民は、永遠に惨みじめな思いを続けることになったでしょう。希望に満ち溢あふれた未来の象徴、それがヒッグス様だったのです」

「……そんなことを言われると、なんかこう、恥はずかしいんだけど」

「慣れてください」

　ニュートリノは短く切り捨てるように言った。

「運命を自覚する、というのは、こういうことです。称しよう賛さんを素直に受け入れずに、自みずからを卑ひ下げしてバランスを取る、……それは凡ぼん庸ような存在だけに許された逃げ道です。ヒッグス様は特別な存在、すべてを受け入れて頂きたいのです」

「……わかりました、はい」

　剣幕に押されるような形で、少年はとりあえず了解の言葉を口にしつつ、別の感想をぼそりと漏もらす。

「本当に英雄だったんだな、ヒッグス・ボソンって」

「……まるで他人のことを話すような言い方ですね」

「なかなか自分のこととは思えないよ。運命を自覚しろ、なんて言われても、すぐには無理」

　そこまで言い切ってから、思い出したように疑問を付け加える。

「ていうか、手放しで称賛していいの？　そいつのせいで世界が滅ほろびてるんだろ？」

「その通りです」

　急に、思わぬ横よこ槍やりが入った。発言者は、３人組のうち、最も理知的に見える青の少女だ。

「ヒッグス王とは、破は壊かいと終末をもたらした者。ワタクシたちは、そう教わりました」

「クォークたちの史観では、そのような表現になるのかもしれませんね。ヒッグス様を不当に貶おとしめる言説は、あまり気分の良いものではありませんが」

　やや不ふ機き嫌げんそうに、ニュートリノが反論する。

「ヒッグス様の魔ま力りよくが、私たちの世界を崩ほう壊かいさせたのは事実です。しかし、それはクォークと死し闘とうを繰くり広げるなかで、魔力が暴走してしまったため。そこに至る過程をすべて無視して、ヒッグス様に汚名を着せようとするなど、あまりにも浅せん薄ぱくです」

　ニュートリノは語気を強めながら、少年の顔をじっと見つめた。

「暴走を止められなかった私たちも、世界の崩壊を招いた責任を負っています。ヒッグス様がすべてを思い出し、力を取り戻した暁あかつきには」

　その言葉に、悲ひ愴そうなまでの覚悟を伴ともなわせて。

「……もう二度と、暴走なんてさせませんから」




「すぅ～、はぁ～」

　少年は深呼吸をして、脳に酸素を行き渡らせる。周囲に緑が少ない場所のため、やはり無機質な空気だと感じたが、混乱しそうな脳内を整理するには十分だった。

　ニュートリノの話を信じるならば、自分はとんでもない英雄だったことになる。さらに、力の暴走とやらによって世界を崩壊させ、ビッグバンを引き起こし、魔法が使えない世界を創造してしまったらしい。『神の子』などと呼ばれるのも納なつ得とくである。

　確かに、魔法というものは存在するのだろう。身をもって体験した以上、否定することもできない。しかし、それとこれとは別の話だと思う。

　そこまで考えたところで、小さな矛む盾じゆんに気付く。

「……魔法は使えなくなった筈はずなのに、さっき使ってなかったっけ？」

　だが、口に出して確認した直後、最初に説明された内容を思い出した。

『より正確に言えば、別の宇宙です』

「あー、そっか。ここは別の宇宙なんだっけ。何も問題ないや」

　すぐに自己解決してしまった。魔法が使えなくなったのは地球がある宇宙であって、ここは別の宇宙なのだから、魔法くらい使えても、

「……いやいやいや、問題あるよ！　ここはどこだ！」

　少年は腹の底から叫び出した。

「ヒッグス様、その答えは先さき程ほど、ご自分でおっしゃいましたよ。ここは、魔法のない宇宙とは異なる、もう一つの宇宙です」

「ちょっと意味がわかんないよ、宇宙が２つも３つもある前提で話をしないでほしい」

「……なるほど、そこから疑問が生まれていましたか」

　落ち着き払った様子で、ニュートリノが解説する。

「同一次元に広がる有限の空間を宇宙と呼ぶならば、それは単一の存在ではありません。確認できただけでも、11次元の宇宙までは存在するようです」

「誰だれがどうやって確認したんだよ、そんなもん」

「私が実際に行ってきたので、間違いありません」

　軽い皮肉を言ったつもりだったが、ニュートリノはさらりと凄すごい答えを返してきた。

「……はっ？」

「私は次元を跳ちよう躍やくして、別の宇宙へ移動することができますから」

　幾いくつもの宇宙を股またにかけた、壮大な叙じよ事じ詩しが明かされる。その語り口は、まるで温泉旅行の土産みやげ話ばなしみたいに、何とものんびりした調子だった。




　　　☆　☆　☆




　１３８億年前。

　世界の崩ほう壊かいが避さけられないことを悟ったニュートリノは、最後の瞬しゆん間かんよりも少しだけ早く、次元跳躍による離り脱だつを図った。生まれ育った世界を見捨てるようで心苦しかったが、彼女には一つの希望があった。

　それは、復興である。

　空には鳥が飛び、川には魚が泳ぎ、森には獣けものが眠る。北へ行けば氷の山があり、南へ行けば炎の海があり、西へ行けば雲の壁があり、東へ行けば黄金の滝たきがある。

　さらに言えば、クォークからの弾圧を受けることなく、レプトンとボソンの民が平和に暮らすことができる。

　戦争の果てに自分たちが夢見ていた、そんな素晴らしい世界を、ゼロから復興すること。

　その希望だけを心の支えとして、たった一人で、ニュートリノは未知の宇宙へと飛び込んでいった。果てしない苦難の道が、その先に待ち構えているとも知らずに。




　ジジジジ、ジジジジ、ジジジジ。

　禍まが々まがしい紫色のプラズマが支配する空間では、神経の狂いそうな異音がひっきりなしに響ひびいている。上下左右の区別も曖あい昧まいで、そもそも縦横奥行きの空間という概がい念ねんが通用するかどうか怪しい。

「……今回は８次元空間のようですが」

　グロテスクな光景を前にして、ニュートリノはぽつりと呟つぶやく。

「この宇宙も駄だ目めそうですね」

　もはや表情に絶望の色も浮かばない。ただ粛しゆく々しゆくと、何万回目かの失敗を受け止めていた。

　次元を跳躍すれば、そこには別の宇宙がある。

　だが、まともな世界を構築できる宇宙は少ない。

　天と地が分離することもできない宇宙ばかりでは、復興など望むべくもなかった。




　それでも、ごく稀まれに、生物が社会的に行動するような場所を探し当てることもあった。

　残念ながら、いずれも彼女が求める条件には程ほど遠く、小さな期待は毎回裏切られる羽は目めになるのだが。

『ぷじゅるるるる、ぷじゅるるるる』

　足下で地を這はうスライム状のモンスターが、何かを訴うつたえている。メッセージを解読できないものかと色々工夫してみたが、結局、ニュートリノは彼らとコミュニケーションを取ることができなかった。

「……また、駄だ目めでしたか」

『ぷじゅるる、ぷじゅるる』

　スライムは引き続き音声を発信していたが、既すでに関心を失ったニュートリノは、鈍にび色いろの空を見上げていた。

「そもそも、この宇宙には魔ま力りよくが存在しませんからね。あの世界を復元するのは難しいでしょうし、また次の宇宙へ行きましょうか」

　今いま更さら、落ち込んでも仕方ない。

　世界の崩ほう壊かいから逃れることができたのは、おそらく自分だけ。自分が立ち止まってしまったら、復興など永久にあり得ない。前に進むしかないのだ。

　それは理解していても、時折、不意に落ち込んでしまいそうになる。

　そんな時にニュートリノが思い浮かべるのは、

「……ヒッグス様」

　かつての婚約者であり、共に平和な世界を夢見た、ヒッグスの顔。

「あなたの理想を、私が必ず実現してみせますから」




　そうやって彼女は、およそ永遠に等しい時間を過ごしてきた。

　どれだけ試行回数を重ねても、魔力のある宇宙には辿たどり着けない。自分の生まれ育った世界は、奇跡としか言いようのない、絶ぜつ妙みようなバランスの上に成り立っていたらしい。そんな事実を思い知らされる。

　……奇跡といえば。

　ヒッグスによる世界崩壊後に残った３次元空間は、新たな宇宙として生まれ変わっていた。その構造はニュートリノが見てきた凡ぼん百ぴやくの宇宙と大差ないが、そこにある一つの惑星で、奇跡的に高度な文明が発達していたのだ。

　ある程度の知的水準を持つ者たちが、生活を改善するための文化を発展させることは珍めずらしくない。スライムたちでさえ、効率的な餌えさの取り方くらいは編み出していた。

　ところが、その文明の担にない手たちは、身の回りを便利にするような技術に飽あき足らず、自分たちが住む宇宙の始まりと終わり、物理法則のすべてを解き明かそうとしている。これほど発達した文明は、ニュートリノも他の宇宙で見たことがない。

「この宇宙に魔ま力りよくさえあれば、復興の基き盤ばんとしては申し分ないのですが」

　溜ため息いきまじりに、そんな言葉を漏もらしたくもなる。この世界が抱える最大の難点は、物理法則が不可逆の相転移を起こし、魔法を使うことができない点だ。

　他の条件は揃そろっているので、書き換えられた物理法則を再度元に戻す方法も探ってみたが、どうやら無む理り筋すじらしく可能性を見みい出だせなかった。

　しかし、光明は予期しない形で訪れる。

《大型水チェレンコフ宇宙素粒子観測装置　カミオカンデＳ４》

《現在Ｔ２Ｋ実験中につき、関係者以外の立入厳禁》

　宇宙誕生の秘密を探る研究者たちが、実験装置の中でミニチュアの宇宙を造ろうとしていたのだ。当人たちも結果がどうなるか不ふ明めい瞭りようのまま断行された実験だったが、端はたから見物していたニュートリノは、そこに可能性を見出す。

　魔力のない宇宙が誕生する過程を再現するなら、魔力のある宇宙を必ず経由する筈はずだ。

「試してみる価値は、ありそうですね」

　期待に胸が高鳴る感覚は、何億年ぶりだろうか。

　静かに眼を閉じて、大きく深呼吸をして、風を巻き起こして、背に羽根を生やして。

　ニュートリノは次元を跳ちよう躍やくし、彼らの造った新しい宇宙へとリープしていった。




　そこに広がっていたのは、荒れ果てた大地。自分の生まれ育った世界とは似ても似つかないが、大きな共通点があることに、ニュートリノはすぐ気付いた。

「……魔力が」

　感かん極きわまった彼女の口からは、それ以上の言葉が出てこない。

　ずっと空のまま乾ききっていた魔力の器に、空気から、大地から、なみなみと魔力が注がれていく。ほとんど忘れかけていた感覚だった。

　微かすかな記き憶おくを頼たよりに、魔力を消費する類たぐいの魔法を使ってみる。

　炎の魔法。

　炎が出た。

　氷の魔法。

　氷が出た。

　雷の魔法。

　雷が出た。

　かつて当たり前のように使っていた魔法を、当たり前のように使うことができる。これまで訪れた何万という宇宙で、ただの一度も実現しなかった、奇跡。

「……ついに、辿たどり着きました」

　水色の空を見上げながら、興こう奮ふんを抑えきれない様子で、ニュートリノはそう呟つぶやいた。




　　　☆　☆　☆




「それが、この世界です」

　一通りの説明を終えて、ニュートリノは一呼吸を置いた。

「ご理解を頂けたでしょうか、ヒッグス様？」

「……えーと、うん、たぶん」

　ヒッグスと呼ばれた少年は、自信なさげに返事をした。それまでの話に輪をかけて壮大な話が展開され、少々たじろいでいる様子だ。

　圧あつ倒とうされているのは、彼だけではなかった。

「……その話は、すべて本当なのですか？」

　じっと話を聞いていた青の少女が、興味深そうに尋たずねる。見たところ関心を持っているのは１人だけで、虹にじの鎖くさりに繫つながれた他の２人は退たい屈くつそうな表情を浮かべていた。

「この世界で生まれたあなたたちが、この世界が造られる前のことを知らないのは当然です。戦争の歴史も、クォークにとって都合の良い教科書で学んだだけでしょうから」

「……そうですね。ワタクシたちには、まだ知らないことが沢たく山さんあるのでしょう」

　その会話を傍観していた少年は、何となく気付いたことを口にする。

「クォークには、学校みたいな教育機関があるの？」

「教育機関という言い方が適切かどうかわかりませんが、ワタクシたちは教会に通って様々な勉強をするのです」

「歴史の授業とか退屈だったなー、オレは。面おも白しろかったの、魔ま法ほう実技だけだ」

「うーん、ボクも勉強は好きじゃなかったかも」

　軽めの話題に切り替わったところで、赤と緑の少女も口を挟はさんできた。

「さっきの話を聞く限り、この世界が造られてから、あまり時間は経たってない筈はずだよな。その割に、クォークの国はちゃんと出来上がってる感じなのか？」

「集落を形成して、最低限の仕組みを作っているだけですよ。共和国の再建には、まだ程ほど遠とおい状況かと」

　何やらプライドを刺激されたのか、ニュートリノは声を張り上げて主張する。

「レプトンやボソンの民も、クォークと同水準以上の社会基き盤ばんを構築しています。学校も、病院も、警察も、しっかりと整備しています。ここから少し離はなれた場所に集落がありますから、ヒッグス様も是ぜ非ひお確かめください」

「わ、わかった、お邪じや魔まさせて頂きます」

　こうして、強引に誘さそわれるような形で、一同は場所を移すこととなった。







　五章




　巨大な岩山に、ぽっかりと空あいた洞どう穴けつ。真っ暗なトンネルをしばらく進むと、何やら明かりが灯ともっている。

「……本当だ。こんなところに集落がある」

　ヒッグスと呼ばれた少年の口から、思わず感嘆の言葉が漏もれた。洞穴の奥には、学校の体育館より少し大きいくらいの空間があって、数十棟とうの家が並んでいる。ちょっとした村レベルの集落だ。

　21世紀の日本で２年間生活してきた知識を脳内で検けん索さくしてみたが、こんな話は聞いたことがない。似たような例として少年の頭に浮かんだのは、地下１キロメートル超の鉱山跡地に造られた研究施設くらいのものだ。

「おいおい、マジかよ。こりゃ驚おどろいたな」

「このような場所に巣があったとは、想像もしませんでしたね」

「ボクたちがいくら明るい場所を探しても、見つからない訳だよ」

　虹にじの輪に繫つながれたまま連行されてきた３人組も、物もの珍めずらしそうに辺りを見回していた。先頭を歩くニュートリノが、旅行ガイドのように解説を加える。

「見つかりにくい、目立たない場所を探して、ここに行き着いたのです」

「見つかりにくい、って、何から？」

　間髪を入れず、ニュートリノが答える。




「クォークによる、ボソン狩りです」




　いかにも物ぶつ騒そうな単語が飛び出してきて、少年は眉まゆをひそめた。

「ここに住んでいるのは、魔ま力りよくの器を持たないボソンの民と、魔力の器が極きわめて小さいレプトンの民です。狩しゆ猟りよう目的のクォークに見つかったとき、レプトンならば大勢で抵抗することも不可能ではありませんが、ボソンはどうすることもできません」

　ゼロに何を掛けてもゼロ。ボソンが何人集まっても、使える魔力の総和は一向に増えない、という訳だ。

「だから、クォークに見つからないように、こんな岩山の中へ？」

「外の光が届かないことを除けば、それほど不自由はありません。暗いところを明るくする程度の魔法なら、レプトンにも使えますから」

「んー、そういうもんかなぁ」

　住めば都ということなのか、あるいは単なる瘦やせ我が慢まんなのか、すぐには判別できない。

「……ていうか、そんな場所にこの３人を連れて来ちゃって良かったの？」

　先さき程ほどから気になっていた点を、ここで指摘する。トボトボと元気なく歩いてきた３人組は、ボソンやレプトンに『酷ひどいこと』をする、クォークと呼ばれる種族だった筈はずだ。

「彼女たちは、魔ま力りよくの器を既すでに無効化されています。魔法を使うことも、虹にじの鎖くさりから逃げ出すこともできません」

「虹の鎖、っていうのは一体何なのさ？」

　３人を繫つなぐ光の輪に近付いて、少年は腕を軽く上下させる。当然と言うべきか、スカスカと腕が通り抜けてしまい、光に触ふれることはできない。

「あと、どうして、ハナがこんなものを作れたんだ？」

　この世界に来てから驚おどろくことが多すぎて、この質問をするタイミングがすっかり遅おそくなってしまった。３人組に襲しゆう撃げきされた際、この虹を発生させて、彼女たちを一いつ瞬しゆんでおとなしくさせたのは、自分の姉だった。

「……あちらの世界では、湯ゆ川かわ花はな子こ、という名前で生活していたそうですね。湯川振しん一いちという研究員から聞きました」

　あまり触れたくない話題だと言わんばかりに、ニュートリノは眼を伏せる。

「彼女の本当の名前は、グルーオン。クォークの魔法を永続的に無効化する、色荷結合カラーフオースという特とく殊しゆな魔法を操り、ボソン国の王を守る親衛隊長を務めていました」

「えーと、ボソン国の王ってことは」

「はい、ヒッグス様の側近でした」

　かつて国王だったらしき少年は、しばらく頭の中を整理してから、一つ確認する。

「ちょっと待って。じゃあ、俺やニュートリノと同じように、ハナもその世界で生まれたってこと？」

「そういうことになりますね」

　それは少なからず衝しよう撃げき的てきな事実だった。

　湯川太郎という名前で、湯川花子の弟として、彼は２年間を過ごしてきたのだ。

　だが、２人の間に血縁関係がないことは確認されている。たまたま同じ場所で発見されて、同じ家に引き取られただけで、元々どのような関係があったかは不明だった。そう考えると、ニュートリノの話にも信しん憑ぴよう性せいを認めざるを得ない。何よりも、花子が魔法らしきものを使った場面を、実際に目撃してしまったのだから。

「ヒッグス様と違い、彼女は過去の記き憶おくを持っていました。にも拘かかわらず、記憶を失ったふりをして、それをヒッグス様にも隠かくし続けていたのです。おそらく、クォークたちと共きよう謀ぼうして、ヒッグス様の魔法を永遠に復活させないよう画策していたのでしょう」

　その口調には、ニュートリノの失望感が滲にじみ出ていた。

「……どうして、彼女が」

　それから、溜ため息いきまじりに付け加える。

「……誰だれよりも忠実な臣下であったグルーオンが、ヒッグス様を裏切るような真ま似ねをしたことが、私は残念で仕方ありません」

「それって、本当に、間違いないことなのか？」

　少年は思わず聞き返した。裏切る、という言葉のインパクトを、なかなか素直に受け止めることができない。

『だって、タロちゃんが寂さびしがってないか心配なんだもん』

　他た愛わいのない雑談を繰くり広げていた、学校でほぼ唯ゆい一いつの話し相手。

『ふふっ。弟はお姉ちゃんのオモチャとして一生を終える運命だからね。諦あきらめましょう』

　冗じよう談だんと軽口を叩たたき合っていた、あちらの世界でただ一人の姉。

　そんな花はな子こに、実は裏切られていた、欺あざむかれていた、などと言われても、簡単には信じられなかったのだ。




　　　☆　☆　☆




「ちがっ、違うっ！　私、裏切って、なんかっ！」

「落ち着け、いいから落ち着けって！」

　半狂乱で泣き喚わめく花子の両肩を握にぎり締しめ、振しん一いちは必死に宥なだめていた。目の前で誰かが取り乱していると、妙みように冷静な対応ができるものだ。実際には、彼自身も、極度の興こう奮ふん状態に陥おちいっていたのだが。

「何なんだ、まったく、これは、どうなってるんだ」

　溶解した壁の穴をペタペタと触さわりながら、施設長は無意識に歯ぎしりをしていた。彼ほどの年長者でさえ、この有様である。

　それくらい、衝しよう撃げき的てきで、不可解な出来事だった。

　だから、まだ幼さの残る花子が大おお騒さわぎをするのも当然で、

「……いや」

　そこまで考えたところで、振一はその理り屈くつを否定した。

　花子の反応は、自分たちのような、何が起きたか理解できない人間の混乱とは異なる。何が起きたか理解しているからこそ、こんな取り乱し方をするのではないか。

　そう、きっと彼女は、自分たちが知らない秘密を握っている。

『……グルーオン？』

『私、そんな名前じゃないよ？』

　そんな白々しい噓うそを見抜けないほど、大人たちは甘くないのだ。

「……花子、お前、本当は」




　ピーンポーンパーンポーン。

　その時、突然、室内のスピーカーが鳴った。

『あー、あー、聞こえますかー？』

　少女の声がする。振しん一いちには聞き覚えがなかったが、花はな子こには心当たりがありそうだ。暴れるような動きをピタリと止めて、涙でグシャグシャの顔を上げる。

「……フォトン？」

『ごめん、グルゥ。やっぱり、ウチ、見てるだけで何もできなかった』

　スピーカー越しに、いきなり会話が始まった。振一は看過できず口を挟はさむ。

「おい、お前は誰だれだ？　この施設の人間じゃないな？」

『んー、そうですねー。この施設の人間じゃないというか、そもそも人間じゃないというか』

「……ちょっと、何を」

　花子が慌あわてて身体からだを起こした。そんな彼女にお構いなしの様子で、スピーカーから流れる声が吞のん気きに続ける。

『今いま更さら、誤ご魔ま化かしても仕方ないって。こうなっちゃった以上、中ちゆう途と半はん端ぱに隠かくし事をするより、全部白状して協力をお願いする方がいいと思うんだよねー』

「……そう、なのかな」

『だってさー、確かにウチらのせいで色々と面めん倒どうなことになってるっぽいけど、ニュートリノが疑ってるような『背信行為』なんて、まったくの濡ぬれ衣ぎぬじゃん？　そんなの悔くやしくない？』

「……うん。誤解は、解いておきたい」

『それなら、人類の力を借りた方がいいよ、絶対いいよ！』

　強い説得を受けた花子は、しばらく考え込んでから、

「……フォトンが、そう言うなら」

　と、素直に承しよう諾だくした。

「お前たち、一体、何の話をしてるんだ？」

『おっとっと、ごめんなさい。まだ自己紹介もしてませんでした』

　振一が訝いぶかしげに尋たずねると、わざとらしい咳せき払ばらいをしてから、声の主が名乗り出る。

『ウチの名前はフォトン。グルゥの保護者みたいなもんです』

「……グルゥ、っていうのは、花子のことか？」

『そうそう。グルーオン、ってちょっと長い名前だから、昔からそう呼んでまして』

「……昔から？」

　２年前から花子の保護者を務めてきた振一は、その点を確認せざるを得なかった。花子は、２年前までの記き憶おくを失っている筈はずだ。彼女にとって、昔、とは何年前を意味するのか。

　しかし、フォトンと名乗った少女は予想外の答えを返してくる。

『この宇宙ができる前から、ですよ』

「こっちは真ま面じ目めに聞いてるんだが」

「本当だよ」

　ぼそりと呟つぶやいたのは、湯ゆ川かわ花はな子こと呼ばれていた少女。

「私たちが生まれたのは、１３８億年前。シンイチさんたちがビッグバンって呼んでる、あの大だい爆ばく発はつで、崩ほう壊かいした世界なんだ」

「……花子？」

「ごめんなさい。私、ずっと秘密にしてたことが沢たく山さんあるの。本当は記き憶おくなんて失ってなかったし、シンイチさんたちが魔ま法ほうの研究をしてることも、大体わかってた」

「……噓うそ、だろ」

　信じられなかった。いや、信じたくなかった、という表現の方が適切かもしれない。

　血縁関係のない親子が、２年という月日をかけて築き上げたものは、一体何だったのだろうか。振一は、全身から力が抜けるような感覚がした。




　　　☆　☆　☆




「おうじょさま！　おかえりなさい！」

　ニュートリノの帰き還かんに気付いた子どもたちが、大声で叫びながら駆け寄ってきた。グルーオンの話題で、険しい雰ふん囲い気きを漂ただよわせていたニュートリノは、瞬しゆん時じにその空気を和やわらげる。

「はい、戻りましたよ。私が留守にしていた間、変わったことはありませんでしたか？」

「いじょうなし、でした！」

　嬉うれしそうに報告した直後、ニュートリノの後ろにいる３人組を発見し、

「やっぱり、いじょうあり！　『くぉーく』がいます！」

　と、慌あわてて訂正する。

「安心してください。このクォークたちは、魔法を使うことができませんから」

　子どもたちの頭を撫なでながら、ニュートリノはそう諭さとした。

　少年は改めて子どもたちを観察する。遊牧民の民族衣装に似た、質素な布の服を着ていて、年齢は５歳から６歳くらいだろうか。あくまでも人類の基準なので、実年齢がどれくらいなのかは未知数だが。

　体格だけで判断すれば、この光景は、小学校で６年生が１年生を相手にお姉さんぶるような雰囲気になりそうなものだ。しかし、ニュートリノの振る舞いには王女らしい高貴さが伴ともなっていて、もっと神聖な何かを感じさせる。

「まほう、つかえないの？」

「とても優秀で、とても有能で、英雄の１人に数えられていたボソンが、魔力の器を虹にじの鎖くさりで繫つないでしまったのです。そうなると、もう二度と魔法は使えません」

　さりげなくグルーオンへの毒を織り交ぜつつ、ニュートリノは子どもたちに説明する。

「魔ま力りよくの器は様々な色を持っていますが、虹にじの鎖くさりに繫つながれてしまうと、その色を奪うばわれて真っ白になります。器自体が消えてしまう訳ではありませんが、色のない器では、魔法が出せないのですよ」

「……そうなんだ」

　子どもたちは、不思議そうな表情で３人組を眺ながめた。それはきっと純じゆん粋すいな好奇心からの行動だったが、捕らわれた少女たちは、特に赤の少女は屈くつ辱じよく感かんを覚えたようで、

「……オレたちはガキの見み世せ物ものかよ」

　と、小さく悪態を吐ついた。

「ねぇねえ、おうじょさま」

　ニュートリノの側そばにいた男の子が、無む邪じや気きに質問する。

「まほうをつかえないってことは『ぼそん』といっしょ？」

「そうですね、ボソンと一いつ緒しよです」

　追つい撃げきを加えるように、もう一言。




「じゃあ、つかまったら『どれい』になるの？」




　俯うつむいていた３人組が一斉に顔を上げた。その瞳ひとみには、ありありと不安の色が浮かぶ。

　そんな彼女たちにもしっかりと伝わるよう、やや大おお袈げ裟さな勢いで、ニュートリノは首を横に振った。

「そんなことをしたら、ボソンを狩るクォークと同じになってしまいます。私たちは、魔法を使えなくなったクォークたちも、仲間として受け入れるのですよ」

　ニュートリノは子どもたちに向けてそう語り、それから３人組の表情を確認する。戸と惑まどいと安あん堵どが入り交じった、複雑な表情が視界に映った。

「……奴ど隷れいって、何だよ」

　この世界に来たばかりの少年が、この世界の住民たちに尋たずねる。

「ボソン狩りの主な目的は、労働力の確保です」

　その質問に答えるのは、クォークと敵対する国の王女。

「生きたまま捕獲されたボソンは、クォークの奴隷市場で取引され、危険な仕事や過か酷こくな仕事をさせられます。ヒッグス様がボソン国を建立するまで、クォークの社会は最下層の奴隷労働を前提としていました」

「でもね、かわいいこは『ぺっと』になるんだって。はたらかなくていいんだって」

　話を聞いていた女の子が、急に口を挟はさんできた。仕入れたばかりの知識をひけらかすチャンスだと思ったのかもしれない。

「……それも、奴ど隷れいと同じです。決して幸せなことではありませんよ」

　ニュートリノは、優しい口調で女の子を教育しつつ、厳しい口調で少年に訴うつたえる。

「首輪を付けられた者同士が、待遇の僅わずかな差を競って自じ慢まんする。そのような価値観を、幼い子どもが平気で口にする。この世界は、かつて私たちが辿たどった悲しい歴史を、再び繰くり返そうとしています」

　無意識のうちに、ニュートリノは拳こぶしを握にぎり締しめていた。

「既すでにクォーク共和国は再建しつつあります。このままでは、彼らの横暴も再びエスカレートしていくでしょう。私たちが、それを食い止めなければならないのです、ヒッグス様」

　名前を呼ばれ、じっと見つめられ、少年はたじろいだ。その視線には、強きよう烈れつなメッセージが込められている。

「かつて私たちがいた世界で、ヒッグス様は非力な民を守るために立ち上がりました。新しく造られたこの世界で、もう一度、民のために、その力を使って頂けないでしょうか」

「……だから、俺をここに連れて来たのか？」

　絞しぼり出すような声で少年が尋たずねると、ニュートリノは無言で、しかし力強く頷うなずいた。

「このおにーちゃん、つよいひとなの？」

「そうですよ。クォークが大群で襲おそってきても、必ずあなたたちを守ってくれます」

「へーっ、すごい！　かっこいい！」

　女の子は彼への尊敬と憧しよう憬けいを込めて、瞳ひとみをキラキラと輝かがやかせた。

　自分に向けられた期待の大きさを実感して、少年は軽く目め眩まいを覚えた。プレッシャーに押し潰つぶされそうで動どう悸きが速まっていることに気付いたが、とはいえ仕方ないだろう、と自分自身を擁よう護ごする気持ちが生じる。

　テストで最高得点を取るとか、スポーツの大会で優勝するとか、そんなプレッシャーならばまだ受け入れることができる。たとえハードルが高くても、どんな力が必要で、どう攻略すればいいか、大体の見当が付くからだ。

　しかし、今回はまるで話が違う。魔法の使い方など知っている訳もなく、どう頑張ればいいのか、努力の方向性さえわからない。

　それなのに、周囲からは絶対的な信しん頼らいと期待を寄せられているのだ。

「……大だい丈じよう夫ぶですよ、ヒッグス様」

　その不安を見み透すかしたように、ニュートリノが少年の耳元で囁ささやく。

「記き憶おくを取り戻すためのお手伝いを、私も全面的にさせて頂きますから」

　既に策は用意してある、と言わんばかりの提案に、少年は何な故ぜか一いち抹まつの不安を抱いだいた。




　　　☆　☆　☆




「……何なんだ、これは」

　洞どう穴けつ深部、集落から少し離はなれた公園のような空間。少年の前には、泥どろを固めたような謎なぞの塊かたまりが３つほど並んでいた。それぞれのサイズは背丈ほどあり、いびつな形ではあるが、よく見ると胴体から手足が生えている。

「見ての通り、人形です」

　ニュートリノは淡たん々たんとそう言った。彼女の表情は、どこか誇ほこらしげだ。

「ぼくがつくったんだよ！」

「わたしも、おてつだいしたよ！」

　一いつ緒しよにやって来た子どもたちが口々に騒さわぎ立てる。こちらの表情は、もっと誇らしげだ。

「ご協力ありがとうございました。今からここで魔ま法ほうを使うので、小さな子どもには危険かもしれません。集落へ戻って、汚れた手を綺き麗れいに洗ってください」

「はーい、わかりました！」

　言われるがまま、子どもたちは素直に帰宅していく。子どもたちの聞き分けが抜群に良いのか、あるいはニュートリノがそれだけ慕したわれているのか、いずれにせよ感心である。

「……それで、この人形を使って、何を始めるつもりなのさ？」

「魔法に関する記き憶おくを取り戻して頂くために、実戦の場面を再現するのです」

　少年の質問に、ニュートリノはいつもの調子で淡々と答える。

「忘れてしまったことを思い出すには、関連する記憶を順々に辿たどることが有効だと聞きます。実際に現地へ行ってみれば、その場所で起きた出来事を思い出す、といった具合に。ところがヒッグス様の記憶は崩ほう壊かいした世界のものですから、現地へ行くことができません」

「まぁ、そりゃそうだ」

　そこまでの理り屈くつは納なつ得とくできるものだったが、

「なので、人形劇をしようと思います」

　雲行きが怪しくなってきた。

「過去の出来事のうち、最も深く刻まれた記憶は、おそらく戦場のものでしょう。その場面を人形劇で再現すれば、ヒッグス様が記憶を取り戻すきっかけになるのでは、と」

「……えーと、うん、きっかけになるといいけど」

「では、早さつ速そくやってみましょう」

　ニュートリノが右手をかざすと、３体の泥人形がふわりと宙に浮いた。手足をダランと垂れ下げた格好のまま、スーッと空中を平行移動していく姿は、不ぶ気き味みとしか言いようがない。

「この人形は、敵軍のクォークです。今は私の魔法で動いています」

「……はぁ」

　口頭で補足しながら、ニュートリノは人形に近付いていく。３体に取り囲まれるような位置で立ち止まると、くるりと少年の方へ振り返った。

「……助けて頂けないのですか？」

「……えっ？」

「このままでは、私がクォークに襲おそわれてしまいます」

「あっ、そういう状況なんだ」

「この構図を見ただけでは、想像して頂けなかったでしょうか？」

　なかなか要求のハードルが高い。ピカソの抽象画から生命の躍やく動どう感かんを見みい出だせ、などと言われるような難解さである。

「もう少し、視覚的にわかりやすくします」

　ニュートリノはもう一度右手をかざす。すると、１体の泥どろ人形が、両腕をクロールの要領でグルグルと回し始めた。もっとも、他の部位はまったく動かず空中に静止しているので、安っぽい玩具おもちやが宙づりに飾られているような、実にシュールな光景だ。

「このクォークが、私に襲いかかっています」

「あぁ、そうみたいだね」

「ヒッグス様の魔法で、早く助けてください」

「えーと、どうすればいいのかな」

「私を助けたい、クォークを倒たおしたい、と強く願えばいいのではないでしょうか」

「……肝かん心じんなところが適当すぎるだろ」

　少年が呆あきれて溜ため息いきを吐ついたところで、

「……あっ、壊こわれた」

　泥人形の腕が遠心力に負けたのか、スポーン、と勢いよく飛んでいってしまった。

「どうやら強度が足りなかったようです。申し訳ありませんが、修理が終わるまで、しばらくお待ちください」

　こうして、よくわからない人形劇は一時中断となった。




　子どもたちは家に帰ってしまったので、ニュートリノが自分の手で泥人形を修理する。接合部分をペタペタと叩たたいて強度を確認する姿は、後ろから眺ながめると砂場遊びにしか見えない。

「今度は大だい丈じよう夫ぶだと思います、簡単に壊れることはない筈はずです」

　ニュートリノが振り返る。額にうっすらと汗を滲にじませ、達成感を覚えているような顔だ。

「では、また始めましょうか」

「ちょっと待ってくれ」

　我が慢まんしきれずに、少年はストップをかける。

「正直に言って、このまま続けても、何かを思い出せそうな気配が全然ないんだけど」

「どこか問題があったでしょうか？」

「あぁ、問題だらけだよ」

　悪意なく首をかしげるプリンセスに向かって、少年は最大の不満点を訴うつたえていく。

「そもそも俺の魔ま法ほうって、どんな魔法だったのさ？　それを教えてくれないと、思い出す糸口も見つからないよ」

「確かに、そうかもしれませんね」

　納なつ得とくした様子で、ニュートリノは人形劇の再開を後回しにした。

「ヒッグス様の魔法は、ヒッグスの《場》と呼ばれる真っ暗な空間を展開するものです。その内部では物理法則の相転移が起こり、魔力が質量に変換されます」

「……魔力が、質量に？」

「魔力の器が大きなクォークたちは、体内に大量の魔力を溜ためています。ですから、ヒッグスの《場》が展開されると、内部のクォークは自由に動くことができません。魔力の器を無効化し、そのエネルギーを質量に変換するので、通常の身体能力では歩くことさえ困難です」

　口頭で説明しながら、ニュートリノは泥どろ人形たちを地面に落下させた。這はいつくばって小刻みに震ふるえる様子で、動けないクォークの姿を表現しているらしい。

「質量起源マスギビング」

　ぽつりと呟つぶやくように、彼女はその名前を口にする。

「それが、ヒッグス様の魔法です」

　そう言われてみると、何となく、その名前に聞き覚えがあるような気がしてくる。気のせいかもしれないが、そう思い込む方が有益だろうか。思し慮りよを巡めぐらせる少年は、自然と険しい顔になっていた。

「言い忘れていましたが、この人形には擬ぎ似じ的てきな魔力の器が備え付けられています。ヒッグスの《場》が展開されると、溜め込まれた魔力が質量に変換されて、人形が自重に押し潰つぶされる仕組みです」

「……ちゃんとしたギミックが用意されてたんだな、実は」

「ヒッグス様、記き憶おくを取り戻すヒントにはなったでしょうか？」

「……まぁ、おそらく」

　曖あい昧まいな肯こう定ていをしてから、少年は一言付け加える。

「もうちょっとイメージが鮮せん明めいになってくれば、思い出せるかもしれない」

　地面をのたうち回っている泥人形たちを一いち瞥べつする。まずは、あれがクォークだと思い込めるようにならないと、体験したことのない戦場の様子などイメージできないだろう。

「イメージを鮮明に、ですか」

　ニュートリノは考え込むような仕草を見せて、それから微かすかに眼を見開き、

「わかりました。少し工夫してみましょう」

　自信たっぷりの口調で宣言した。

　少年の脳裏に嫌いやな予感が走ったことは、言うまでもない。




　　　☆　☆　☆




　それは、目を覆おおいたくなるような惨さん状じようだった。

　より正確に言えば、たとえポーズだけでも、目を覆うしかない状況だった。

　内側から湧わき起こる衝しよう動どうに負けて、少年は指の隙すき間まからチラリと様子を窺うかがう。

「……ふざけんなよ。なんでオレたちが、こんな格好を」

「……敵国に捕らわれる、というのは、こういうことなのですね」

「……もう、ボク、お嫁さんになれないよぉ」

　虹にじの鎖くさりに繫つながれた３人のクォークが、口々に嘆いている。先さき程ほどと違い、赤・青・緑のどれが誰だれなのか一目で判別するのは難しい。

　何な故ぜなら、彼女たちは全員服を着ていないのだ。

「オレたちを置いてどっかに行ったと思ったらすぐ呼び出されて、今度は服を脱げって、一体どういうことなんだよ！」

　涙目でそう訴うつたえるのは、赤の少女。下着姿で豪快に仁に王おう立だちをしているが、３人の中で最も恥はずかしそうな表情だ。おそらく、羞しゆう恥ち心しんなど感じていない体てい裁さいを装よそおうことで、何とか自分を保っているのだろう。
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「先さき程ほども説明した通りですよ」

　一人だけ涼しい顔をして、ニュートリノは淡たん々たんと語る。

「ヒッグス様が戦場の様子をイメージしやすいように、クォークの服を人形に着せた方がいいかと思い、あなたたちの服を貸して頂いたのです」

　彼女の周りに浮遊する３体の泥どろ人形は、赤・青・緑の少女から『貸して頂いた』服を、その身に纏まとっていた。見た目の雰ふん囲い気きは、コスプレ専門店のマネキンに近い。

「目的は理解できなくもありませんが、ワタクシたちの服を使う必要はあるのですか？」

　困り顔を浮かべた青の少女は、両腕で少しでも肌の露ろ出しゆつを減らすために、モジモジと身体からだをくねらせていた。

「この集落には、レプトンとボソンの民しかいません。クォークの服は特徴的ですから、あなたたちから借りるしかありませんでした」

「いえ、そういう話をしているのではなくて」

「もちろん、使用後は洗せん濯たくしてからお返しします」

「ですから、そういう話をしているのでもなくて！」

　あまりにも会話が嚙かみ合わないので、青の少女は思わず両腕のガードを解いてしまう。薄うす手での下着越しに、たわわな胸や、くびれた腰回りが、一いつ瞬しゆんだけ顕あらわになる。

「きゃっ！」

　という小さな悲鳴を上げて、青の少女は再びガード体勢に入った。

　一連のやり取りを黙だまって聞いていた緑の少女は、熱湯風ぶ呂ろで茹ゆで上がったような顔をして、

「つまり、ヒッグス王が、ボクたちの服を脱がせたってこと？」

　論理の飛ひ躍やくした質問を投げかけた。服を着ている間は、まるで女装した少年のような雰囲気を漂ただよわせていたが、服を脱いだ後に現れたのは、疑いようもなく、紛まぎれもなく、素晴らしく、第二次性徴を迎えた少女だった。

　ニュートリノはしばらく考えてから、端たん的てきに答える。

「広い意味では、そう解釈して頂いても構わないでしょう」

「いやいや、構わなくないよ！　その解釈は絶対おかしいって！」

　両手で視界を塞ふさいだまま、少年は無実を訴うつたえた。

　別の場所で待機していた３人組をわざわざ呼び出しに行った時点で、何をするつもりなのか詳しく聞き出すべきだった、などと今になって後悔する。こんなことを考えていたとは、想像もできなかったのだ。

「ヒッグス様の理想を実現するため、この身を捧ささげる。その誓ちかいは、昔も今も変わりません。すべてはヒッグス様のためです」

「えーと、うん、それだけ聞くと嬉うれしいんだけど、文脈的にあんまり適切じゃないかな。この状況が俺の理想みたいになっちゃうから」

　半裸の少女たちに視線が移動しないよう細心の注意を払いつつ、ヒッグス様だのヒッグス王だのと呼ばれた少年は、ニュートリノの落ち度を指摘する。

「……ていうか、この状況、後々問題になるかもしれないよ。仮に違う意図があるとしても、こんなことをしたら、捕ほ縛ばくしたクォークを奴ど隷れい扱あつかいしてるように見えるだろ」

　自身のルーツを探るため、人類の歴史を独学で調べてきた少年は、似たような事例を幾いくつか知っていた。敵対勢力に攻こう撃げき材料を与えないことも、政治学のうちである。

「さっき自分で言ってたじゃないか。俺たちはクォークたちと違う、捕ほ虜りよを奴隷でなく仲間として受け入れる、って」

「……確かに、ヒッグス様のおっしゃる通りです」

　神しん妙みような面おも持もちで、ニュートリノは助言を聞き入れた。

「身に着ける衣服の違いは、身分差の象徴と受け取られることもあるでしょう。私は少し軽率だったかもしれません」

「うん、納なつ得とくしてくれたみたいだね」

「クォークを仲間として歓迎するなら、私もクォークと同じ格好をすべきですね」

「……んっ？」

　何か、ずれている。

　少年が疑問を抱いだいた直後、ワンピース風の服が勢いよく宙を舞った。

　ニュートリノが、その身に纏まとっていた服を、勢いよく脱ぎ捨てたのだ。

「な、何してるんだよ！」

　慌あわてて視線を逸そらした少年に向かって、レースの付いた可か愛わいらしい下着姿で、ニュートリノは淡たん々たんと語る。

「つまり、こういうことですよね？」

「まったく違うよ、服を着ろ！」

「ですが、この格好の私が人形たちに囲まれていると、戦場でクォークに襲おそわれている様子が鮮明にイメージできるのではないかと」

「そこまでしてイメージ云うん々ぬんにこだわる必要ないから！」

　言い返す勢いで、うっかり、少年はニュートリノの姿を真正面から見てしまった。

「あっ」

　白く透すき通った王女の肌が、一いつ瞬しゆんにして少年の目に焼き付く。彼女の言う通り、穢けがれのない高貴な裸体を複数の泥どろ人形が狙ねらっているかのような構図は、男子中学生の想像力を程ほどよく刺激し、その後に行われる醜しゆう悪あくな事件を予感させた。

「ご、ごめん！」

　すぐに目を伏せたが、その光景は頭から離はなれない。忘却の彼方かなたに消し去ろうとするほどに、むしろ存在感と現実感を高めて復活する。顕けん在ざい意識から潜せん在ざい意識へ沈めようとする力と、潜在意識から顕けん在ざい意識へ浮かばせようとする力が、シーソーゲームを繰くり広げているようだ。

（……あれ？）

　不意に、少年は既き視し感かんを覚えた。

　魔ま力りよくの器を持つ複数の悪人と、抵抗する術すべを持たない半裸の少女。

（ずっと前に、こんな場面、見たことがあるような）

　その感覚を喩たとえるならば、噴火する直前の火山だろうか。

　凄すさまじい熱量を持つマグマが、噴火口のすぐ近くまでせり上がって、放出されるチャンスを待ち構えている。噴火が始まってしまえば、火か砕さい流りゆうの勢いはまず止まらない。

　彼の記き憶おくは、それくらい爆ばく発はつ的てきなフラッシュバックを引き起こそうとしていた。




　　　☆　☆　☆




『ヒッグス、大変だよー！』

『フォトン、随ずい分ぶん慌あわててるな。どうしたんだ？』

　眼鏡をかけたボソンの少女が、蒼あお白じろい顔で駆け寄ってきた。その相手は、同じくボソンに分類される金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少年。良くない知らせの雰ふん囲い気きを察したのか、読み耽ふけっていた魔法辞典を閉じて、表情を強こわ張ばらせる。

『……はぁっ、グルゥが、はぁっ、はぁっ、ボソン狩りに』

　ここまで全力疾しつ走そうしてきたのだろう。息も絶え絶えの少女は、短い単語しか発声することができない。

　もっとも、事件の概がい要ようを少年に伝えるには、その２語だけで十分だった。

『場所はどこだ？』

『……ウチらが、はぁっ、山菜を採る、林の入り口』

『わかった、すぐに行く』

　少年は決して落ち着いている訳ではない。非常事態こそ慌ててはならない、と心掛けているおかげで、極きわめて冷静に対応しているようにも見えるが、内心は穏おだやかでなかった。

　ヒッグス・グルーオン・フォトンの３人は幼おさな馴な染じみだった。

　それぞれが知り合ったのは、人間でいえば４歳くらいの、ごく小さな子どもだった頃ころ。３人はよく一いつ緒しよに、湖で遊泳したり、森の中を探検したりして遊んでいた。

　身体からだが大きくなり、行動範囲が広がるにつれて、ボソン狩りの連中から狙ねらわれることが増えてきた。ヒッグスの機転などもあり、それまでは危機を未然に防いできたのだが、今回は彼のいない場所で襲しゆう撃げきされてしまったのだ。

『頼たのむから、間に合ってくれよ』

　凄まじいスピードで空を飛びながら、ヒッグスはグルーオンの無事を祈る。それと同時に、クォークたちをどう撃げき退たいすべきか、彼は決断を迫せまられていた。




　ヒッグスは、ボソンでありながら魔ま力りよくの器を持つ特異体質だった。

　クォークと同じように魔法を使うことができるし、クォークと同じように教会で毎日授業を受けている。今日だって、初等魔法試験が翌日に迫っていたため、さすがに１日くらいは勉強しようと思って２人と別行動だったのだ。

　彼が実はボソンだということや、ボソンの幼おさな馴な染じみと遊んでいることは、一部のボソンしか知らない秘密である。少年の特異体質に気付いた大人たちが、彼をクォークと偽いつわって育て上げることにしたのだ。

　ヒッグスの成績や素質は教会でも群を抜いていたが、出自が知れ渡ってしまうと、クォークの階級社会で差別されることは明白。せっかくの実力を発揮する舞台がない、という事態は、なるべく避さけたかった。

　だから、彼はボソン狩りを表立って批判することができない。

　もちろん、クォークを攻撃することなど絶対に許されない。

　では、目の前でグルーオンが襲おそわれていたら、自分はどうすればいいのか。

『上う手まいこと口車に乗せて、退散してもらうか？』

　戦わずして勝つ方法を、ヒッグスは頭の中で模も索さくする。

　だが、ボソン狩りの現場に到着した瞬しゆん間かん、彼の迷いはすべて吹き飛んでしまった。




『や、やめて、来ないでぇ』

　尻しり餅もちをついた体勢で、グルーオンは後ずさりをする。怯おびえきった表情と、ビリビリに破かれた衣服が、実に痛々しい。

　あるいは、それを見て嗜し虐ぎやく心しんを昂たかぶらせる鬼き畜ちくも、少なからず存在するのだろうか。

　確実に言えるのは、ニタニタと笑いながら彼女を追い詰める３人のクォークが、その邪じや悪あくな鬼畜に含まれるということだ。

『片方は逃げられちまったが、こっちのボソンは仕留められそうだな』

『これだけ上玉のメスは初めてですよ。奴ど隷れい商しように売り払うよりも、俺たちのペットとして飼育しませんか？』

『うひゃひゃ、いいねぇ。毎晩交代で可か愛わいがってやろうぜぇ』

　知性に欠けた言動や風ふう貌ぼうから、彼らがクォークの中でも下層のゴロツキだということが窺うかがい知れる。大した魔法も使えないのだが、魔力の器を持たないボソンは、その程度の相手にさえ歯が立たないのだ。

『そんな、ペット、って』

　グルーオンは恐怖で身体からだを震ふるわせていた。想像できる範囲で最悪の未来が、すぐ近くに迫っている。そして、現実は想像を超えてくるかもしれない。

『安心しな、手足を切り落とすような趣しゆ味みは無いからよ』

『背中にムチの痕あとくらいは付くかもしれませんけどね』

『いやぁ、楽しみだねぇ。たまらんぜぇ』

　その笑顔は一様に醜みにくく、その行為を評するには下げ劣れつという言葉しか浮かばなかった。

　そして、ヒッグスの胸中には、怒いかりという感情だけが湧わき起こっていた。

『……ふざけんな、お前ら』

　背後から声を掛けられ、クォークたちが振り返った瞬しゆん間かん、

『全員、潰つぶれちまええぇぇっっ!!』

　色のない真っ暗な空間が、辺りを包み込んだ。




　　　☆　☆　☆




　少年はふと我に返った。白昼夢から半分だけ醒さめたような心地がする。現実感の薄うすい暗くら闇やみの中で、銀色の長い髪が彼の目を引いた。

「……ニュートリノ？」

「……おめでとうございます、ヒッグス様」

　どういう訳か、ニュートリノは両りよう肘ひじと両りよう膝ひざを地面につき、四つん這ばいの体勢となっている。手足をプルプルと震ふるわせ、生まれたての子こ鹿じかのように立ち上がろうとする姿は、何だかとても苦しそうだ。

「魔ま法ほうの発動に、成功しましたね」

　頭がぼんやりしてしまって、その言葉を理解するのに少々時間を要する。

「……えっと、魔法っていうのは」

「ヒッグス様の魔法、質量起源マスギビングですよ」

「……じゃあ、この暗闇は」

「はい、ヒッグスの《場》と呼ばれる空間です」

　問答を終えて、少年はゆっくりと周囲を見回した。真っ暗な空間は球状に広がり、境界線の向こう側は明るいままだ。

「……がっ、はっ」

　微かすかな呻うめき声が聞こえる。虹にじの鎖くさりに繫つながれた３人のクォークたちは、魔力の器を大きな質量に変換されて、大地へ押し潰されそうになっていた。下着姿でいることを気にする余裕など、もう残っていないようだ。

「そうだね、これは俺の魔法だ」

　少年はぽつりと呟つぶやく。３人組の方へ歩み寄ろうとしたところで、自分の身体からだもほとんど動かないことに気付いた。

「あぁ、そっか。《場》の制約は、俺自身にも働くんだった」

　彼がそう言って苦笑した直後、色のない空間が急速に縮小していく。色のある空間へと戻され、自重の責め苦から解放された半裸の少女たちは、事後の娼しよう婦ふみたいに艶なまめかしい呼吸をしながら、眉まゆをハの字にして顔を上げた。

「はぁーっ、……んっ、はぁーっ、ふぅっ」

「そうそう、白くなった器にも魔ま力りよくは溜たまってるんだ。悪かったな、意味もなく苦しい思いをさせて。もう《場》は収束させたよ」

　名もないクォークたちに詫わびてから、今度はレプトンの王女に。

「ニュートリノも魔力の器を持ってるから、大変だっただろ？」

「……いえ、私は大だい丈じよう夫ぶです」

　その表情を見る限り、３人組よりは消しよう耗もうが少ないようで、ひとまず彼は安心する。

「あぁ、さすがに人形は壊こわれちゃったか。こんな脆もろい素材に、クォークと同じくらいの魔力を溜め込んだら、自重に耐たえきれないよなぁ」

「……ヒッグス様。やはり、記き憶おくが」

　先さき程ほどからの発言を聞いて、ニュートリノは確信していた。『神の子』ヒッグスが、すべてを思い出したのだ。

「ありがとう、ニュートリノのおかげだよ」

　それは社交辞令でも何でもなく、本心からの言葉だった。ニュートリノが現れなかったら、この世界に連れて来てくれなかったら、人形劇を上演してくれなかったら、自分が記憶を取り戻すことはなかった筈はずだから。

　そんな感謝を込めて、ヒッグスは婚約者に優しく微ほほ笑えみかけた。







　六章




　ＬＥＤライトに照らされた長い廊下を、花はな子こがトボトボと歩いていく。

　その背中を見守るように、少し離はなれて、振しん一いちがフラフラと歩いていく。

　フォトンと名乗る少女に促され、花子は真実を明かすことにした。だが、壁が溶かされたり机が吹き飛ばされたりした部屋ではどうにも落ち着かないため、別室で仕切り直す運びとなったのだ。

　移動中、花子は施設長と振一に前後を挟はさまれていた。施設長が道案内のために少し前を進むのは自然だが、振一が後方で一定距きよ離りを保っているのは、やや不自然だ。

（……やっぱり、警戒されてるのかな）

　心の中だけで呟つぶやき、花子は無言で溜ため息いきを吐ついた。

　花子が記き憶おく喪そう失しつでなかったことを知ったショックで、振一は呆ぼう然ぜんとした様子だったが、自分の役割を忘れた訳ではないのだろう。その役割とは、子どもたちの『監視』である。彼自身は『保護』という表現にこだわるが、乱暴に切り捨てれば、それは言葉遊びの範はん疇ちゆうだ。

　一挙手一投足が、注意深く見られている。

　あまり良い気分はしないが、それも仕方ない。彼らが長年追究してきた真実の一いつ端たんを自分は握にぎっていて、もう秘密にすることもできず、数分後には洗いざらい白状することになるのだ。

（……どこから説明すればいいんだろう）

　ぼんやりと、脳内で話の構成を組み立てる。

（私の運命は、どこから始まったんだろう）

　そんなことを考えていた花子は、大きな転機となった、ある遠い日の出来事に行き着いた。足音だけが響ひびく廊下は、何とも重々しい雰ふん囲い気きが漂ただよっているにも拘かかわらず、つい顔がにやけてしまう。

　それは、ただの幼おさな馴な染じみだった少年が、初恋の相手に変わった瞬しゆん間かんだった。




　　　☆　☆　☆




　ヒッグスが初めて《場》を展開した日。

『グルゥ、無事か!?』

『うん、大だい丈じよう夫ぶ。まだ、何も、されてないから』

　そこまで口にしたところで、グルーオンは堪こらえきれずに泣き出してしまう。ヒッグスは彼女の肩を抱だき寄せて、精神状態が落ち着くまで、その体勢をしばらく保っていた。

『……ありがと。もう、平気』

『泣くか笑うか、どっちかにしろよ』

『……じゃあ、今から笑うだけにする』

　涙を拭ぬぐったグルーオンの笑顔を見て、ヒッグスはようやく安あん堵どを覚えた。

『あの真っ暗な空間、ヒッグスが出したんだよね？』

『おそらく、ね』

『おそらく、ってどういうこと？』

『自分でもわからないんだ。あんな魔ま法ほうは見たことがないし、どうして俺が使えたのかも全然わからない』

　それは、未知の現象だった。

　グルーオンを狙ねらうクォークたちへの怒いかりが頂点に達し、ヒッグスは一いつ瞬しゆんだけ意識が飛んだ。そして、ふと気付いたら、例の空間が辺りを包み込んでいたのだ。

　大地に押し潰つぶされるような格好で、のたうち回るクォーク。

　何が起こったのか理解できないまま、立ち上がるグルーオン。

　困こん惑わくした表情を浮かべつつも、この空間で自分だけが動けるらしいことを発見すると、彼女は全力で逃走した。

　やがて《場》が収束し、ヒッグスも離り脱だつ。突然の苦痛に見舞われたクォークたちは、誰だれ一人としてヒッグスの存在を感知できなかった。

　結果、グルーオンの身柄も、クォーク社会での秘密も守ることに成功した訳だが、腑ふに落ちないのは例の空間である。その謎なぞを解明するため、ヒッグスは魔法に関する文ぶん献けんを片かたっ端ぱしから読み漁あさることになる。




『ヒッグス、パンが焼けたよ～』

　そう言いながら、グルーオンはヒッグスの家に入ってきた。扉もあるのだが、ノックなどは特にしない。昔からの幼おさな馴な染じみであり、もっと親しい関係を彼女は密ひそかに望んでいたから、そんな他人行ぎよう儀ぎな真ま似ねをしたことは一度もない。

『あぁ、ありがと。すぐ行くよ』

　そう返答して、ヒッグスは読みかけの本を机に置いた。古めかしい表紙には《標準理論》という書名が記されている。

『それ、また新しい本だね』

『国立魔法図書館で借りてきた。役に立つかどうか、わからないけど』

『今度はどういう本なの？』

『なんか、予言書らしい。世界がどのように始まり、どのように終わるか、だって』

『……へっ？』

　頭上に大きなクエスチョンマークを浮かべるグルーオンを前に、

『……ちょっと待ってね。俺もよく理解できてないけど、嚙かみ砕くだいて説明してみるから』

　そう言って、ヒッグスは再びページをめくった。

　標準理論によれば、世界の成り立ちに関かかわる特別な魔ま法ほうは、一般的な魔法と大きく様相が異なる。誰だれでも扱あつかえるような汎はん用よう性せいはなく、固有の使用者が存在するという。世界の命運を握にぎる彼らには、パーティクルという呼称が与えられており、歴史上に17人出現する。

『今の説明で、わかった？』

『……う～ん』

『まぁ、わかんないよなぁ。俺も意味わかんない』

　苦笑しつつ、ヒッグスは適当にページをめくる。パーティクルと呼ばれる者たちの、特別な魔法について記述が並んでいるようだ。何気なく視線を滑すべらせて、最終節、すなわち17番目の節を一読したところで、ピタリと動きが止まる。

『んっ？』

『どうしたの？』

　最後のパーティクル。旧世界の終わりと新世界の始まりを同時にもたらす者。

　別称、神の子。

　その魔法は、質量起源マスギビング。

『……これって、まさか』

　同じ節を何度も読み返し、彼は確信する。自分が発動した魔法は、この質量起源マスギビングというものに違いない。違いないのだが、それを認めるには心理的な抵抗が大きかった。

『……神の子、って何なんだよ』

　質量起源マスギビングとは、世界の行く末を左右する、最も重要な魔法である。その使用者であるということは、すなわち、神の子と呼ばれることだ。それほどの自覚を持つには、さすがの彼もまだ胆たん力りよくが足りない。

　結局、記述内容については半信半疑のまま、ヒッグスは判断を保留することにした。




　　　☆　☆　☆




「この魔法を使うの、最初は怖かったんだ。わからないことが多すぎたから」

　未熟だった頃ころの自分を懐なつかしむように、ヒッグスが呟つぶやいた。傍かたわらのニュートリノは、じっと彼の話に耳を傾ける。先さき程ほど勢いよく脱ぎ捨てた服は、ヒッグスの強い要よう請せいを受けて、きちんと着直してある。

「《場》の展開方法も、収束方法も、標準理論には書いてなかった。指南書じゃないから当たり前なんだけど、不親切すぎる、って文句を言いたかったなぁ」

　ヒッグスは冗じよう談だんっぽく苦笑して、それから真剣な表情に変わる。

「でも、そのうち気付いたんだ。小こ手て先さきの技術を習得することじゃなく、与えられた運命を自覚することが、魔ま法ほうを使いこなすうえで一番重要だって」

「……そうですね」

　ニュートリノは短く相あい槌づちを打った。

「ニュートリノは、自分がパーティクルだって気付いた後、その運命をすぐに受け入れたんだろ？　ずっと昔、そんな話を聞いたような気がする」

「……私は王族です。他の者と異なる道を歩む覚悟は、生まれた時から付いていました」

　淡たん々たんとした言葉の端はしに、レプトン国の王女らしき威い厳げんが滲にじむ。

　彼女もまた、パーティクルの１人に数えられる存在だった。

「それでも、凄すごいと思う。仮に俺が生まれた時から王族だったとしても、そこまで簡単に受け入れることができたかどうか」

「ヒッグス様は、パーティクルの中でも最上位に位置付けられる『神の子』です。覚悟の程度も、私たちとは比較にならないでしょう」

「……そうかもしれない」

　ヒッグスは、謙けん遜そんしようとして、止やめた。絶対的上位者の運命を背負った自分が、相対的にへりくだることの無意味さに思い至ったのだ。

「グルゥやフォトンが、他の誰だれも使えない固有の魔法を覚えて。俺自身が、ボソン国を建立することになって。標準理論の予言が一つずつ実現して、その正しさが証明されることで、俺はようやく『神の子』っていう運命を自覚できた」

　ニュートリノの目を見つめながら、ヒッグスは告げる。

「その自覚ごと思い出せたんだ、ニュートリノのおかげで」

　記き憶おくとは、無味乾燥な事実の羅ら列れつではない。付ふ随ずいした喜き怒ど哀あい楽らくも、込められた想おもいも、鼓こ動どうや血流さえも、全部ミキサーにかけたような自分自身の塊かたまりである。記憶が甦よみがえるということは、自分自身を取り戻すことに他ならない。

「俺を、ヒッグスを、復活させてくれて、本当にありがとう」

「おめでとうございます、ヒッグス様」

　改めて感謝を伝えられ、ニュートリノは満足そうに頷うなずいた。

「取り戻したその力を、弱き民を守るために、お使い頂けますか」

「……そうか。そのために、ニュートリノは」

　これまで見てきた彼女の言動が、今ならすべて腑ふに落ちる。

　自分に寄せられた期待の大きさと、自分の発揮できる力の大きさと、自分の果たすべき志の大きさが、輪りん郭かくを一致させた。

「もちろん、この力は、ボソンやレプトンの民を守るために使う」

　自信に満ちた瞳ひとみで、彼は宣言する。

「俺は、ボソン国の王、ヒッグスなんだから」

「……ヒッグス様！」

　ニュートリノの両手が、ヒッグスの両手を包み込んだ。力強く拳こぶしを握にぎり締しめ、その勢いで、ぐいっ、と少女は少年に近付く。

「……この日を、どれだけ待ち侘わびたことか」

　レプトン国の王女から、ボソン国の王へ、送る言葉。

「私と一いつ緒しよに、理想の国家を再建させましょう」

「あぁ、頑張ろう」

　意志と意志が重なり合う。至近距きよ離りで、２人は互いに頷うなずき合った。




（……なーんて、かっこよく言ってみたものの）

　それから、わずか数分後。ヒッグスは早さつ速そく、理想と現実のギャップに直面していた。

　１３８億年前と同じく、彼の目指すべき理想は、ボソンの民が安心して暮らせる国をつくること。だが、その実現に向けたロードマップを考えると、

（……これは、色々と大変だ）

　口にこそ出さないが、そんな愚ぐ痴ちをこぼしたくなってしまう。

　一例を挙げると、かつてヒッグスがボソン国の王としてクォーク共和国に反旗を翻ひるがえした頃ころ、同盟を結んだレプトン国には固有の領土があり、豊かな経済と産業があり、最低限の軍事力も保持していた。

　ところが、現状はそれに遠く及およばない。レプトンやボソンの民を保護するため、岩山の中に建造された小さな集落。これが国勢のすべてだ。地上の領土も、まともな産業も、もちろん軍事力もない。

　新しく造られた宇宙で、荒野を開拓しているのだから、当然と言えば当然である。

　しかし、クォーク共和国は再興しつつあり、子どもたちが教会で歴史を学ぶ程度の社会基き盤ばんは整っているらしい。このまま国力の差が拡大していけば、彼らの横暴を諫いさめることも難しくなってしまう。

（……只ただでさえ、そんな状況なのに）

　ヒッグスは心の中で呟つぶやく。ニュートリノには決して言えないが、もっとシンプルで、かつ、もっと大きな懸け念ねんがあった。

（……グルゥも、フォトンも、いないんだよな）

　ヒッグスの幼おさな馴な染じみであり、特別な魔ま法ほうを使うパーティクルであり、ボソン国の政府幹部でもあった、２人の不在。それこそが最大の懸念事項と言っても過言ではなかった。




　　　☆　☆　☆




　一面に背の低い草原が広がり、あちらこちらに色とりどりの花が散見されるような場所で、炎、氷、風、光、雷、色とりどりの魔ま法ほうが炸さく裂れつしている。

　それは戦場の記き憶おくだった。

『ほら、ウチが相手だよー！』

　フォトンが敵てき陣じん深くへと突入する。彼女が魔力の器を持たないボソンだとすぐにわかったので、クォークたちは完全に油断していた。薄うす笑わらいを浮かべ、右手を前方へ差し出して、小さな火球を放つ。

　猛もうスピードで直進するフォトンが、その火球に当たりそうになった瞬しゆん間かん。

　ニヤリ、と口元が緩ゆるんだ。

『波動性質ウエイヴビヘイヴアー』

　火球は彼女の身体からだをすり抜けて、明後日あさつての方向に飛んでいく。

『なっ、何が起こった？』

『まさか、あれは幻げん影えいか？』

　目の前の事象が理解できず、当とう惑わくするクォークたちに向けて、フォトンは跳とび蹴げりの体勢を取った。

『粒子性質コーパスビヘイヴアー』

　次の瞬間、彼女の靴くつ底ぞこがクォークの顔面にクリーンヒットし、その身体を吹っ飛ばした。

　訳のわからないうちに１人が大ダメージを受け、クォークたちに動どう揺ようが広がっていく。その様子をまるで楽しむように、フォトンはレンズの奥で目を細めていた。

『……光には、波動の性質と、粒子の性質が、両方備わってる』

　強者を弱者と見誤った愚おろかなクォークたちへ、声高らかに言い放つ。

『アンタらの単純な魔法じゃ、波動状態のウチに干かん渉しようできない。見えるけど触さわれない、ってことだよー。残念でしたー』




　ボソン国はレプトン国と同盟を組み、クォーク共和国との戦争に突入した。

　しかし、両者の軍事力を単純比較すると、その差は歴然。子どもと大人が殴なぐり合いをするようなものだった。

　魔法と魔法がぶつかり合う戦争において、戦力の総和を概がい算さんするには、戦せん闘とう員いんの総数と平均的な魔力の器のサイズを掛け合わせればいい。

　ボソンやレプトンの民よりも、クォークの民は大きな魔力の器を持っている。仮に戦闘員を同数だけ揃そろえても、こちら側の勝ち目は薄い。そのうえ、ボソンやレプトンの民は大半が戦闘向きの魔法を使えず、後方支援くらいしか貢こう献けんできないのだ。

　この圧あつ倒とう的てきな戦力差を覆くつがえし、戦況を優位に進められた要因は、パーティクルたちが発揮した個の力だった。

《光》を司つかさどる者、フォトン。

　彼女は自みずからの存在を波動状態に切り替えることで、一切の物理的干かん渉しようを受けなくなる。近きん距きよ離り戦せん闘とうにおいては無敵の魔ま法ほうだ。

　その魔法を使えるようになり、パーティクルとしての運命を自覚したことで、平へい凡ぼんな少女に過ぎなかったフォトンは歴史の準主役にまで躍やく進しんした。ヒッグスによるボソン国の建立を補佐し、政府幹部にも名を連ねるようになったのだ。

　ただし、要職に就いたからといって、彼女は執務室に閉じ籠こもることはしない。むしろ、その魔法が最大限に活いかされるのは、フォトン自ら戦場の最前線に切り込む陽動作戦だった。




　大半のクォークがフォトンに気を取られている間に、ヒッグスは敵てき陣じんとの距離をぐっと縮めていた。その気配を背中で感じ取り、フォトンはさらに目を細める。

『ヒッグス、今がチャンスだよー！』

　その声に反応して、ヒッグスは両手を広げた。

　一いつ瞬しゆんのうちに、色のない空間が展開される。ヒッグスを中心とする球状の真っ暗な空間に、赤、青、緑、３色のクォークたちが閉じ込められた。それまで自由に空を飛び回っていた敵兵も、今となっては、押し潰つぶされたような格好で地を這はうことしかできない。

『ヒッグスの《場》に、ようこそ』

　さらに、空間内部ではグルーオンが待ち構えていた。

『身体からだが重いでしょう？　魔法が使えないでしょう？　あなたたちが持つ魔力の器は、全部、質量に変換されちゃったから』

　鼠ねずみを狩る獅し子しのように、最後まで警戒を解かず、グルーオンは慎しん重ちように様子を窺うかがう。クォークたちが動けないことを確認してから、彼女は真っ暗な空間を素早く飛行した。

　ヒッグスの《場》とは、魔力が質量に変換される空間。魔力の器を持たないボソンの民だけが、その内部で自由に動き回れる。

　要するに、

『ヒッグスの《場》は、私の独どく壇だん場じようなんだから！』

　そういう訳である。

　グルーオンは猛もう突進して、次々に虹にじの鎖くさりを生成していく。

　ひとつひとつの虹が、クォークを永遠に幽ゆう閉へいする牢ろう獄ごくとなる。

　捕ほ縛ばくが完了する頃ころ、真っ暗だった空間は、グラデーションカラーの花輪が無数に咲き乱れるような景色へと変わっていた。




《色》を司る者、グルーオン。

　彼女が作り出す虹の鎖は、クォークが持つ魔力の器を繫つなぎ止め、永続的に無効化する。

　空中に漂ただよう魔ま力りよくは無色透とう明めい、あるいは純白と表現されるものだが、魔力の器にはそれぞれの色がある。元々は同じ真っ白な魔力でも、赤い器に入れると炎の魔法になって、青い器に入れると氷の魔法になって出力される。

　では、魔力を白い器に入れるとどうなるか。

　答えは、何も起こらない。

　真っ白な魔力を取り込み、そのままの状態で放出するから、魔力が体内を素通りするだけで何の魔法にもならない、という訳だ。つまり、白い器を持つクォークは一切魔法を使うことができない。

　通常、魔力の器が白いクォークは存在しない。大抵は赤・青・緑といった色が付いていて、それぞれの色属性に応じた汎はん用よう魔法を使う。

　しかし、虹にじの鎖くさりは、あらゆる色を混ぜ合わせて真っ白にしてしまう。８色に輝かがやく光が、魔力の器から色を奪うばうのだ。すなわち、虹の鎖に捕らわれたクォークは、二度と魔法を使えない。

　クォークにとって、最も恐ろしい魔法。それがグルーオンの色荷結合カラーフオースだ。

　ヒッグスの親衛隊長をグルーオンが務めることになった背景には、クォークにとって彼女の存在が最大の脅きよう威いだった、という理由があったのだ。




　ヒッグスが《場》を収束させた後、囚とらわれたクォークたちは、ボソンの輸送部隊によって収容所に連行されていった。もはや魔法を使うことができないので、ボソンの民も安心して近付くことができるのだ。

『改めて思ったけど、私とヒッグスのコンビネーションって最強だね』

　鼻高々、といった表情でグルーオンが語った。

　ヒッグスの質量起源マスギビングは、場に入ったクォークの魔法を一切封じてしまうが、その展開範囲には時間的・空間的な限界がある。

　グルーオンの色荷結合カラーフオースは、鎖に繫つながれたクォークを永続的に無力化できるが、素早く動き回る相手を捕ほ縛ばくするのは至難の業わざだ。

　それぞれの魔法には制約があるものの、２人が共きよう闘とうすることで相乗効果が生まれ、大きな戦果へと結びつく。事実、僅わずか数分間でクォークの一群が全ぜん滅めつしてしまった。正面からぶつかり合ってこれだけの戦果を挙げるためには、きっと多くの犠ぎ牲せいが避さけられないだろう。

『……まぁ、最強かもね』

　何だか嬉うれしくなってきて、ヒッグスはグルーオンと笑い合った。




　　　☆　☆　☆




　ふと、夢から覚めた。

「……んー？」

　寝ぼけた頭が再起動するまでに、少々の時間を要する。うっすらと認識できたのは、自分が見慣れない部屋にいて、隣となりに女の子が眠っていること。

「……はっ？」

　血の気が引くような感覚。もしや、噂うわさに聞くお持ち帰りという行為をしてしまったのだろうか。あるいは、されてしまったのだろうか。まだ中学生なのに、大人の階段を上ってしまったのだろうか。

　混乱する頭を必死に落ち着け、寝る前に何があったのか思い返してみると、

「……そっか。俺はヒッグスで、ここはニュートリノの家だ」

　寝る前どころか、１３８億年前からの記き憶おくが甦よみがえった。

　ボソン国王としての記憶を取り戻したヒッグスは、集落を一通り視察した後、ニュートリノの家に招かれた。質素な煉れん瓦が造りで、サイズも他の家とほぼ変わらない。かつてレプトン国の王女だったことを考こう慮りよすれば、随ずい分ぶんと慎つつましい住居である。

『王国再建の途上につき、今はまだ、手て狭ぜまな居城しか置けないのです。レプトンやボソンの民が安心して暮らせる、豊かな国を作り上げた暁あかつきには、２人の立派な城を築きましょう』

　ニュートリノはそんなことを言っていた。何な故ぜか『２人の』の部分を強調しているようにも聞こえたが、気のせいだろうか。

『レプトン国とボソン国を再建するまで、婚こん儀ぎを執り行うことは難しいかもしれませんが、私たちは正式に約束を交わした身です。寝食を共にしても問題ないでしょう』

　……そんなことも言っていたので、おそらく気のせいではない。

　彼女の提案を受け、ヒッグスはこの家で生活することになった。いきなり一つ屋根の下とは大だい胆たんな話だが、それなりに筋は通っている。

　レプトンやボソンの民を守るために、あるいは王国の再建と復興のために、ヒッグスの力が必要とされている。彼がその要よう請せいに応こたえるならば、まだ国家の体ていを成していないが、この集落に住むのは当然だろう。どんな小国でも、王族は国内に居を構えるものだ。

　では、集落のどこに住むべきか。

　不慣れな場所で一人暮らしを始めるより、元から生活基き盤ばんを持つ案内役を頼たよる方が、明らかに合理的だ。ましてや、相手は自分の婚約者なのだから。

「……ヒッグス様」

　傍かたわらでニュートリノが寝言を呟つぶやいた。その名前で呼ばれることに、まだ少しだけ違和感を覚える。それまで２年間、彼は湯ゆ川かわ太た郎ろうという名前で呼ばれ続けていたから。ごく適当に、何の思い入れもなく付けられた名前であっても、ずっと呼ばれていれば愛着が湧わいてくるのだ。

「……うにゃむぅ」

　それ以外の声は、意味のある言葉として聞き取れなかった。ぐっすりと眠っているようだ。ニュートリノの頭を軽く撫なでると、さらり、という髪の感触が指の間をくすぐった。

「今、俺、彼氏みたいなことを平然とやったな？」

　無意識の行動に気付いて狼ろう狽ばいした後、その認識もおかしいことに気付く。

「いや、彼氏どころか婚約者だっけ」

　ヒッグスとしての記き憶おくは取り戻しているものの、湯ゆ川かわ太た郎ろうの自我が根底にあるのか、色々と自分の中で矛む盾じゆんしている。妙みような気分になってしまったので、頭を冷やそうと思い、ヒッグスは静かにベッドを抜け出した。




　集落の地図は既すでに大体把は握あくしていたが、薄うす暗ぐらい時間帯は、同じ道でも印象が変わってくる。

「地下の集落なのに、ちゃんと昼と夜を分けてあるんだな」

　レプトンの魔ま法ほうを動力源とする公共の照明は、時間経過とともに明るさを変化させる。日周リズムを忘れないための措そ置ちか、あるいは省エネの目的もあるだろうか。ニュートリノが築いてきた社会インフラに感心しつつ、ヒッグスは擬ぎ似じ的てきな夜の空気に浸ひたっていた。

　左腕に着けた腕時計は、７月５日の午前11時半を指している。日本にいたらこの時刻だった訳だが、そもそも、その考え方は適切なのだろうか。

　次元の異なる宇宙では、時間の進み方も同一とは限らない。

　だから、向こうでは今いま頃ごろ、という言い方も正しくないかもしれない。

　それでも、彼はそう考えずにいられなかった。

「ハナと、シンイチさん、今頃どうしてるかな？」

　昨日まで一いつ緒しよに生活してきた家族と、もう永遠に会えないかもしれない。

　その事実は、この世界で自分が果たすべき使命を自覚し、グルーオンの不可解な情報秘ひ匿とくに失望したうえでも、やはり悲しかったのだ。

「……ていうか、本当に、ハナが俺たちを裏切ったのか？」

　かつての記憶を取り戻した今だからこそ、改めて、考え直してみる。

　幼おさな馴な染じみとして一緒に育ち、親衛隊長として一緒に戦った、あのグルーオンが、

『おそらく、クォークたちと共きよう謀ぼうして、ヒッグス様の魔法を永遠に復活させないよう画策していたのでしょう』

　本当に、そんなことをするのだろうか。

　状況証しよう拠こは確かに揃そろっているが、どうしても、彼には信じられなかった。




　　　☆　☆　☆




　７月５日午後11時半。

　邦ほう京きよう大学宇宙線研究所、神かみ岡おか研究施設。

　施設長に案内され、一同は、複数のモニターが設置された別室へと移動していた。

「ボソン国王の親衛隊長。色荷結合カラーフオースを使うパーティクル。それが、私、グルーオン」

　湯ゆ川かわ花はな子こという名前を２年前に付けられた少女が、その名付け親である振しん一いちに、１３８億年前の名前をカミングアウトした。

『そいでもって、ウチがフォトンです。さっきも言ったけど！』

　画面が勝手に切り替わって、眼鏡をかけた少女の顔が映し出される。施設長も、振一も、他の職員も、そんな操作はしていない。ディスプレイをジャックされているのだ。

　彼女たちが元々何者であるか、という説明を一通り受けたところで、振一は大人げなく涙を浮かべてしまった。

「……シンイチさん」

「……すまん、気にしないでくれ」

　顔を逸そらし、袖そで口ぐちで目元をゴシゴシと拭ぬぐう。

「……情けないな、まったく。お前たちが、ただの捨て子じゃないことは、最初から、２年前から、わかってたのに」

　花子と太た郎ろうは、魔ま法ほう原理解明の鍵かぎとなることが期待される、重要な監視対象者だった。その経緯を考えれば、このような真相が隠かくされていても、驚おどろく必要はなかった筈はずだ。

　しかし、２年間という月日を共に過ごすうちに、振一は２人を何の変哲もない中学生として扱あつかうようになっていた。監視すべき対象ではなく保護すべき対象、もっとシンプルに言えば、家族の一員だった。

「……本当は、これからもずっと、何も知らないふりを続けていくつもりだった。グルーオンっていう名前は、もう二度と使わない筈だった」

　そんな義理の父親に対して、少女は諭さとすように訴うつたえる。

「タロちゃんとシンイチさんと、３人で過ごした２年間は、すごく楽しくて、すごく幸せだったから。ずっとずっと、この生活が続いてほしかった。いつまでも、湯川花子っていう名前でいたかった」

『これ、グルゥの本音ですからねー。現状維持バンザイ！　って感じで。だから、ヒッグスにも、昔のことを思い出してほしくなかったんです』

　モニター上のフォトンが、気持ちを代弁する形で補足する。グルーオンのことは、誰だれよりも理解しているような雰ふん囲い気きだ。

『ただ、ニュートリノが現れたことで、そうも行かなくなっちゃいまして。色々と行き違いもあったけど、結果的に、ヒッグスは異次元の宇宙まで連れて行かれた訳です』

　過か剰じように芝居がかった困り顔で、フォトンは溜ため息いきを吐ついた。

『シンイチさん、太郎くんに帰って来てほしいですよねー？』

「……あぁ、そりゃ」

『それなら、ウチらに協力してくれません？』

「……協力？」

『簡単なことですよ。Ｔ２Ｋ実験のデータを、共有してくれるだけでいいんです』

　不敵な笑みを浮かべながら、眼鏡越しに鋭するどい眼光を放つ。フォトンの見た目はグルーオンと同世代くらい、つまり制服を着れば中学校に通っても違和感がないのだが、老ろう獪かい、という言葉が似合ってしまう雰ふん囲い気きだ。

　だが、この部屋にはもう１人、その形容に相応ふさわしい人物がいる。

「……ちょっと、待ってほしい」

　それまで事態を静観していた施設長が、ここで口を開いた。

「いささか話が性急すぎる。我々の鈍にぶい頭脳では、理解が追い着かないよ」

　世界最高峰の頭脳集団を率いる男が、自じ嘲ちよう気味に笑いながら、そんなことを言う。

『おっとっと、すいません。これには理由がありまして』

「その前に、別の質問をしてもいいかい？」

　フォトンの弁舌を遮さえぎり、ゆったりとした語り口で、会話の主導権を握にぎる。

「君たちの生まれ育った世界は、我々がビッグバンと呼ぶ大だい爆ばく発はつによって崩ほう壊かいした、という話だったね。それなら君たちは、今、ここに、どうして存在しているのかな？」

『あー、それはですねー』

　突然の質問も、フォトンは少しだけ考え込んだ。

『グルゥ、教えちゃっていいよね？』

「えっ、んっと、フォトンに任せるけど」

『よーし、言ったね！　後になって、恥はずかしいから止やめろ、とか言っても止めないよ！』

「……へっ？」

　きょとんとした表情のグルーオンを眺ながめて、フォトンは悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべた。







　七章




　物心がついた瞬しゆん間かんをはっきりと覚えている人間は、ほとんどいない。グルーオンも幼少期の記き憶おくはおぼろげで、始点がどこなのか明確には思い出せない。一方、終点の方は、忘れたくても忘れられないほど鮮明に残っている。

『ヒッグス！　ねぇっ、ヒッグス！』

　どれだけ叫んでも、届かなかった声。

『お願い、もうやめて！　じゃないと、全部、……壊こわれちゃうから！』

　暴走する魔ま力りよく。

　極大化する場。

　崩ほう壊かいする世界。

『……そっか。もう、駄だ目めなんだ』

　やがて、すべてが手て遅おくれだと悟り。

　絶望と後悔に苛さいなまれながら、グルーオンは眼を閉じた。

　そこで意識は途絶え、彼女は永遠の眠りにつく、……筈はずだった。




「おはよう、グルゥ」

　グルーオンの記憶には２度目の始点がある。そこで最初に見たのは、よく知っていた筈の、知らない顔だった。

「……えっ、えっ？」

「あー、落ち着いて。そうだよねー、何も覚えてない、ってのは本当に怖いよねー。私も経験したからわかるよ、うんうん」

　パニックに陥おちいりそうなグルーオンを、優しくフォトンが宥なだめる。だが、目覚めたばかりのグルーオンに、かつて苦楽をともにした盟友の記憶は残っていない。言語能力だけを兼ね備えた新生児のような状態で、自己と世界の境界線すら、曖あい昧まいにしか認識できなかった。

「焦あせらなくても大だい丈じよう夫ぶさ。自分が何者で、どうしてここにいるのか、ゆっくり思い出せばいいからねー」

　そう言って、フォトンは眼下の光景に視線を移す。真っ暗な宇宙空間に、蒼あおい惑星が浮かんでいる。そこに棲すむ知的生命体が、地球と呼ぶ惑わく星せいである。

　西暦に従うならば、１９７９年。ヨーロッパの物理学者が、量子色力学に関する新たな素粒子『グルーオン』を発見した日の出来事だった。




　それからフォトンは、グルーオンに様々なことを教えた。

　たとえば、遠い昔、３つの民族がいたこと。

「……ウチもグルゥも、ボソンの民。そこら中に魔ま力りよくエネルギーが溢あふれてるのに、体内へ取り込むことができないから、一般的な魔法を使えなかったんだよねー」

　フォトンの話を、グルーオンはいつも真剣に聞いていた。一切の記き憶おくを失った彼女にとっては、知的好奇心を満たすため、という吞のん気きな話ではなく、自我を確立させるため、という深刻な話だった。

「だけどね、グルゥ。ある条件の下でなら、お前は魔法を使うことができた。しかも、他に誰だれも使うことができない、特別な魔法だ！」

「……特別な、魔法？」

「そう、色荷結合カラーフオースっていう名前で」

　フォトンはそこまで説明すると、ふぅ、と肩の力を抜いた。

「……その効果や発動条件については、またの機会にしましょーか。一度に色々説明しても、消化しきれないだろうし。それよりも、どうしてウチがグルゥにこんな話をしてるのか、そこを理解してもらいたいかなー」

「……うん、わかった」

　餌えさのお預けを言いつけられた子犬のような顔で、グルーオンが頷うなずいた。

「あの世界には、特別な魔法を使える存在が17人いた。ウチも全員と対面した訳じゃないけど、17人っていう数字はきっと間違いない」

「どうして、そう言い切れるの？」

「予言書に、そう記されていたから」

　グルーオンの瞳ひとみをじっと見つめながら、フォトンが続ける。

「標準理論っていう予言書に、特別な魔法を使う17人が紹介されてたんだ。世界の命運を握にぎるらしい、その17人の魔法使いはパーティクルって呼ばれるんだけど、その中に、実はグルゥも登場してたんだよー？」

「……私も？」

　戸と惑まどいの色を隠かくせない無む垢くな少女に向かって、フォトンは語気を強める。

「そう、グルゥは特別な存在なんだ。標準理論に予言されたパーティクルの１人、《色》を司つかさどる者、グルーオン」

「……そんなこと、言われても」

「訳がわかんないだろうけど、一つだけ理解して。もしグルゥがパーティクルじゃなくて、魔法を使えない普通のボソンだったら、きっと今ここに存在してない、ってこと」

「はぇ？」

　まったく意味がわからない、という感じの反応が相手から返ってきたが、フォトンは動じずに続ける。

「ウチらの世界はとっくの昔に滅めつ亡ぼうした。じゃあ、なんでウチらはここにいると思う？」

「……そんなの、わからないよ」

　混乱を助長するような質問に、グルーオンが答えられる筈はずもない。

「正解は、グルゥがこの世界で《観測》されたから、でした！」

　そのうえ、出題者の明かした正解が、余計に回答者の混乱を加速させる。

「存在するっていうことは、観測されたっていうこと。この世界で観測されないものは、この世界に存在しないもの。宇宙の誕生からとてつもない時間を経て、ようやくグルゥを観測できるような知的生命体が現れた。だから、グルゥの存在がこの宇宙に出現したのさ！」

「え～と、ちょっと待って」

　グルーオンの頭脳が許容量を超えたため、一いつ旦たんストップをかける。

「……私が、観測された、の？」

「正確には、グルゥの名を冠した素粒子が、だねー」

「……そりゅ～し？」

「魔ま力りよくが失われて、物理法則が書き換えられた結果、今の宇宙はたった17種類の粒が無数に組み合わさって出来てるらしいんだ。この数字がパーティクルの人数と一致するのは、偶然じゃない。この宇宙の構造を解き明かそうとしてる観測者が、１つずつ新しい素粒子を発見する度たびに、１人ずつパーティクルの存在が復活していくらしい」

　困こん惑わくするばかりだったグルーオンの表情が、少しずつ明るくなっていく。

「……だから、今、私はここにいる」

「理解してくれた？」

「難しいことは全然わかってないけど、こう、感覚で」

「それで十分！」

　フォトンは満足そうに笑う。

「どうして自分が存在してるのか、感覚的に納なつ得とくしただけでも、随ずい分ぶんと安心するでしょ？」

「うん、なんか、スッキリしたかも」

「そう言ってくれるなら、本当に良かった」

　やけに感かん慨がい深そうなフォトンの発言を受けて、グルーオンはあることに気付く。

「……そっか、フォトンも今ここにいるってことは」

「ウチもパーティクルの１人だった、ってこと」

　眼鏡越しの瞳ひとみが、優しく煌きらめいた。

「《光》を司つかさどる者、フォトン。ここの観測者たちは、光の粒子を真っ先に発見しちゃってね。誰だれもいない場所に突然復活する羽は目めになって、しばらくは気が狂いそうだったよ。過去の記き憶おくも思い出せないし、ここに存在する理由もわからないし」

　地球と月の中間地点くらいをふわふわと漂ただよいながら、フォトンがそんなことを言う。存在が復活しても、実体を持たない彼女は、この世界に干かん渉しようすることができない。思い出話のように語っているが、絶対的な孤こ独どくのなかで自己存在を証明する闘たたかいは、とてつもなく壮絶で、筆舌に尽つくしがたいものだった筈はずだ。

「グルゥには、あんな思いをさせたくなかった。だから、こうやってウチの知ってることを全部教えてるのさ」

　フォトンはグルーオンに向けて、慈じ悲ひ深い微ほほ笑えみを浮かべた。




　　　☆　☆　☆




　それから、地球が何周か公転する頃ころには、グルーオンの記き憶おくもほとんど甦よみがえっていた。

　フォトンが側そばにいてくれたおかげで、思い出すための糸口が沢たく山さんあったことも幸いしたのだろう。話として聞いていた光景が、何かの拍子にフラッシュバックする、という経験も一度や二度ではなかった。

　そうやって思い出したことの一つが、ヒッグスへの恋心だ。




『……へっ、婚約？』

『あぁ。レプトン国の王女ニュートリノと、結婚することにした』

　ボソンのための国家を建立したヒッグスが、レプトン国との同盟を結ぶにあたり、水面下でそんな話が進んでいた。グルーオンがその事実を知ったのは、協議が大筋でまとまったくらいの段階で、２人の結婚はほぼ規定事項だった。

　それが愛のない政略結婚だったのか、あるいは本当に２人が恋愛関係にあったのか、グルーオンはとうとうヒッグスの口から聞けなかった。自分の気持ちさえまだ伝えていないくせに、そんな質問をすることはできない、と遠えん慮りよしてしまったのだ。

　当時、彼女はヒッグスの親衛隊長だった。幼おさな馴な染じみだから優遇された訳ではなく、彼女固有の『色荷結合カラーフオース』という魔ま法ほうを活用するために、常時ヒッグスに帯同する役職を与えられた、という経緯がある。

　結果的に、グルーオンはボソン国の政府幹部という立場を得た。そんな彼女が、個人的な理由で、２人の結婚に反対などできる訳がない。

　だから彼女は、恋心を封印した。

　封印したつもりだったが、ヒッグスがニュートリノの話をする度たびに、抑え込んだ筈の感情が蓋ふたをこじ開けて飛び出しそうになる。

　どうして自分はレプトン国の王女ではないのか、といった無理難題も考えてしまう。

　嫉しつ妬と心しんを嫌いやでも自覚させられ、自己嫌けん悪おにも陥おちいってしまう。

　それでもグルーオンは、様々な情念を必死に押し殺した。勘かんの鋭するどいフォトンには見破られていたが、勘の鈍にぶいヒッグスには悟られないまま、彼女は国務に専念した。クォーク共和国との開戦が避さけられない情勢となり、余計ないざこざを起こしている場合ではなかったのだ。

　やがて戦争が始まり、世界が崩ほう壊かいする。

　グルーオンの恋心は、文字通り、世界が終わる日まで隠かくし通された。




「ヒッグスも、パーティクルの１人なんだよね？」

　１３８億年後の新しい世界で、宇宙空間に浮遊しながら、グルーオンはフォトンに尋たずねる。

「そうだよ。パーティクルの中でも最上位の『神の子』ってやつ」

「ってことは、ヒッグスもこっちの世界で復活したのかな？」

「残念だけど、ヒッグスはまだ観測されてないんだよねー。研究自体はもう始まってるみたいだから、近いうちに観測されるかもしれないけどさ」

　それを聞いたグルーオンは、小さく溜ため息いきを吐ついた。観測されていない、ということは、存在していない、ということと同義だ。

「……やっぱり、会いたい？」

「そりゃ、ねぇ」

「好きな人、だから？」

「うん、そういうこと」

　意地悪な質問をしたつもりだったが、予想外にあっさりと肯こう定ていされたので、フォトンの方が調子を乱されてしまう。

「……グルゥも随ずい分ぶんと素直になったもんだねー」

「だって、フォトンはあの頃ころから気付いてたでしょ？」

「まぁ、そうだけど」

「それに、もう隠かくす必要もないから」

　ボソン国の政府首脳ではなく、単なる１人の女の子となったグルーオンが、晴れ晴れとした表情で語る。

「ヒッグスにまた会えたら、今度こそ、一いつ緒しよになりたいんだ」

「うわっ、完全に恋する乙おと女めモードになってる。なんかムカつくなー」

　テンションの上がってきたグルーオンに、フォトンは冷や水を浴びせる。

「仮にまた会えたとして、どうやって一緒になるのさ？」

「ん～、最初は何も覚えてないんだよね。じゃあ、フォトンが私にしてくれたみたいに、元の世界のことをゆっくり教えてあげて」

「ニュートリノと婚約してた記き憶おくを、取り戻してもらうの？」

「はふぅっ！」

　可か愛わいらしく、かつ、珍ちん妙みような声が出る。

「……そこは、要検討かもしれないね、うん」

「何をどう検討するんだか、まったく」

　呆あきれたようにフォトンが呟つぶやく。その話は、一いつ旦たんそこで終わった。




　　　☆　☆　☆




　さらに時間は流れ、また別の日のこと。

「……つまり、この世界での実体を持ちたい、ってこと？」

「いや～、別にそんなハッキリした希望がある訳じゃないんだけどさ。ふわふわ浮いてるだけじゃなくて、触さわったり叩たたいたりしようと思ったら、どうすればいいのかな、って」

　グルーオンからそんな相談を受けて、フォトンは色々な意味で困こん惑わくした。

「なんでまた急にそんなことを？」

「ほら、最近フォトンはこの世界の人たちとも話せるようになったでしょ？」

「コミュニケーションを取ることには成功したけど、あれは只ただの実験だよー。今後もダラダラと関かかわるつもりはないし」

「でも、ちょっと羨うらやましいんだよ。私には同じことができないし」

　２人が俎そ上じように載せているのは、フォトンが発見した、この世界への干かん渉しよう方法に関する話だ。

《光》を司つかさどる者、フォトン。その魔ま法ほうを応用することで、実体を持たない彼女も電気通信網もうに干渉することができる。人類が光通信などの情報技術を発達させたことにより、意外な方面から新たな可能性が見つかったのだ。

　先日の実験では、インターネット上にフォトンの顔を掲載し、こんにちは、とだけ書き込んでみた。すると、

『おぉっ、メガネっ子だ！』

『可か愛わいいよ～、マジ可愛いよ～』

『お金持ちのオジサンと遊ばない？』

　などという反応が即座に返ってきた。相手が何者かは不明だが、一応、コミュニケーション成立である。なお、それ以上コミュニケーションを続行する気にはなれなかったので、フォトンは早々に画像を削除して離り脱だつした。

「……羨ましい、かなー？」

　フォトンがぼそりと呟いた。実体化に興味を抱いだいたグルーオンの心情が、納なつ得とくできるような気もするし、できないような気もする、といった様子だ。

「まぁ、動機については一旦置いておこう。できるかできないか、っていう話だけど、正直に言ってわかりません！」

「やっぱり難しいの？」

「わからない、って言ってるだろうに。可能性を探ろうと思ったら、この世界の物理法則について、もうちょっと詳しく調べる必要があるねー」

　フォトンはやや面めん倒どう臭くさそうに調査を引き受けた。個人的な関心はあまり高くないが、グルーオンのためなら一肌脱いでもいい、でもやっぱりやる気は高くない、といった程度のモチベーションである。




　その後、わりと早い段階で、フォトンは一つの可能性に辿たどり着いた。

　エネルギーと質量を相互に変換できる、という人類史上最大とも言える発見。

「……相対性理論？」

「んー、人類はそんな名前で呼んでるみたい」

　フォトンが調査内容をグルーオンに報告する。

「魔ま力りよくのことを一切考こう慮りよしてないから、間違いも結構あるんだけど、とりあえず地球っていう星の上では成立するっぽい話」

「ふむふむ。えーと、つまり？」

「簡単に言うと、大量のエネルギーを一箇所に集めれば、グルゥの身体からだを実体としてこの世界に復元できるかもしれない、ってこと」

「おぉっ、すごい！」

　グルーオンが瞳ひとみを輝かがやかせた瞬しゆん間かん、

「ただし、実現には課題も多い」

　フォトンがすかさず釘くぎを刺す。

「計算してみたら、グルゥの肉体を復元するためには、小さな島を跡形もなく吹っ飛ばすくらいのエネルギーが必要になる。地球の表面上、人類が生活してるような場所では、それだけのエネルギーを調達するのが難しいみたいなんだよねー」

「地球じゃなきゃ駄だ目めなの？　ほら、あの星なんか、凄すごいエネルギーを持ってそうだし」

　そう言ってグルーオンは、太陽と呼ばれる恒こう星せいを指さした。

「あんな熱いところで肉体が復元されたら、すぐ死んじゃうよー？」

「……なるほど」

　太陽に向けられていた手を引き戻して、グルーオンは腕組みをする。

「う～ん。じゃあ、結局無理ってこと？」

「確実な方法は見つからないねー。もしかしたら、ってレベルの可能性なら一応あるけど」

「ほほう、どんな？」

「……日本っていう国で、妙みような装置を見つけたんだ。今はちょっとしか動いてないけど、構造上、それこそ島を吹っ飛ばすくらいのエネルギーを産み出せそうな」

　不思議そうな表情を浮かべながら、フォトンがその名前を告げる。

「えーと、確か、カミオカンデ、っていう装置だったかなー」

「それ、軍事兵器か何か？」

「いや、たぶん違うよー。地中深くの研究所みたいな場所にあったから、たぶん実験装置なんだと思う」

「実験、って？」

「詳しいことはウチもわからないってば。とにかく、人類の管理下で最大のエネルギーを出力できるのが、そのカミオカンデ。その装置がフルパワーで動いたときに、そのエネルギーをうまく横取りできたら、グルゥが実体を得られる可能性もあったりして？」

　そこまで言ってから、フォトンは不意に苦笑する。

「……不確定要素が多すぎるから、話半分で聞いてよ。最初に言ったように、もしかしたら、っていうレベルの可能性なんだから」

「でも、可能性がゼロじゃないなら、チャレンジする価値はあるよね！」

　グルーオンは力強く語った。その前向きな様子を見て、フォトンは急に不安を覚える。

「……グルゥ、そんなに実体が欲しいの？」

「……へっ？」

「ウチには全然わからないんだよねー。どうして、グルゥがそこまで実体化にこだわるのか」

「別にこだわってる訳じゃないよ～。ただ、そんなことができたら素す敵てきだな、って思っただけなんだから」

　グルーオンの態度は、明らかに怪しい。見苦しい言い逃れをする犯罪者を軽けい蔑べつするような目で、フォトンは彼女の顔をしばらく凝ぎよう視ししていた。

「え～と、フォトン、そんな怖い顔でどうしたの？」

「……グルゥ、ウチに隠かくし事ができると思ってるのかなー？」

　会心の一いち撃げきである。グルーオンは硬直し、少しだけ逡しゆん巡じゆんした後、観念して肩を落とす。

「……できません」

「よろしい。じゃあ、何を考えてるのか教えてもらいましょーか」

　そしてフォトンは、無む邪じや気きで無鉄砲で無む配はい慮りよで無む茶ちや苦く茶ちやな計画を知ることになる。概がい要ようを聞き終えた後、

「……馬ば鹿かだねー、まったく」

　と、思わず呟つぶやいてしまうような計画を。




　　　☆　☆　☆




　最さい先せん端たんの素粒子物理学を語るなら、ヨーロッパのＺＥＲＮと日本の邦ほう京きよう大学宇宙線研究所、この２つの研究機関の話は避さけて通れない。

　ＺＥＲＮはヨーロッパ各国の研究者が集つどい、素粒子に関する様々な研究を行っている。小型ブラックホールの生成実験にあたり、事故を懸け念ねんする声が世界中から寄せられた、などという冗じよう談だんのようなニュースも記き憶おくに新しい。また、ＺＥＲＮの情報共有システムとして開発されたＷＷＷが、後にインターネットの標準規格となったことでも知られている。

　邦ほう京きよう大学宇宙線研究所は、特にニュートリノの研究において大きな成果を挙げてきた。その一点をもってＺＥＲＮに匹ひつ敵てきする、という評価も過言ではないが、ニュートリノ関連の成果が突出するあまり、他の研究内容は一般にあまり知られていないのも実情である。

　２つの研究機関は、洋の東西でそれぞれの研究を行っていた訳だが、奇くしくも同じ日に大きな節目を迎えることとなった。

　西暦２０１２年７月４日の出来事である。




「……いよいよ、だね」

　緊きん張ちようした面おも持もちで、グルーオンがフォトンに話しかけた。２人は宇宙空間から地球上に降りてきて、小鳥が飛び回るくらいの高さから、ＺＥＲＮの施設を見下ろしている。

「案外早く再会できそうだね、私たちの王様と」

　穏おだやかな調子でフォトンが口にしたのは、ボソン国の王、ヒッグスのことだった。

　この日、ＺＥＲＮではヒッグスという新たな素粒子が観測される予定だった。準備段階の実験データから、その素粒子は99％以上の確率で観測されることがわかっており、関係者だけでなく世界中のメディアからも注目を集めていたのだ。

　多くの物理学者たちが、素粒子は全部で17種類あると予想していた。しかし、それまで発見されていたのは16種類だけ。ヒッグスの発見は、パズルの最後の１ピースを埋うめるようなもので、とても大きな意義があった。

　グルーオンやフォトンにとって、その発見はまた別の意味を持つ。１３８億年前、世界の崩ほう壊かいとともに消失してしまったヒッグスの存在が、この世界に復活するのだ。

「グルゥ、顔がにやけてる」

「えぇ～っ、噓うそだぁ～、そんなことないよ～」

　グルーオンは咄とつ嗟さに否定したが、アルコールで泥でい酔すいしたみたいに、まったく締しまりのない表情をしている。嬉うれしさが滲にじみ出ている、といった様子だ。

　それも当然だ、とフォトンは考える。彼女にとっても、幼い頃ころから一いつ緒しよに育ち、その後家臣として仕えたヒッグスとの再会は、非常に喜ばしいものだった。彼に恋愛感情まで抱いだいていたグルーオンは、フォトン以上に浮かれていても不思議ではない。

「うふっ、うふふっ、うふふふふっ」

「……その笑い方、何とかしてくれよ」

　とはいえ、あまりにも浮かれて頭のネジが外れたグルーオンを見ていると、自分まで調子がおかしくなってしまう。そう感じたフォトンは、意図的に話題を変えることにした。

「そうそう、日本の方はどうなってるかなー？」

「あっ、うん。カミオカンデの実験、そろそろ始まってるかもね」

　この日、邦ほう京きよう大学宇宙線研究所でも、何らかの実験が開始されていた。

　大々的に報じられているＺＥＲＮの実験とは対照的に、その実験の情報はまったく公開されていない。正確には、誰だれも注目しないカモフラージュの情報だけが公開されている。フォトンが前々から彼らの動向を探っていなければ、実験の存在すら気付かなかっただろう。

　どうにもきな臭くさいが、その真相を探ることには２人とも興味がない。実験に関して重要な点は、例の装置、正式名称カミオカンデＳ４が最大出力で作動することだ。

　それは、おそらく地球上で得られる最大量のエネルギーだ。正体不明ではあるが、もしかしたら、思念だけの存在が実体を得られるほどのエネルギーかもしれない。

「たまたま同じ日に重なっちゃったから、あっちの様子は近くで探れないんだよね～」

「行ったり来たりしてもいいけど、あんまり落ち着かないのは嫌いやだからねー。ヒッグスが復活する瞬しゆん間かんくらい、腰を据すえて出迎えたい」

　２人はそう言って、ＺＥＲＮの実験施設を地上数メートルくらいの位置から見つめる。思念体に過ぎない彼女たちは、その気になれば日本とヨーロッパを１秒以内に何往復もできるが、あえてそうしなかった、という訳だ。




　突然、歓声と拍手が聞こえた。

「……観測、成功したのかな」

　そう呟つぶやいたフォトンの表情は、自然と笑顔になっていた。一方、グルーオンは両手を胸の前で固く握にぎって、これから告白する女子中学生みたいな緊きん張ちよう感かんを醸かもし出していた。

　そんな２人の前に、ぼんやりとした人影らしきものが出現する。スプレーを何度も塗ぬり重ねるように、少しずつ輪りん郭かくが形作られていって、やがて『神の子』の姿を完成させる。

「……ヒッグス！」

　おそらくは無意識に、グルーオンが彼の名を呼んだ。まだ目を閉じたままのヒッグスと、彼のもとへ飛んでいくグルーオンを、フォトンは少し離はなれた場所から見守っていた。

「やっとヒッグスに会えたねー」

「……うん、嬉うれしい！」

　感情がそのまま言葉に出る。１３８億年ぶりの、体感時間にしても数十年ぶりの再会が、嬉しくない訳がない。グルーオンは泣きながら笑っていた。

「まだ眠ってるけど、そのうちヒッグスも目を覚ます。やるなら今しかないよー？」

　グルーオンの背中に向けて、フォトンが語りかける。

「……最後にもう一回だけ確認するけど、本当にやる？」

「もちろん、やるよ。可能性がゼロじゃないなら」

　その返答を聞いて、フォトンは静かに頷うなずいた。

「……わかった。じゃあ、ヒッグスをカミオカンデに連れて行こうか」




　公開情報によると、カミオカンデＳ４は数年前からＴ２Ｋ実験というものを行っている。表向きは何の変へん哲てつもない素粒子物理学の実験だが、そこにはきっと裏の目的が隠かくされている。

　ネットワーク内を自由に動き回れるフォトンは、カミオカンデＳ４に、未公開の機能があることを突き止めていた。

　その機能が作動した場合、高エネルギー状態のニュートリノが、カミオカンデＳ４の内部で激しく《振動》して、そのエネルギーをさらに増幅させる。結果的に、人類が他の方法では到底得られないような大量のエネルギーを産み出すのだ。

　どんな目的が隠されているのかフォトンにもわからないが、秘密の機能が解禁されるとき、Ｔ２Ｋ実験は真の目的を達成する。その予定日が、２０１２年７月４日だった。

「……何だ、これは」

　眠ったままのヒッグスと、彼に寄り添うグルーオンを連れて、ヨーロッパから日本へやって来たフォトン。彼女が目もく撃げきしたのは、とてつもない高エネルギーを帯びたカミオカンデＳ４の真の姿だった。

「まさか、こんなに？」

　それは、彼女の予想を遥はるかに上回るエネルギー量だった。カミオカンデＳ４が地中深くではなく地上に建造されていたら、防御壁を超えて放射される真っ白な光と熱で、辺り一帯が大変なことになっていただろう。

「……フォトン、どう？」

「これなら、可能性あるんじゃないかなー？」

　グルーオンの問いかけに対して、というよりも、自分の中で構築した理論に照らし合わせるような口ぶりで、フォトンが呟つぶやいた。

「ヒッグスと一いつ緒しよに、あの光に飛び込んでみるんだ。成功したら、次に目が覚めたときには、２人とも生身の肉体だ！」

「わかった、行ってくる！」

　グルーオンはそう言いながら、既すでに光の方へ向かっていた。眠ったままのヒッグスを抱えるようにして、迷いのない真まっ直すぐな軌き道どうで。

「……最後にお礼くらい言えないのかなー、お前は」

　そんな皮肉を口にしつつ、フォトンは２人の後ろ姿を優しく見守っていた。




『ヒッグスと２人で実体化する？』

『過去の出来事は一切教えない？』

　グルーオンの計画を概がい要ようだけ聞いたとき、フォトンは困こん惑わくした。どうして彼女がそんな発想に至ったのか、まったく理解できなかったのだ。

　ヒッグスの存在が復活するとき、元の世界のことは覚えていない筈はずだ。グルーオンのときと同様に、ゆっくりと説明して、記き憶おくを取り戻す手助けをしよう。そんな風にフォトンは考えていたし、グルーオンも同意見だと思っていた。

　しかし、詳しく話を聞いていくにつれて、グルーオンが何を懸け念ねんしているのか、フォトンも納なつ得とくすることになる。

　要するに、ニュートリノのことを思い出してほしくないのだ。

　グルーオンの幼おさな馴な染じみであり一番の理解者でもある、と自負するフォトンは、２人の婚約に彼女がどれだけショックを受けたか知っている。立場上、その恋心を封印せざるを得なかった苦しみも。

　そんな彼女にとって、ヒッグスがこの世界で復活することは、ヒッグスとの日々をゼロからやり直すチャンスだった。過去の記憶を取り戻すのではなく、新しい思い出をこれから作っていく、という訳だ。

　あえて記憶を取り戻させないことが、果たして悪いことなのかどうか、フォトンには判別が難しかった。目覚めた直後に自分が味わった強きよう烈れつな不安は、他に誰だれもおらず、何にも干かん渉しようできない空間にいたからこその話である。グルーオンがずっと側そばにいて、しかも実体化して人類と直接コミュニケーションを構築できるなら、不安だって紛まぎれてしまうかもしれない。

　グルーオンの計画において、記憶を取り戻させないことと実体化することがセットになっている理由が、もう一つ。思念体は実体に干渉できない、というメリットである。

　ニュートリノもまた、標準理論に予言されたパーティクルの１人。現にその名を冠した素粒子が人類に観測されており、彼女はこの世界に存在している筈だった。

　今のところ、ニュートリノからグルーオンやフォトンへの接触はない。しかし、ヒッグスが復活したとなれば話は別かもしれない。もし彼女が接触を図れば、遅おそかれ早かれ、ヒッグスは記憶を取り戻してしまうだろう。

　そこでグルーオンの考えた秘策が、実体化という裏技だった。

　そして、迷いに迷った末、フォトンは彼女の計画に協力することを約束した。その結末が、白光の中に飛び込んでいく２人の後ろ姿である。

「……今度こそ、グルゥが幸せになってくれるなら、これで良かったんだろうねー」

　フォトンがそう呟つぶやいた直後、ある反応が起こった。カミオカンデＳ４によって増幅されたエネルギーの一部が、人間２人分の質量へと変換されたのだ。







　八章




　物心がついた瞬しゆん間かんをはっきりと覚えている人間は、ほとんどいない。ヒッグスも幼少期の記き憶おくはおぼろげで、始点がどこなのか明確には思い出せない。一方、終点の方はと言うと、こちらも残念ながら忘れてしまったようだ。

『いよいよ、全面戦争だね』

『あぁ、クォークと決着をつける』

　決戦前夜、グルーオンと語り合った記憶。ここまでだ。ここから先を思い出そうとしても、情景が濃のう霧むに覆おおわれてしまう。

「……おかしいな」

　夜の集落を散歩しながら、ヒッグスがぽつりと呟つぶやいた。ニュートリノが眠るベッドから抜け出して、しばらく独りで頭を冷やしていたら、自みずからの個人史に空白の箇か所しよを見つけてしまったのだ。

　大きな疑問の一つは、世界崩ほう壊かいに至った決戦の様子を、まったく思い出せないこと。

　もう一つは、世界崩壊と同時に消しよう滅めつしたであろう自分が、神かみ岡おかの研究施設で発見されるまでの経緯。

「……ニュートリノが起きたら、相談してみるか」

　ヒッグスは早々に思し索さくを取りやめた。一人で考えても、忘れてしまった何かを思い出せる訳ではない。ニュートリノに頼たよった方が間違いなく早いだろうし、あえて彼女に頼らない理由もないだろう。




　何となく、脳内会議の結論がまとまった頃ころ合あいで、

「……んっ？」

　ヒッグスは怪しい物陰を発見した。

「お前ら、何者だ？」

　黒いカーテンのような布の下に、数人分のサイズの膨ふくらみ。不審、としか形容できない謎なぞの物体に、後ろから声を掛けてみる。

　モゾモゾと前進するような動きが、ピタリと止まった。

　ヒソヒソと相談するような声が、微かすかに聞こえてきた。

　次の瞬間、大きな布が勢いよく投げ飛ばされて、ヒッグスの視界を覆い隠かくす。

「ぶぁっ、何するんだ！」

「走れぇっ！」

　頭から被かぶされた布を取り払うと、不審者たちの去っていく背中が見えた。彼女たちが誰だれなのか、ヒッグスは一目で気付く。気付かない訳がない。その３人組は、虹にじの鎖くさりで繫つながれていたのだから。

　ニュートリノの人形劇に付き合わされ、半裸姿にされた３人組には、ヒッグスから謝罪したうえで服を返却し、その後、警察に身柄を引き渡した。警察というよりも、自警団と呼ぶ方が適切な、ほとんど武器を持たない中年男性のグループである。ヒッグスは何となく不安を感じていたのだが、嫌いやな予感が的中してしまった。

「警察もしっかり整備してる、ってニュートリノが言ってたけど、全然駄だ目めじゃん！」

　おそらく、隙すきだらけの監視を潜くぐり抜けてきたのだろう。胴回りを虹にじの鎖くさりに繫つながれていても、足首を縛しばった三人四脚よりは幾いく分ぶんか走りやすい。薄うす暗ぐらい洞どう穴けつの中で、明るい光の輪が、結構な速度で遠ざかっていく。

「まずい、このままじゃ外に出られる！」

　彼女たちが向かう先には、岩山の外へと繫がるトンネルがあった。先さき程ほど連れて来られた彼女たちは、最初からこの展開を狙ねらっていたなら、通路くらい覚えている筈はずだ。

　集落の場所を知るクォークが外に脱出してしまえば、仲間のクォークが集落を襲おそいに来る、というシナリオも想定される。最悪、ボソンやレプトンの民が全ぜん滅めつ、というバッドエンドまであり得るのだ。

「待てっ、止まれぇっ！」

　ヒッグスは急いで彼女たちを追いかけたが、既すでに距きよ離りはだいぶ開いている。そのうえ、彼女たちの足並みが綺き麗れいに揃そろっていて、普通に走るのと変わらない速さなので、なかなか距離が縮まらない。

「待つ訳ねーだろ、オレたちの運命が懸かかってるんだから！」

「無駄口を叩たたいている余裕があったら、足を動かしてください！」

「ボクも、頑張るよぉっ！」

　短い言葉を発しつつ、３人組は迷わずトンネルを進んでいく。通路を覚えていたとしか思えない。追う側のヒッグスも、通ってきた道順を多少は覚えているが、意識して記き憶おくに刷り込んだ訳ではない。地の利はむしろ彼女たちにある。

　集落と違ってトンネル内は真っ暗で、８色の虹は大変よく目立つ。目標を見失う心配だけはなさそうだ。しかし、カーブ状の通路を抜けた先で、ヒッグスの瞳どう孔こうには別の光が飛び込んできた。

「よっしゃー、出口だ！」

　岩山の外に、もうすぐ出てしまう。

　３人の背中には、まだ手が届かない。

「……こうなったら、仕方ない」

　ヒッグスは両手を突き出し、

「強制的に止まってもらう！」

　ヒッグスの《場》を展開した。

　色のない空間がクォークの少女たちを吞のみ込んで、魔ま力りよくの器を質量に変換する。

「がっ！」

「ひっ！」

「べっ！」

　声にならない悲鳴とともに、３人は地面へと押し潰つぶされる。

　同時に、ヒッグス自身も無事ではいられない。膝ひざに手を置いて、自重に耐たえる。

　ボソンでありながら魔力の器を持つ、その特異体質ゆえに、彼自身が受けるダメージも相当なものだ。むしろ、地面に這はう彼女たちよりも、その身体からだに受ける質量は遥はるかに大きい。

「……そうか。これ、あんまり、使っちゃいけない魔法なんだ」

　直感的な、あるいは、本能的な理解。

『お願い、もうやめて！　じゃないと、全部、……壊こわれちゃうから！』

　記き憶おくの奥底から、誰だれかの声が微かすかに聞こえてくる。

　神の子が背負う運命は、破は壊かいと創造。安易な覚悟で済まされる筈はずもない。

「……質量起源マスギビングっていうのは、魔法の存在ごと、葬ほうむり去るものだから。みんなを傷つけることしか、できないものだから」

　額に汗を滲にじませながら、苦々しい表情で語る。

「……最終手段なんだよ。敵も、味方も、みんな傷つくことでしか解決できない。そんな状況じゃなきゃ使いたくないし、そんな状況が来ないように、知恵を働かせてきたんだ」

　立ち上がれない３人組に向かって、見下す素そ振ぶりも見せずに。

「……だから、あんまり無む謀ぼうなこと、しないでくれって」

　彼女たちの耳に、その訴うつたえは届いただろうか。

　呻うめき声だけが漏もれ聞こえる空間では、ヒッグスも確証が持てなかった。

「ヒッグス様！」

　空間の外側から、トンネル内で反はん響きようしたニュートリノの声。

「……来てくれた、か」

　安あん堵どの笑みを浮かべて、ヒッグスは《場》を収束させる。

　軽くなった身体で振り返ると、ニュートリノを先頭に、警察組織のレプトンが数人こちらへ向かっていた。

「さっきのクォークたちが、逃走を試みたんだ。ヒッグスの《場》に閉じ込められて、だいぶ消しよう耗もうしている筈だから、みんなで身柄を確保して！」

「かしこまりました！」

　レプトンの中年男性たちが、クォークの少女たちを目指して飛行する。一方、ニュートリノはそちらを一いち瞥べつしただけで、ヒッグスの元へまっすぐ降り立った。

「……ヒッグス様。ご無事ですか？」

　心配そうな彼女の顔を見て、ヒッグスは笑顔を作る。

「……ごめんね。ニュートリノが目を覚ます前には、家に戻る予定だったんだけど」

「そんな些さ細さいなことを謝罪する必要はありません。私の方こそ、民を導く者として、反省し、謝罪しなければなりません。捕ほ虜りよを管理するシステムが不十分で、混乱を招き、今回の逃走劇を許してしまいました」

　このような事態でも自責の念を感じているらしく、ニュートリノは唇くちびるをきゅっと結んだまま俯うつむいている。ヒッグスは、そんな彼女の頭を優しく撫なでた。さらり、という髪の感触が指の間をくすぐったが、彼はもう動じない。

「この世界に来てから、ずっと１人で頑張ってきたんだな」

　その孤こ独どくな戦いに、敬意を表しながら。

「だけど、これからは俺も一いつ緒しよだから」

「……ヒッグス様？」

「俺が記き憶おくを取り戻した以上、ニュートリノだけに大役を任せきり、って訳にはいかないよ。ボソンやレプトンの民を守る責任は、俺だって同じように背負ってる。一緒に頑張れば、王国の再建も、きっとすぐに実現できる」

　ニュートリノはしばらく、ぼんやりとヒッグスの顔を眺ながめていた。見み惚とれていた、といった方が適切かもしれない。それから、ふと我に返ったような仕草を見せて、

「……ありがとうございます」

　と、一言だけ礼を告げた。それ以外の言葉が咄とつ嗟さに出てこなかったようで、代わりに彼女はヒッグスの胸に頰ほおを寄せた。

「ヒッグス様が、私の婚約者で、本当に良かったです」

　あまりにもストレートに好意をぶつけられて、どう反応したものか、ヒッグスは困こん惑わくする。恥はずかしさを誤ご魔ま化かすために周囲を見回してみると、洞どう穴けつの入り口付近では、クォークの少女たちが取り囲まれて戦意を喪そう失しつしていた。

「んーと、ほら、俺も１人だと何もできないから！」

　ニュートリノの肩に手を置いて、そのまま肘ひじを伸ばす。密着した状態から、さり気なく、腕の長さ分だけ距きよ離りを取ることに成功した。

「質量起源マスギビングは、それだけじゃ何も産み出さない。みんなの協力があって、初めて、この魔ま法ほうは意味を持つんだ。国の統治も、きっと同じだよ」

「……同じですか？」

「……うん、きっと同じだよ！」

　詳細を聞かれると何も答えられなくなりそうで、ヒッグスは強引に話を終わらせた。反射的に口から飛び出した言葉が、一見深そうで、その実とても薄うすい。喩たとえ話の下へ手たな教師みたいになってしまい、彼は別の恥はずかしさを抱える羽は目めになった。




「……くそっ、もうちょっとで逃げ切れたのに！」

　そう言い捨てて、赤の少女は奥歯をギリリと嚙かみ締しめた。虹にじの鎖くさりに繫つながれて魔ま法ほうを使えなくされたうえに、質量起源マスギビングによる壮絶な重圧を短時間で二度も味わい、彼女の身体からだはボロボロである。

　加えて、脱走に失敗したことで、３人は精神的にも底なしの絶望に沈みかけていた。

「ワタクシたちも、これで終わりですね」

　青の少女は俯うつむいて、光を失った瞳ひとみで足下を見つめる。

「これだけの騒さわぎを起こしたのですから、それ相応の罰ばつを用意されることでしょう。断頭台で処刑されるかもしれません」

「……つらいときこそ、下を見ないで、上を見ようよ」

　対照的に、緑の少女はポジティブな提案を始めた。青の少女にそっと近付いて、耳元で囁ささやくように、不自然なくらい前向きなメッセージを伝える。

「何を言っているのですか、どう考えても」

「もう一回だけ言うよ。上を見て」

　真剣な眼まな差ざしに、青の少女は何かを感じ取った。

　自分たちを取り囲むレプトンたちに悟られないよう、なるべく自然な動きで、ちらりと天を仰あおぐ。それから元の俯ふ瞰かんするような姿勢に戻ったが、その瞳には再び光が宿っていた。

「……まだ、諦あきらめる訳にはいきませんね」

「……一発逆転だよ。処刑されるのは、ボクたちじゃなくて、あっちの方だ」

　青と緑の少女は、互いにしか見えない角度で、ニヤリと笑った。




　　　☆　☆　☆




「……うぅっ、公開処刑だ」

　グルーオンは恥ずかしそうに頭を抱えていた。振しん一いちや施設長の前で、１３８億年越しのラブストーリーを、情感たっぷりの口調でフォトンに語られたのだ。

「うーむ、そうだったのか」

「実に興味深い話だね」

　大人たちは真剣な顔で深く頷うなずいていて、それがまた少女の羞しゆう恥ち心しんを煽あおる。彼らが強く関心を寄せているのは、観測と存在の因果関係、相対性理論の応用による思念体の実体化、といった別の箇か所しよなのだが、そんなことはわかっているのだが、どうにも耐たえられない。

「もっと、こう、事実だけを淡たん々たんと説明できなかったの？」

『それだと聞いてる方は飽あきるからねー。学校の先生だって、生徒が興味を持つように、色々と工夫するでしょ？』

「……もういいよ、どうせ口くち喧げん嘩かじゃフォトンに勝てないから」

　グルーオンは反論を諦あきらめて、すっかり拗すねた様子で口を尖とがらせる。フォトンは彼女の様子を楽しそうに眺ながめていたが、ふぅ、と呼吸を置いて、

『さてさて、本題に戻ろうか』

　表情を鋭するどく一変させた。

『２年前、ウチらが見落としてたのは、新しい宇宙が造られてたこと。これが本当に、痛恨のミスだったねー』

「魔ま力りよくのある世界が復活してた、ってことだよね？」

『そうそう。その魔力を元に、ボソンやレプトンやクォークが生まれてた。昔と同じように、自然発生的に、ボソン狩りも始まったんだと思う』

　忌いま々いましい単語を口にして、フォトンは少しだけ眉まゆをひそめた。

『ウチらと違って、ニュートリノは、かなり早い段階から向こうの世界に行ってたんじゃないかなー。下へ手たすれば、カミオカンデの中で新しい宇宙が造られることを最初から予期してた、くらいのタイミングで』

「じゃあ、私たちと同じように、人類の技術をずっと見張ってたの？」

『んー、どうだろう。ウチらはどこにも行けないから、思念体のままこの宇宙を漂ただよって、暇ひまを持て余して、人類の様子を眺めるくらいしかなかった訳じゃん。でも、ニュートリノは自力で次元を跳ちよう躍やくできちゃうから』

　そこまで言ったところで、フォトンは一つの可能性に思い至る。

（……まさか、ニュートリノは、人類に観測される前から次元跳躍を繰くり返してたとか？）

　気の遠くなるような、という表現さえ、あまりに生なま温ぬるい。異次元の宇宙に人類と同等の知的生命体が存在する可能性も否定できないが、仮に存在しないとすれば、それが意味するものは何か。時間に換算して、この３次元世界の歩みと同じくらい、人類の尺度で言うならば１３８億年間、ニュートリノは、たった一人で過ごしてきたことになる。

「……えっと、どうかしたの？」

　フォトンが急に黙だまり込んだので、グルーオンは不思議そうに尋たずねる。

『んー、いや、何でもないよー。眼鏡が曇くもっちゃった』

　自分がしばらく黙り込んでいたことに気付き、フォトンは笑顔で適当なことを言った。

（……いくら何でも、そんなこと、ないよねー？）

　胸の内に浮かんだ可能性は、胸の内にしまっておく。

　１３８億年の孤こ独どくに耐たえられる自我など、あり得ない。そんなものが実現できるとしたら、ニュートリノの精神力は、フォトンの想像を遥はるかに凌りよう駕がする。どれだけ揺ゆるぎない意志を持てば、そんな偉業を達成できるというのだろうか。




「一つ、確認したいことがある」

　フォトンの話を傾けい聴ちようしていた施設長が、ゆっくりとした口調で質問した。

「あの日、カミオカンデＳ４内部で、確かにミニチュアの宇宙が誕生した。しかし、それは不安定すぎて、すぐに崩ほう壊かいしてしまったのだが」

『あー、それは勘かん違ちがいですねー。人類の技術だと観測できなくなっただけで、ちゃんと今も存在してるから』

　質問に答える形で、フォトンがつらつらと説明する。

『簡単に言うと、何もない１次元世界から、この３次元世界を造ろうと思ったら、魔ま力りよくのある２次元世界が途中で必ず生まれちゃう、ってこと。人類はまだ、たった一つの例外を除いて、異次元世界に干かん渉しようする方法を持ってない。だから観測不可能になっちゃった訳です』

「……たった一つの例外、か」

　思わせぶりな言い回しに、施設長は苦笑する。

『そうです。それが、カミオカンデ』

「……なるほど」

『Ｔ２Ｋ実験が再開した途と端たん、向こうの世界と往来が可能になりました。逆に言うと、こっちの世界にいたウチらが、向こうの世界に２年間も気付けなかったのは、カミオカンデが修理中だったのが大きな要因で、これはもう仕方ないというか、えーと、その』

　この点については、やや自責の念を感じているようで、フォトンは表情を曇くもらせる。

『とにかく、カミオカンデを使えば次元跳ちよう躍やくができるかもしれなくて、ヒッグスをこっちに連れ戻すことができるかもしれないから、協力してほしいなー、っていう話です！』

「……要求の趣しゆ旨しは理解できたよ。詳細な説明、どうもありがとう」

　施設長は礼を告げて、穏おだやかに尋たずねる。

「それで、具体的に、我々は何をすればいいのかな？」

『はい、Ｔ２Ｋ実験リアルタイム観測システムへのアクセス方法を教えてほしいです！』

　フォトンはにこやかに即答した。

「うん、それは無理だ」

　施設長もまた、にこやかに即答した。

『……えっ？』

「話の流れから、予想はついていたよ。ただ、残念ながら、その要求には応こたえられない。特定秘密の漏ろう洩えいに他ならないからね」

「何を言ってるんですか、こんな時に」

「湯ゆ川かわ君」

　思わず熱くなった振しん一いちを、施設長が冷たく諭さとす。

「我々は日本国の特定秘密を担になう組織の一員だ。科学的な論ろん拠きよに乏とぼしい与よ太た話ばなしを全面的に信用して、ホイホイと情報漏ろう洩えいなどできる筈はずがないだろう」

「だって、現に、太た郎ろうがいなくなったんですよ。映像記録も残っているでしょう。こいつらの話を疑う余地なんて、どこにもないじゃないですか」

「それを判断するのは我々でなく、内閣府の役人だ。映像記録と報告書を送って、返事を待つしかない」

「あんな連中に任せたら、何日、いや、何ヶ月かかることか」

「仕方ないだろう。組織とは、そういうものなんだから」

　振一の反論を封じ込めるように、施設長は低い声で付け加える。

「あまり情を持ちすぎるな。あの子たちは、あくまでも、我々の監視対象だ」

　２年前の７月４日、花はな子こと太郎が突然現れた日から、施設長の態度はずっと一貫していた。国家戦略上、この研究がどのような位置づけをされているか考えれば、それはきっと、異論を挟はさむ余地すらない正論だ。

　だからこそ、振一は、その姿勢が気に入らなかった。

　彼にとって、花子や太郎は、監視対象でなく保護対象だったから。

「……フォトン、って名前だったな」

　視線を施設長の方に向けたまま、振一は画面上の少女に語りかける。

「さっきの話を聞く限りじゃ、ネットワーク上の情報を、簡単に入手できるスキルを持ってるように思えたが」

『それにも限度ってもんがありまして。これまで何度かトライしてみたけど、あのシステムのセキュリティ、あまりにも堅くて破れませんでした。さすが国家機密』

「なるほど、それなら良いことを教えてやろう。Ｔ２Ｋ実験リアルタイム観測システムには、専用の端たん末まつを経由しないとアクセスできない」

「……湯ゆ川かわ君、何を」

　施設長の表情が強こわ張ばる。だが、振一は気にする素そ振ぶりも見せない。胸ポケットからスマートフォンのような形状の機械を取り出して、それを花子に放ほうり投げた。

「わ、わっ」

「おう、ナイスキャッチ」

「……シンイチさん、これ」

「俺からのサプライズだ。今度こそ、喜んでくれるか」

　その笑顔は、いかにも父親らしかった。

「フォトンっていうお友達の力で、パスワードくらいは解析できるだろう。あとは任せたぞ」

「君は、自分が何をしているか、わかっているのか！」

　見るに見かねた様子で、施設長が激げつ昂こうした。

「こんな不ふ祥しよう事じが知れたら、どんな処分が下ることか」

「えぇ、もしバレたら大変なことになるでしょう。俺だけじゃなく、施設長も、ね」

　振しん一いちは冷静に応対する。その言葉から、施設長は振一の狙ねらいを察した。

「……まさか、そういうことか」

「幸運にも、この部屋にいた人間は限られています。というか、人間は俺と施設長だけでしたか。お互い墓場まで持って行けば、何とかなるんじゃないですか？」

「……私を共犯者に仕立て上げようというんだな」

「そう怒おこらないでくださいよ、もう情報は漏もれちゃったんですから。覆ふく水すい盆ぼんに返らず、って諺ことわざがあるでしょう」

　してやったり、といった表情で振一が笑う。そんな彼に向かって、グルーオンとフォトンは拍はく手しゆ喝かつ采さいを送っていた。




　　　☆　☆　☆




　突然、青と緑の少女が洞どう穴けつの出口に向かって走り出した。

「わっ、ちょっ、おい！」

　２人の動きをまったく察知していなかった赤の少女は、虹にじの鎖くさりで繫つながれているため、引っ張られて転びそうになる。そんな彼女にお構いなしで、青と緑の少女は立ち塞ふさがるレプトンの警察官へ体当たりをぶちかました。

「ぐぉっ！」

　衝しよう撃げきで数歩後退したが、しかしながら、警察官はそこで踏ふみ止とどまる。魔ま法ほうを使えなければ、所しよ詮せんは非力な少女２人。成人男性をなぎ倒なおして逃走するなど、不可能だった。

「いい加減に諦あきらめろ！」

「無む駄だな抵抗、っていう言葉そのままだな」

「自分たちが一方的に狩る側だと思ってるから、狩られる覚悟ができてないんだ」

　３人を取り囲むレプトンたちが、口々に好き勝手なことを言う。賑にぎやかな酒場みたいに、辺りはガヤガヤと騒さわがしくなって、岩山の外まで声が漏れていた。

「……今です」

　青の少女が小さく合図すると、緑の少女は大きく息を吸い込んで、叫んだ。

「ここに、ボソンと、レプトンの、巣があるよぉぉっっ!!」

　精一杯の力を込めた彼女の声が、洞穴内部で反はん響きようする。

　警察官たちも、赤の少女さえも、きょとんとした表情を浮かべていた。その場にいた者で、誰だれよりも早く彼女の狙いを見抜いたのは、ニュートリノだ。

「……まさか！」

　ニュートリノは洞どう穴けつの出口へ急行する。ニュートリノの位置からは見えず、緑の少女の位置からは見えたもの。それは、付近の空を通りかかったクォークの存在だった。

「……いきなり引っ張られるから、何かと思えば、オレたちの仲間がいたのかよ」

　他の２人から随ずい分ぶん遅おくれて、ようやく彼女たちの狙ねらいを把は握あくした赤の少女は、憔しよう悴すいしながらもニヤリと笑った。

「ボソンが１５０体、レプトンが２００体くらい！　絶好の狩り場だよ！」

　緑の少女はさらに声を張り上げる。視界の端はしに同族を発見した彼女は、少しでも出口に近付いて騒さわぎ立てることで、自分たちの存在を気付かせようとしたのだ。そして、その狙いは見事に成功した。

「おい、それは本当か？」

「確かに、レプトンが沢たく山さんいるな。オスの成体ばかりだが」

「若いメスもいるじゃないか。ただ、あの顔、どこかで見たような」

　クォークの数は、５人。装備や編成からして、ボソン狩りの遠征に来ていたのだろうか。彼らにとって、これ以上ないくらい耳よりな情報である。

「気を付けてください、ここにはパーティクルがいます！」

　今度は、青の少女が叫んだ。その知らせを聞いて、クォークたちの表情は引き攣つる。

「……思い出した。あのレプトン、ニュートリノだよ」

「げっ、あの王女か！　俺たちが勝てる訳ねーだろ！」

　彼らの怖おじ気けづいた様子を察知して、緑の少女は畳たたみかける。

「パーティクルがいるけど、全員は揃そろってない！　こいつら、仲間割れしてるんだ！　大勢で来れば、一いち網もう打だ尽じんにできるから、みんなを連れて来て！」

「……そうは、させません！」

　その言葉が終わる前に、ニュートリノはクォークたちに向かって凄すさまじい速度で飛び込んでいた。彼女の周囲に、つむじ風が巻き起こる。やがて暴風の円筒が形成され、彼女の姿は目視できなくなった。

「やべーぞ、王女が進化する！」

「それなら進化する前に叩たたくだけだ！」

　赤の少女は警戒を呼び掛けたが、クォークの１人は迎げい撃げきする構えを崩くずさない。彼は、どうも氷の魔ま法ほうを使うクォークらしい。右手を突き出して冷気を放つと、そこから急速に氷柱つららが出現し、迫せまり来る竜巻の中心部を目がけて襲おそいかかる。

「ニュートリノ！」

　遅れて洞穴から飛び出したヒッグスが、思わず声を上げた。

　巨大な氷柱が、竜巻を貫通している。その中にいた筈はずのニュートリノは、もう、

「遅おそいですよ」

　クォークの真後ろで、そんなことを囁ささやいていた。

　背から生えた純白の翼つばさ。

　すらりと伸びた手足。

　ニュートリノは、３段階の進化における最終形態に変へん貌ぼうしていたのだ。

「おとなしく、してください」

　直後、凄すさまじい突風が吹く。吹き飛ばされたクォークは、自分の作った氷柱つららに頭をぶつけて気絶した。その情けない背中を眺ながめて、ニュートリノがもう一言。

「……本当に、遅すぎます」

「いや、ニュートリノが速すぎるんだってば」

　ヒッグスが呆あきれたように称しよう賛さんする。彼の記き憶おくには、かつて彼女が戦場を亜光速で、あるいは超光速で、縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回った姿も鮮あざやかに甦みよがえっていた。




《風》を司つかさどる者、ニュートリノ。

　その魔ま法ほうは、存在振動オーソレーシヨン。

　３段階の進化と連動して、彼女は魔力の器の大きさが変化する。第３形態ともなれば、ほとんどのクォークを上回り、汎はん用よう魔法の撃うち合いで負けることはない。

　進化したニュートリノを前に、クォークたちは彼ひ我がの力をなるべく冷静に比較したが、どう考えても自分たちが不利、という結論に達していた。

　第３形態のニュートリノが持つ魔力の器は、平均的なクォーク数人分。１対１の状況に持ち込まれたら、先さき程ほどの１人と同じ末路を辿たどることになる。

　そもそも、彼らは近くを偶然通りかかっただけで、特別な戦せん闘とう訓練を受けた訳でもない。魔力の器だって、平均を下回るサイズしかない。何も抵抗できないボソンを狩るのは容易だが、ニュートリノが相手では、全員で挑いどんでも五ご分ぶまで善戦できるかどうか。

「……レプトンの王女だけでも勝ち目が薄うすいのに」

「もう１人、とんでもないボソンがいるじゃねーか」

　洞どう穴けつから出てきたヒッグスの存在に、彼らも気付いていた。

　すなわち、まともに戦闘をすれば、勝利など望むべくもない。

「この人数では無理です！　一度撤てつ退たいして、応援を呼んでください！」

　１人が再起不能となり、残り４人となった上空のクォークたちへ、青の少女が大声で呼び掛ける。４人は一いつ瞬しゆんだけアイコンタクトを取った後、

「「「「散れぇぇっっ!!」」」」

　それぞれ別の方向へ、全速力で逃亡を図った。

「まずい、逃げられる！」

　ヒッグスは咄とつ嗟さに両手を広げて、ヒッグスの《場》を展開した。

　彼を中心とする球状の空間がクォークたちを吞のみ込んで、ドサ、ドサ、ドサ、ドサ、と音を立てて地面に墜つい落らくする。彼らと同様、魔ま力りよくの器を巨大化させていたニュートリノも、魔力を質量に変換されて何もできなくなっていた。

　ふと、ヒッグスは違和感を覚えた。

　空中を飛行していたのは、４人のクォークとニュートリノの計５人。落下音は、計４人分。計算するまでもなく、足りないのだ。

「どこだ、もう１人はどこに」

　凄すさまじい質量の増幅によって、ヒッグスの首には危険水準の負荷がかかっていたが、そんなことを気にしている場合ではない。鬼のような形相で残りのクォークを探し、遥はるか遠く、地平線に向かって小さくなっていく後ろ姿を発見した。

　ヒッグスの《場》は、時間的・空間的に有限である。これが無限に広がることは、世界から魔法という概がい念ねんが奪うばわれること、すなわち崩ほう壊かいを意味する。ヒッグスが理性のコントロールを保っている限り、その制約が解除されることはない。

　では、あのクォークを逃がさないためには、どうすればいいか。

　少なくとも、ヒッグスの《場》を展開したままでは何もできない。彼はすぐに《場》を収束させて、加圧トレーニング直後のような疲労感を覚えつつ、クォークが逃げた方角に向かって飛び出そうとしたが、

「……いや、駄だ目めだ」

　寸前で思い留とどまった。

　ここには３人のクォークがいる。自分がこの場から離り脱だつしたら、この３人は自由に動き回れてしまう。本ほん末まつ転てん倒とうではないか。

「……それなら」

　ヒッグスは次の策を捻ひねり出す。自分以外に、逃げたクォークを追い詰めることができる者。それはニュートリノしか考えられない。ニュートリノは光速をも超えていく。今から追跡しても間に合うだろう、という希望を見みい出だしたところで、

「……ヒッグス様、いけません」

　彼は現実を目まの当たりにした。

「あのクォークを追うことは不可能です。ここに撃げき墜ついした３人だけでも逃がさないよう、もう一度《場》を展開してください」

　そう訴うつたえるニュートリノの姿は、随ずい分ぶんと弱々しく、また、随分と幼く見えた。

　彼女の四し肢しは元に戻り、背中の翼つばさも消えている。

　第１形態にまで、退化していたのだ。

　第３形態のニュートリノは、魔力の器が一般的なクォークよりもずっと大きい。その状態でヒッグスの《場》に吞のみ込まれてしまったため、彼女の体内には甚じん大だいな質量が発生し、重圧で磨すり潰つぶされるようなダメージを受けていた。

　進化状態を保つことなど、到とう底てい不可能。再び存在振動オーソレーシヨンを起こすにも、気力と体力と魔ま力りよくの回復を待つ必要があり、すぐには難しい。

　質量起源マスギビングは、最後のパーティクルに与えられた、最後の魔法。

　すべてを壊こわし、すべてを奪うばい、すべてを傷つける諸もろ刃はの剣つるぎ。

　自身の背負った恐ろしい運命を、もっと強く、自覚しなければいけなかったのだ。

「……わかった、あのクォークの収容は断念する」

　地平線の彼方かなたに消える小さな点を、ヒッグスは悔くやしそうに見つめる。逃亡を許したこと、というよりも、ニュートリノを傷つけたことも含め、包ほう括かつ的てきな自責の念にかられていた。

「だけど、もう《場》は展開しない」

「……ヒッグス様？」

　戸と惑まどうニュートリノを尻しり目めに、ヒッグスは汎はん用よう魔法を使い、地面にうずくまっていた３人の身体からだを空中に浮かせた。

「……な、何を」

「悪いけど、しばらく牢ろうに入ってもらう」

　３人の身体は一いつ箇か所しよに寄せられ、ふわりと軟着陸した。不思議そうにヒッグスを観察していたクォークたちは、次に彼が取った行動で、死の恐怖に晒さらされる。

　見上げるほどの巨大な岩石が、まるで風船みたいに浮かんでいた。

　ヒッグスが指先を小さく動かすと、岩石は３人の方へ水平に移動していく。

「……殺される」

　クォークの１人が、すべてを諦あきらめたような口調で呟つぶやいた。近付いてくる岩石は、彼ら全員の骨身を簡単に粉ふん砕さいするだろう。神の子と呼ばれるボソンと、最下層に近いクォークでは、象が蟻ありを潰すような力関係にしかならない。

「……なんで、俺たち、死ななきゃならないんだ」

「たまたま通りかかっただけで殺されるなんて、理り不ふ尽じんだろ」

「そんなこと言ってないって、勝手にクォーク殺しのレッテルを貼はらないでよ」

　クォークたちの悲観に修正を求めたのは、ヒッグス本人だった。

「この岩は、こうやって加工するんだよ」

　そう言って、ヒッグスは炎の魔法を繰くり出す。見慣れた汎用魔法を、見たことのない威力で発動され、クォークたちは目を白黒させた。適切な温度に調整された灼しやく熱ねつの炎が、岩石の底を炙あぶって溶かす。底部に大きな穴が空あき、じわじわと内部へ熱が侵食していった。

　頃ころ合あいを見計らって、今度は氷の魔法。ドロドロの溶岩を急速に冷却し、底面から内側に繫つながる空くう洞どうを固定化させる。

　コロンブスの卵は、先せん端たんをほんの少し割ることで自立する。その隙すき間まから黄身と白身を取り出して、中身をスカスカにしたような状態。それが、加工を終えた岩石の姿だった。

「……これは？」

「牢ろう屋やだよ、急ごしらえの」

　ニュートリノの質問に短く答えてから、ヒッグスは加工物をゆっくりと地上に降ろす。底面の穴が３人をすっぽりと包み込んで、内部の空くう洞どうに閉じ込めた。

『い、生きてるぞ俺たち、殺されなかったのか』

　薄うすい壁越しにクォークたちの声が漏もれ聞こえる。一仕事を終えたような心地で、ヒッグスは束つかの間まの満足感を覚えた。

「３人が回復して魔ま法ほうを使えるようになったら、すぐに破られるだろうけど、とりあえず時間稼かせぎになればいい。もうすぐ、ここは戦場になるかもしれないから」

　もう１人のクォークが消えていった地平線の彼方かなたを、溜ため息いきを吐ついて、じっと眺ながめる。

　不安要素は多い。

　ニュートリノの魔法は、個別のクォークを撃げき破はすることに長たけているが、多くの敵を相手とする戦せん闘とうには不向きだ。何より、魔力の器のサイズを大きくして優位に立つ戦術は、ヒッグスの魔法と相性が悪い。

　また、再起不能としたクォークの扱あつかいも問題だ。どれだけダメージが蓄ちく積せきされても、生きている限り、クォークはいずれ回復して再び魔法を使う。自分たちを除くレプトンやボソンの民には、彼らを収容しておくことも困難だろう。

　これらの問題を解決する方法が、２つほどヒッグスの頭に浮かんでいた。

　１つは、なるべく残ざん虐ぎやくな方法でクォークを殺さつ戮りくすること。１対１の勝負を数回繰くり返せば、クォークの死し骸がいを積み上げることも不可能ではない。むごたらしい虐殺ショーを見せつけ、敵の戦意を喪そう失しつさせる方法は、寄せ集めの傭よう兵へい軍団などに極きわめて有効だ。

　しかし、ヒッグスは当然、そんな手段を講じたくない。

　では、もう１つの方法は何かと言えば、

（……グルゥが、ここにいてくれたら）

　仮定の上にしか成立しない、砂上の楼ろう閣かくだった。

　質量起源マスギビングと色荷結合カラーフオース。かつての世界において、このコンビネーションが、レプトン・ボソン同盟側に連戦連勝をもたらしたのは事実だ。

　しかし、今、この世界にグルーオンはいない。

　現有戦力だけで、乗り切るしかないのだ。




　　　☆　☆　☆




『いやー、人類の研究者たちは凄すごいなー』

　フォトンがしみじみと呟つぶやいた。

『この宇宙の物理法則は、パーティクルの魔ま法ほうをもとに再構築された。その仕組みを、ニュートリノの《振動》みたいに、魔力の概がい念ねんを使わないで説明しようとしてるんだから』

「……まぁ、頭が良いよねぇ」

　グルーオンは小さく頷うなずいた。彼女にとって、最も身近な研究者は振しん一いちである。いつも適当なことばかり言っているようでいて、実際には、論理的思考力が恐ろしく高い。

『人類の頭が良いおかげで、ウチらはニュートリノの魔法と同じことができそうなんだ。感謝しないといけないなー、これは』

「……つまり、行けそうな感じ？」

『うん、行けそうな感じ』

　グルーオンが期待を込めて問いかけると、フォトンは自じ慢まんげに答えた。

『色々調べてみたけど、このシステムは本当に凄いねー。カミオカンデ内部で測定されるチェレンコフ光の微少な推移から、ニュートリノが光速を超える瞬しゆん間かんと、ニュートリノが振動する瞬間を、確率的に予想することができるんだ！』

「え～と、うん、スゴイネ！」

『……わかってないなら、素直にそう言ってもいいんだよー？』

「……はい、意味不明です」

　フォトンは少し考え込むような仕草をしてから、説明を始める。

『そもそも、ニュートリノが他の宇宙にある世界と行き来できる原理、説明できる？』

「……すっごく速いから？」

『……一応、正解かなー。学校のテストなら△を付けて１点だけど』

　やや呆あきれた様子で、フォトンが続ける。

『魔力のある世界で飛び回るときの速度は、クォークもレプトンも、ボソンの中で例外的に飛行できるウチらみたいなのも、それほど大差がない。ところが、ニュートリノが存在振動オーソレーシヨンによって急激に進化すると、そのスピードは誰だれも追い付けないほど速くなる』

「……フォトンの光よりも速いんだよね、確か」

『いつでも光速を超えられる訳じゃないよー。スピードが限界点に達するタイミングと、進化のタイミング。２つの条件が揃そろったとき、ニュートリノは光を超える。つまり、時間の流れも飛び越えるんだ』




　その現象については、タイムマシンの実現可能性という文脈で、人類も研究を行ってきた。

　光よりも速く移動する物質があれば、それは時間の流れを逆行することになる。この原理を応用すれば、過去や未来を自由に行き来することができる筈はずだ。

　しかし、実際は、この宇宙に光速を超える物質など存在しない。したがって、タイムマシンの発明は不可能である。

　アインシュタイン博士の相対性理論は、基本的にこのような立場を取っていた。亜光速移動によって相対的に時間の進行速度を遅おくらせる、広義のタイムマシンは実現できるとしても、過去や未来における任意の時点へとリープする、狭きよう義ぎのタイムマシンは実現できない。

　──光速を超える、それこそ魔ま法ほうのような物質が発見されない限りは。




『同じ宇宙の中だけなら、ニュートリノが飛び越えられるのは、せいぜい２～３分のわずかな時間しかない。だけど、別次元の宇宙が同じ時間軸上に並行して存在するなら、その次元の壁は比較的容易に飛び越えられる。時間っていう概がい念ねんと、次元っていう概念は、本質的な意味で同じものだからねー』

「え～と、うん、同じものだよね」

『……本当にわかってる？』

「……たぶん、何となく」

『まぁ、何となくでもいいや、この際。大事な点はそこじゃなくて、ニュートリノはそういう原理で次元を飛び越えていて、カミオカンデはそういう現象を起こす実験をしてる、ってことだから』

「なるほど～。人類って、凄すごいんだ！」

『まったく同じこと、さっきウチが言ったけど』

　苦笑しつつ、フォトンが話を元に戻す。

『そいで、このリアルタイム観測システム。これが凄いんだよー。喩たとえるなら、的中率がとんでもなく高い天気予報、って感じかなー。午前９時27分15秒の降水確率は41％でしょう、っていうレベルの』

「……それは、本当に凄いね」

　今度こそ腑ふに落ちた様子で、グルーオンが頷うなずいた。

『システムの予想だと、今から52分34秒後、65％の確率で超光速移動が、73％の確率で振動が観測される。両方とも同時に発生する確率は、大体５割くらいかなー？』

「２つのタイミングが重なったら、次元を超えるチャンスなんだよね？」

『そういうこと！　少なくとも24時間以内には、他に期待できそうなタイミングが見当たらないから、このチャンスを逃のがす訳にはいかないねー』

「……そうだね」

　端たん末まつを握にぎる手に、思わず力が入る。グルーオンの心拍数は、ぐいぐい上昇していた。







　九章




　Ｔ２Ｋ実験リアルタイム観測システムが予想したとおりの時刻、カミオカンデ内部でニュートリノの超光速移動と振動が同時発生した。その現象は、異次元の宇宙へ繫つながる時空の歪ゆがみをもたらす。

「……えっと、ここは？」

　ぐにゃり、と歪んだ空間に飛び込んで、しばらく目を回していたグルーオンは、焦しよう点てんの定まらない視界で荒野を眺ながめていた。

「グルゥ、目を覚ましたみたいだねー」

　近くから話しかけられて、そちらへ振り向く。

「……フォトン？」

　２つの理由で、グルーオンは混乱した。

「えっ、なんでここにいるの？」

「んーと、グルゥが心配だから、来ちゃった！」

「ていうか、なんで実体化してるの？」

「んーと、気が付いたら！」

　混乱の要因を問い詰めても、ほとんど解消されない。狼ろう狽ばいするグルーオンとは対照的に、当の本人は笑いながら自分の肉体を撫なで回し、１３８億年ぶりの感触を確かめている。

[image: ]

「たぶん、この世界には魔ま力りよくがあるから、自然と身体からだが生成されたのかなー」

「……そんなこと、あるんだ」

「考えてみれば、ニュートリノも身体を持ってたんだよねー。グルゥは魔力のない世界で実体化したから大変だったけど、魔力のある世界で実体化すれば簡単だったみたい」

　フォトンはしみじみと語る。

「ニュートリノもそうだし、迷い込んだらしいクォークの３人組も、魔力のない世界で実体を保ってた。そう考えると、一度実体化しちゃえば思念体には戻らないのかも。うわー、正直、かなりショックだよー」

　そんな話を聞きながら、この世界がどういう世界なのか、グルーオンは改めて実感する。

「私たちが生まれた世界と同じ、魔力のある世界、なんだね」

「だって、ほら、ウチら飛んでるし」

　グルーオンは、自分の足が地面から離はなれていることに、ようやく気付いた。

「……本当だ。全然意識してなかった」

　彼女たちにとって、空を飛ぶことは、驚おどろくような話ではない。久しぶりに一輪車に乗った、くらいの感覚と大差ないのだ。

「要するに、私たちは次元を超えられたんだ！　ここまでは大成功、次はヒッグスとニュートリノを捜さなきゃ。知らない土地での人捜しは、大変そうだけどねー」

「う～ん、どこから捜せばいいのやら」

　そんな話が出た直後、遥はるか遠くの空に、グルーオンが何かを発見した。

「……あれって、何だと思う？」

　北東から南西に向かって、数十、いや、数百の人影が、隊列を組んで移動している。

「全部、クォークだ」

「やっぱり？」

　フォトンは卓越した視力で、眼鏡越しに、クォークたちの姿を確認した。しばらく考え込んでから、彼女はグルーオンに一つ提案する。

「……グルゥ、あの集団の後を追ってみる？」

「うん、私もそう言おうとしてた」

　グルーオンは険しい表情で呟つぶやく。

「だって、まるで、ボソンやレプトンと戦争を始めるみたいな雰ふん囲い気きだし」




　　　☆　☆　☆




　地平線の向こうから現れたクォークの数は、予想通り、３桁けたを超えているようだった。

「まぁ、当然、あれくらいは連れて来るか」

「中ちゆう途と半はん端ぱな数で挑いどんでも勝負にならない、という考えでしょう」

　ヒッグスとニュートリノは、洞どう穴けつの入り口を背に、少しずつ大きくなる数百の影を見み据すえる。ここを突破されたら、集落に住むボソンの民は、クォーク社会の奴ど隷れいとして連行されてしまうだろう。レプトンの民も、無事でいられる保証はまったくない。

「それにしても早かったな。急いで避ひ難なんしてもらわなくて、正解だった」

　自分の判断が間違っていなかったことを確認して、ヒッグスは胸を撫なで下ろした。

　逃亡に成功したクォークが、緑の少女の要請通りに行動するなら、すぐに戻って来る可能性が高かった。ボソンの居住地を襲しゆう撃げきする狙ねらいなのだから、別の場所へ避難されては、まったくの無む駄だ足あしになってしまう。準備に手間取っている場合ではないのだ。

　その前提で考えると、大おお慌あわてで集落ごと引っ越してしまう、という選択が最も危険になる。ボソンやレプトンの民が地上に出たところで、クォークと鉢はち合あわせになってしまったら、彼らを守りながら戦せん闘とうに臨まなくてはならない。はっきり言って、至し難なんの業わざだ。

　以上の理由から、集落に避難指示は出さず、彼らは洞穴の外で敵襲を待ち構えていた。地上で戦闘を繰くり広げるなら、岩山の中に留とどまることは、むしろ安全第一の策となる。

　もちろん、安心できる状況などではない。クォークに場所を知られた以上、戦闘終了後には大移動を敢かん行こうする必要がある。

　そのためには、クォークが第二第三の部隊をしばらく送り込めないくらい、圧あつ倒とう的てきな勝利が条件だ。

　皆殺し。

　物ぶつ騒そうな単語がヒッグスの頭に浮かぶ。一番わかりやすくて、一番選びたくない結末だ。

「……ヒッグス様」

　そんな彼の思考を見抜いたように、ニュートリノが助言する。

「多少の犠ぎ牲せいが出ることは仕方ありません。レプトンやボソンの民を守るためです」

「確かに、それは正しいと思うよ」

　少しだけ口角を上げながら、ヒッグスはニュートリノに語った。

「でも、まずは話し合いだ。もっと良い解決策があるかもしれないから」

「……そうですね」

　２人は互いに頷うなずいて、それから視線をクォークの一団へと戻す。程ほどなくして、彼らは岩山の近くまで到着した。




「あなた様が、かの有名な、ヒッグス王でございますかぁ？」

「……その通り、俺がヒッグスだ」

「おっほぉ～、これはこれは。お目にかかれて光栄でございます」

　数百人の先頭に立つクォークが、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいとしか言いようのない口調で話しかけてきた。若い男だが、その鋭するどい目つきは老ろう獪かいさを感じさせる。ニヤニヤ笑う男とは対照的に、後ろに並ぶ他のクォークたちは、顔色が優すぐれない様子だ。

「おい、ヒッグス王だと？」

「そんな大物がいるなんて、聞いてないぞ」

「俺たちが勝てる訳ねーだろ、そんな」

　ざわつき始めた一団を、

「やかましいぞ、貴様らぁ！」

　先頭の男が振り返って恫どう喝かつする。その剣幕に押され、クォークたちは一斉に口を閉じた。

「いやぁ、お恥はずかしい。寄せ集めの連中で、練度と統率が少しばかり足りませんが、ご承知置きを」

「……なるほど」

　一連のやり取りから、ヒッグスは相手の戦力を分析する。

　短時間でこれだけの人数を集めれば、やはり無理が生じる。訓練された精せい鋭えい部隊を用意することはできず、傭よう兵へいを中心に頭数だけ揃そろえたのだろう。綿密な作戦を立てる時間もなかった筈はずだ。それどころか、こちら側に誰だれがいるか、そんな最低限の情報共有さえ省略して出発したと思われる。

「そんなに急いで来なくても、こっちは良かったんだけど」

「時は金なり、と言いますからねぇ。ボソンの巣を見つけた、今がチャンスだ、という情報が耳に入りまして、居ても立ってもいられなかったんですよぉ」

「そうだよ、間違いなく今がチャンスだ！」

　２人の会話に割り込む声。その主は、虹にじの鎖くさりに繫つながれたうえ、レプトンの警察官に取り囲まれた、緑の少女だった。

「こいつら、パーティクルが全員揃ってないんだ！　ヒッグス王とニュートリノだけなら、数の力で押し切れる！」

「……グルーオンがいない、ってことだなぁ？」

「そうだよ、グルーオンは別の世界で置き去りにされてる！」

「……それだけ確認できれば、十分だぜぇ」

　クォークの男は舌なめずりをした。

「ヒッグス王。あなた様の魔ま法ほうについては、世界崩ほう壊かい前の記録をもとに、我々もたっぷり研究していましてねぇ。虹の鎖を作る親衛隊長様がご不在では、戦略の幅も、随ずい分ぶんと狭せばまるんじゃございませんかぁ？」

「やはり、グルーオンはクォークと結けつ託たくしていたのですか」

　ニュートリノが数歩前進して、彼を詰きつ問もんする。

「……はぁ？」

　しかし、反応は鈍にぶい。

「グルーオンを寝返らせて、ヒッグス様が記き憶おくを取り戻さないよう、妨ぼう害がい工作を仕掛けたのでしょう」

「何をどう勘かん違ちがいしているか理解しかねますが、そのような事実はございませんねぇ」

「……えっ？」

　その返答はあまりにも自然で、噓うそを吐ついているようには見えなかった。ニュートリノの顔に困こん惑わくの色が宿る。

「仲間割れを起こしている、というのも本当みたいですねぇ。好都合ですよぉ」

「グルゥがいないのは事実だけど、こっちにはパーティクルが２人もいる。何百人で来ても、ここは絶対に通さない。ボソンやレプトンの民は、必ず守ってみせる」

「そうですよねぇ。その奥に、大きな巣があるんでしょう？　我々に襲おそわれたら、みぃんな、こんな風になっちゃいますからねぇ」

　クォークの男が合図すると、後方から３人の子どもたちが現れた。全身が傷だらけで、瞳ひとみの焦しよう点てんは定まらず、革製の首輪を付けられていた。

「……なっ！」

「ボソンのガキどもです。奴ど隷れい商人のところで、何人か調達してきたんですよぉ」

　ボソン狩りに遭あった者の末路は、総じて悲ひ惨さんだ。遠い記き憶おくの中ではなく、目の前で見せつけられた光景に、ヒッグスは少なからず衝しよう撃げきを受けた。

「もちろん、意味もなく連れて来た訳じゃございません。このガキどもは、我々がヒッグス王に殺されないための、盾たてにしようと思いましてねぇ」

「……盾？」

「親衛隊長様がご不在の状況下で、我々にとって最も恐ろしい魔ま法ほうは、質量起源マスギビングより、むしろ汎はん用よう魔法でございます。ヒッグス王はとんでもない魔力の器をお持ちですからねぇ。シンプルな魔法で力比べが始まったら、我々のような雑ざ魚こどもは皆殺しでしょう」

「だから、その子たちを人質として連れて来たんだな」

「そういうことになりますねぇ。我々も、自分の身を守らないといけませんから」

　この男は賢かしこい。いや、小こ賢ざかしい。

　限られた情報から相手側の状況を把は握あくし、そのうえで的確な策略を練っている。もっとも、その手段は卑ひ劣れつ極きわまりないもので、決して許す訳にいかない。

　ヒッグスは努めて冷静に相手を観察していたが、そろそろ我が慢まんできなくなっていた。




「……それなら、こうだ！」

　一言だけ吐はき捨てて、ヒッグスはクォークの集団に正面から突っ込んでいった。比較的密度の高い隊列に並んでいたクォークたちは、一部が怖おじ気けづいて逃亡を図る。しかし、先さき程ほどとは違って、まだ射程圏内だ。

「全員、潰つぶれろぉっ！」

　ヒッグスの《場》を、展開。

　すべてのクォークたちが、一いつ瞬しゆんにして、暗くら闇やみへと吞のみ込まれていく。

　この空間は、魔ま力りよくの器を持つ者だけを痛めつける。自分自身のダメージも避さけられないが、少なくとも、ボソンの子どもたちは傷つかない筈はずだ。

　だが、ヒッグスの読みは外れた。

「……かっ、はっ！」

　子どもたちの苦しそうな声が聞こえる。驚おどろいたヒッグスがそちらを見ると、目を背そむけたくなるような光景があった。

　子どもたちが、首を絞しめられながら、落下しているのだ。

　首輪から繫つながれた鎖くさりの先は、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな男の手に握にぎられていた。彼が持つ魔力の器は、この集団の中でも、おそらく最大だろう。変換された質量の重みで男が墜つい落らくする力は、子どもたちの頸けい部ぶを締しめ上げる力と等しかった。

「まずい、このままじゃ！」

　ヒッグスの《場》を、収束。

「けほっ、けほっ、けほっ！」

　３人の子どもたちは咳せき込んでいたが、命に別状はなさそうだ。とはいえ、もう少し収束が遅おくれたら、どうなっていただろうか。

　幼い命が３つも同時に奪うばわれる。しかも、間接的に自分が殺したことになる。

　そんな地じ獄ごく絵図を想像して、ヒッグスは顔を歪ゆがめた。

「いやぁ、咄とつ嗟さの判断、お見事でございました」

　クォークの男が、わざとらしく拍手する。質量による負荷を彼が全身に浴びたのは、ほんの一瞬だけ。肉体的なダメージは微弱だったようだ。

「……最初から、ここまで計算していたんだな」

「どうでしょうかねぇ。ご判断は、ヒッグス王にお任せしますよぉ」

　男は挑発的な笑みを浮かべる。ヒッグスが彼と対たい峙じしている間に、地面へと叩たたき落とされた他のクォークたちも、徐々に起き上がりつつあった。




　　　☆　☆　☆




　ヒッグスを取り囲むクォークたちが、各属性の魔法を次々に放つ。ひとつひとつの威い力りよくは小さなものだが、敵の数があまりに多すぎる。

「……ぐっ！」

　何度目かの被弾は、急所に直ちよく撃げきした。細かいダメージも、10回、20回、30回と積み重なれば致命傷だ。

　汎はん用よう魔ま法ほうによる攻撃も、質量起源マスギビングによる《場》の展開も封じられ、クォークの魔法を避さけることしかできない状況。そこに打開策を見みい出だせないまま、ヒッグスは焦あせりを募つのらせる。

「おいおい、もしかしてオレたち優勢なんじゃないか？」

「……ワタクシたちは、何もしていませんよ」

　地上から戦せん闘とうを眺ながめていた赤の少女が、まるで当事者のように語り出したので、青の少女は柔らかく注意した。

「しかし、クォーク側が優位に立っているのは事実だと思います。あれだけ対策を講じられては、さすがのヒッグス王も打つ手がないでしょう」

「それって、ボクたちが頑張ったからだよね！」

　緑の少女が、クォークの男に向けてアピールする。こちらも図々しい態度だが、青の少女はまったく注意しない。

　そのアピールこそ、彼女たちが一連の行動を起こした目的だったから。

「この一件、ワタクシたちの功績も認めてくださいませんか？」

「あぁ、ちゃんと感謝してるぜぇ」

「でしたら、ボソン狩りが成功した暁あかつきには、ワタクシたちのお引き立てを」

「……はぁっ？」

　極きわめて不愉快そうに、男は声を張り上げた。

「あぁ、そういう話かぁ。くだらねぇ。役立たずのカスが寝ぼけたこと言ってんじゃねぇぞ」

「……えっ」

　青の少女は、顔面から血の気が引いていくのを感じた。

「虹にじの鎖くさりに捕まって、このまま帰っても奴ど隷れい以下の底辺だから、せめて手柄を挙げて地位を上げてもらおう、とか考えたんだろうけどなぁ。そんなに甘くねぇんだよ、ゴミどもが！」

　その手に握にぎった鎖を、男は乱暴に引っ張る。

「きゃっ！」

　ようやく回復しつつあったボソンの子どもたちが、短く弱々しい悲鳴を出した。

「魔力の器が大きいほど偉い、っていうクォークの決まりはわかってるよなぁ？　魔法が使えねぇなら、お前らはこいつらと同等だ。いや、虹のせいで３人セットじゃねぇと何もできねぇから、１人の価値はこいつらの３分の１だ」

「……ボクたち、せっかく頑張ったのに」

「無む駄だな努力、ご苦労さん！」

「……そんな」

　３人の表情は、本格的な絶望に支配されていた。

　クォークの社会には二度と戻れない。その現実を改めて突き付けられ、生への活力を失ったような顔をしていた。

「さて、余計な茶番をお見せして申し訳ございませんでしたねぇ」

　彼女たちへの関心を失った男が、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな態度に戻ったところで、




「なるほどねー。新しい世界でも、クォークは相変わらずだなー」




　死角から声をかけられた。

「だっ、誰だれだぁ？」

　振り向いた先にいたのは、眼鏡をかけたボソンの少女。

「どーも、こんにちは。フォトンという者です」

「……噓うそ、だろ」

　男は愕がく然ぜんとした表情を浮かべた後、激げつ昂こうした様子で３人組に怒ど鳴なり散らす。

「どうなってんだ、パーティクルは２人しかいないんじゃなかったのか、おいっ！」

「んー、事情はよく知らないけど、あんまり怒おこらないであげてねー。ウチら、ちょうど今到着したところなんで」

　その一人称は複数形だった。嫌いやな予感が走り、男がヒッグスの方に振り返ると、もう１人のパーティクルが現れていた。

「……ハナ、じゃなくて、グルゥ」

　予期せぬ人物の登場に、ヒッグスは目を丸くする。

「いや、別にハナでもいいのか。あれっ、えーっと、どっちで呼べばいいんだ？」

「ふふっ、迷っちゃうよね。でも、迷ってくれて、ありがと」

「……それは、何に対する感謝？」

「湯ゆ川かわ花はな子こっていう私を、まだ認めてくれてたことに対して」

　その言葉に込められた真意を、ヒッグスは読み取ることができなかった。




　クォークとの交戦中、突然現れた２人。グルーオンがクォーク側に裏切った、と考えていたニュートリノにとって、これ以上ないくらい疑わしい偶然だった。

「……グルーオンと、フォトン」

「お久しぶりです、ニュートリノ様！」

　元気よく返事をしたのは、フォトンの方だ。

「あなたたちが、何な故ぜここに？」

「カミオカンデの力で、次元を跳ちよう躍やくして参りました！」

　質問の趣しゆ旨しからは若じやつ干かん外れていたが、これはこれで、ニュートリノを驚おどろかせる答えだった。

「……まさか、そんなことが」

「この宇宙を造り出すほどの技術力、侮あなどれませんよー。人類の力だけじゃ、その技術をうまく使いこなせないみたいですけどねー」

　人類が意図せずに新たな宇宙を創出してしまったことは、ニュートリノも知っていた。技術的な問題について納なつ得とくしたところで、彼女は核心へと迫せまる。

「そこまでして、ここに来た目的は？」

「幾いくつかあるんですけど、一番は、グルゥにかけられた疑惑を晴らしたくて」

　そこまでお膳ぜん立だてをしたところで、フォトンはグルーオンに目で合図した。小さく頷うなずいて、小さく息を吸って、グルーオンがニュートリノに訴うつたえる。

「……私は、クォークに寝返った訳ではありません」

「では、ヒッグス様の記き憶おくが戻らないよう画策していたのは何な故ぜですか？」

　ニュートリノの言葉には、不信感が色濃く滲にじんでいる。断罪する者から断罪される者へ注がれる視線の冷たさに、グルーオンは心が折れそうになった。

「……それは、その」

「また言えないのですか？」

「いえ、言います！」

　ここで口を閉ざしてしまったら、すべてが台無しだ。代わりに目をぎゅっと閉じて、両手の拳こぶしをぎゅっと握にぎって、腹筋の辺りにぎゅっと力を込めて、グルーオンは叫ぶ。




「ヒッグスを、私だけのものにしたかったんです！」




「……えっ？」

　色恋に極きわめて鈍どん感かんな少年は、１３８億年の時を経て、ようやく彼女の気持ちを知った。

　告白の機会を逃のがした少女は、１３８億年の時を経て、ようやく彼に伝えることができた。

「だから、何も覚えていないヒッグスと一いつ緒しよに、あっちの世界で実体化したんです。２人とも新しい名前を貰もらって、もう永遠に、過去なんて思い出さず生きていこうと思ったんです。元の世界が崩ほう壊かいする前から、ずっと、そんな日が来ることを夢見てたんです」

　幼おさな馴な染じみの口から、秘密にしていた感情が溢あふれ出す。一方、婚約者の顔には、何とも複雑な表情が浮かんでいた。

「まー、身勝手な理由としか思えないかもしれませんが、どーかお許しください」

　あまり緊きん張ちよう感かんのない口調で、フォトンがグルーオンを擁よう護ごする。

「信じて頂けないかもしれませんけど、人類が新しい宇宙を造ったことにウチらが気付いたのは、２人を実体化させた後の話なんです。ヒッグスの魔ま法ほうがまた必要になるなんて、想像できなかったんですよー」

「私のせいで、ニュートリノ様にも、ヒッグスにも、この世界で生まれたボソンやレプトンにも、沢たく山さん迷惑をかけたんだと思います。本当に、ごめんなさい」

　謝罪の後、固く閉ざした目をゆっくりと開いて、グルーオンは主張を繰くり返す。

「でも、私はボソンやレプトンの敵になった訳ではありません。それだけは、誤解を解かせてほしかったんです」

　ニュートリノは何も言えなかった。混乱していた。レプトン国の王女として、ヒッグスの婚約者として、自分が今どうすべきなのか見当もつかない。そんな精神状態に彼女が陥おちいるのは、滅めつ多たにないことだった。

　そんな彼女に向けて、グルーオンはまっすぐな視線を送っていたが、その方向を不意に逸そらした。３６０度、全方位に散らばるクォークたちの位置を確認してから、力強く宣言する。

「言葉だけで足りないなら、行動で、証明してみせますから」

「……行動、って？」

　まだ呆ぼう然ぜんとした表情のまま、ヒッグスが呟つぶやく。

　そんな彼に向かって、グルーオンは優しく微ほほ笑えんだ。

「ヒッグスの《場》を展開するところ、さっき見えた。もう、全部、思い出したんだよね？」

　彼の碧へき眼がんをじっと見つめながら、もう一言。




「でも、その魔ま法ほうは、私と一いつ緒しよの方が効果的じゃない？」




　グルーオンの意図を汲くみ取り、ヒッグスの瞳ひとみに力が込められた。

「……なるほど。確かに、そうだった」

　事態を察知したクォークたちが、ようやく慌あわて始める。

「おい、まずいぞ、逃げ」

「もう遅おそい！」

　ヒッグスの発声と同時に、再び《場》が展開された。

　重苦しさが充満した無色の空間で、数百人のクォークが沈んでいく。その一方、２人のボソンだけは《場》を軽快に飛び回っていた。
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「危ない、危ない。また首が絞しまっちゃうところだった」

　フォトンは子どもたちを抱えて、その首輪から伸びる鎖くさりを断ち切った。

「ぐおおぉぉっっ!!」

　千ち切ぎられた鎖の先を握にぎっていたクォークの男は、闇やみの中で真っ逆さまに墜つい落らくしていく。その身体からだが着地する瞬しゆん間かん、火薬庫の爆ばく発はつみたいな重低音が響ひびいた。

「子どもを盾たてにするなんて、本当に酷ひどい発想だなー、まったく」

　呆あきれと怒いかりを混ぜ合わせた表情で、フォトンは彼の落下地点までゆっくりと下降する。男は背を丸め、いかにも苦しそうだ。

「……おねえちゃん、ありがと」

「おー、お礼が言えて偉いねー。このクォークより人格が出来てる」

　自分たちが助かったことを理解したのだろう。ボソンの子どもたちに、僅わずかながら、笑顔が戻っていた。ボソン同士の醸かもし出す和なごやかな雰ふん囲い気きは、呻うめき声を漏もらすクォークの様子と対照的だった。

　空を飛べないボソンの子どもたちを地面に下ろし、せっかく近くまで来たので、鎖くさりを握にぎったままの男を思いっきり蹴け飛とばす。

「がっ！」

「あの子たちは、もっと痛くて苦しい思いをしたんだからねー。反省しなさい！」

　何となく満足したところで、フォトンはニュートリノの元へと向かった。

「……大だい丈じよう夫ぶですかー？」

「……大丈夫です。振動を起こさなければ、押し潰つぶされる心配はありませんから」

　第１形態のニュートリノが持つ魔ま力りよくの器は、一般的なレプトンと同じくらい。魔力を質量に変換されても、膝ひざに手をついて歩くことくらいは可能である。

　ただ、フォトンにとって、それでは困るのだ。

「グルゥの誠意をお見せしたいので、ちょいと失礼しますねー」

「急に、何を、ひゃっ」

　ニュートリノの同意も待たず、フォトンは彼女を担かついで浮上した。質量の増したレプトンを持ち上げるのは大変そうだが、文句も言わないで、ぐんぐんと高度を上げていく。

「ニュートリノ様、見えますかー？」

「……これは」

　彼女の目に飛び込んできたのは、真っ暗な大地に咲く、数え切れない虹にじの花。真夏の夜空に花火を乱れ打って、それが全部消えずに残っているような、美しい光景だった。

「確か、54組目！」

　グルーオンが声を張り上げると、周囲に形成された光の輪が、地面にうずくまった３人のクォークを貫つらぬいた。魔ま力りよくの器から色が奪うばわれて、真っ白になっていく。

　色荷結合カラーフオースが成立するためには、あまり大きくない円周上に２～３人程度のクォークが位置している必要がある。条件を満たす場所を探して、グルーオンは休む間もなく、真っ黒な空間を華か麗れいに飛び回った。

　それは、もはや戦せん闘とうではない。

　虹の花を咲かせる舞踊のようだ。

「これで、たぶん、最後！」

　何十回目かの色荷結合カラーフオースを発動したところで、グルーオンは満足げに汗を拭ぬぐった。充実感に溢あふれた表情で、真っ先にヒッグスの方へと振り返る。

「……見ててくれた？」

「他に何を見てろって言うんだ、こんな場所で」

　ヒッグスはそう答えて、真っ暗な空間を見渡した。

「……私、役に立ったでしょ？」

「否定しようのない質問ばっかりだな」

「それでも、ちゃんと褒ほめてほしいんだよ」

「……わかったよ。グルゥはとっても役に立った」

「うん、ありがと～」

　短く礼を告げて、グルーオンは満面に笑みを浮かべる。

「私はこの魔法が使えるから、ボソン国王の親衛隊長になれたし、朝も昼も夜もヒッグスの側そばにいられた」

　だが、彼女の笑顔は次第に曇くもっていく。

「……きっと、それで満足しなきゃいけなかったんだよね」

「……グルゥ？」

「なのに私は欲張って、もっと独り占めしようとして、大変なことになっちゃった。本当に、ごめんなさい」

　その瞳ひとみには、涙が光っていた。

　ヒッグスを連れてカミオカンデに突入し、魔ま力りよくのない世界で実体を得たことを、グルーオンは自身の犯した大罪と捉とらえている。

　嫉しつ妬とに駆られ、強ごう欲よくに突き動かされ、結果的に大きな混乱を招いてしまった。ニュートリノが現れるまで、それを罪と認識していなかったことも、救えないし、弁解できない。１００％自分が悪い。

　過か剰じようなほどの自己否定が、少女の心理を覆おおい尽つくす。

　少年は、主観的な肯こう定ていをそこに付与した。

「グルゥの行動がきっかけで、この宇宙でも、あの宇宙でも、色々あったんだと思うけどさ。だからって、悪いことしか起きなかった訳じゃないだろ？」

「……たとえば？」

「今になって思えば、湯ゆ川かわ太た郎ろうって名前で過ごした２年間も結構楽しかった。こっちで記き憶おくを取り戻しても、ハナやシンイチさんのことは気掛かりだったし。俺にとって、あの家も大事な場所になってたんだろうね」

　２つの名前を持つ少年が、２つの名前を持つ少女に、優しく微ほほ笑えみかける。

「それって、きっと、グルゥが俺を実体化してくれて、ハナが俺の側そばにいてくれたから、じゃないかと思うんだ」

　自分は、何な故ぜ、どうやって実体化したのか。

　その犯人と動機を知ったヒッグスは、彼女を責めるような気持ちではなく、ジグソーパズルで最後のピースを埋うめたような安あん堵ど感かんを覚えていた。

「グルゥにも、ハナにも、俺は感謝してるよ」

　少年の言葉は、少女にとって、いわば救済となった。

　自分を否定されなかった。

　むしろ肯定してもらえた。

　それが嬉うれしくて、本当に嬉しすぎて。

「……ありがと、タロちゃん」

　新しい方の名前で呼び掛けて、それから、

「……大好き」

　とめどなく溢あふれる感情を、たった一言に詰め込む。

「……大好きだよ」

　それだけ伝えきったところで、少女は号泣して、何も言えなくなってしまった。




　しばらくして、ヒッグスの《場》は収束された。地平線まで続く広い荒野に、光と色が戻ってくる。

「フォトン、ありがとうございました。もう自力で飛べますよ」

「あっ、ですよねー」

　ニュートリノはフォトンの腕から離はなれて、ふわり、と銀色の髪を風に揺ゆらす。その視線は、先さき程ほどからずっと、グルーオンの挙動を追いかけていた。

「……グルゥは決して裏切った訳じゃない、ってことだけでも、わかって頂けました？」

　おそるおそる、フォトンはニュートリノに尋たずねてみる。返事はすぐに貰もらえた。

「ヒッグス様に何もお伝えしなかった罪は変わりませんが、少なくとも、その動機がクォークたちを利することではなかったようですね」

「そーなんですよ！　グルゥはそんなつもりじゃなくて」

「ただし」

　フォトンが早口で主張を重ねようとしたところへ、ニュートリノが釘くぎを刺す。

「ヒッグス様を独占することが動機ということですから、それはそれで、グルーオンに詳しく話を聞く必要がありますね」

「……あれー？」

　ニュートリノの背中から、尋じん常じようでないプレッシャーのようなものを感じて、フォトンは冷や汗を搔かいた。

「……もしかして、結構、お怒いかりです？」

「そのようなことはありませんが、私はヒッグス様の婚約者ですから」

「はーい、そーですねー」

　作り笑いを浮かべながら、適当な相あい槌づちを打つことしかできない。

　ニュートリノの冷たい視線が、号泣するグルーオンと、その頭を撫なでるヒッグスに向けられているのだ。先程から、ずっと、１ミリも動かず。

（グルゥ、大変だと思うけど、あとは自分で頑張れよー！）

　フォトンは心の中で親友を応援しつつ、これ以上の支援を断念した。そこは誤解でも何でもないから、当事者間で話を付けてもらうしかないのだ。

「しかし、それは後にしてもいいでしょう」

　ニュートリノがフォトンの方へ振り返る。先程の威い圧あつ感かんは、いつの間にか消えていた。

「まずはグルーオンの戦功を称たたえたいと思います。あなたたちが来てくれたことで、襲しゆう撃げきしてきたクォークを一いち網もう打だ尽じんにすることができました」

「はい、グルゥを褒ほめてやってください！　これだけの数のクォークを」

　そこまで言いかけて、ふと、フォトンがあることに気付く。

「……これだけの数のクォークと、どうして戦せん闘とうしてたんですかー？」

　途中から参戦した自分たちは、前後の事情をまるで把は握あくしていなかったのだ。




　　　☆　☆　☆




「なるほどー、この奥にボソンとレプトンの集落があるんですねー」

「……凄すごい。これなら、変なことが起きない限り、クォークにも見つからないよ」

　諸もろ々もろの説明を受けたフォトンとグルーオンは、洞どう穴けつの内部に居住地を造ったニュートリノの発想に感心していた。

「まぁ、今回、その『変なこと』が起きちゃったんだけどさ」

　ヒッグスは苦笑しながら、発ほつ端たんとなった３人組の少女たちを、横目でちらりと見る。視線に気付いたクォークの少女たちは、ビクビクと怯おびえた様子だった。

「……そんなに怖がらないでよ」

「オレたちを処刑するなら、さっさと殺してくれ」

　覚悟を決めた顔で、赤の少女がヒッグスに訴うつたえる。

「どうせ、クォークの社会には、もう居場所がないんだから」

　青と緑の少女も、力なく頷うなずいて賛同する。決死の脱走劇が、実際はハイリスクノーリターンだった。深い絶望を味わった３人に、もはや生への執着は感じられない。

「う～ん、すっかり悲観的になっちゃって」

「クォークの社会で生まれ育ち、奴ど隷れい階級のボソンがどのような扱あつかいを受けているか、身近に見聞きしてきたのでしょう。そのイメージしか持っていなければ、悲観的になるのも仕方ありません」

　ヒッグスとニュートリノは互いに顔を見合わせる。指導者の立場にある２人の意識は、事後処理をどうするか、という一点に向けられていた。

「今は信じてくれないだろうけど、一応言っておこうか。ボソン国とレプトン国は、捕ほ縛ばくしたクォークを奴隷として扱わない。仲間として、対等な関係で受け入れるよ」

　そう呼び掛けたものの、３人組の少女たちは何の反応も示さない。

「……認識を改めてもらうには、時間がかかりそうだな」

「他のクォークたちも、おそらく同じような態度を取るでしょう。社会への同化政策は、長い道程となりそうです」

　淡たん々たんとした口調で、ニュートリノが新たな決意を固める。彼女の前には、数十組の虹にじの鎖くさり、２００人近いクォークたちが並んでいた。

「……そういえば、昔も大変だったよね。捕ほ虜りよのクォークをどうするかって」

「グルゥが活かつ躍やくすればするほど、受け入れ態勢を拡大しなきゃいけないからねー」

「あれって、確か、フォトンが色々調整してくれたんだっけ」

「うん。ウチって昔から、グルゥの後始末ばっかりだなー」

「……いつもありがとうございます」

　虹にじの花が咲き乱れる壮観を眺ながめながら、フォトンは軽い調子で冗じよう談だんを飛ばしていたが、その表情が不意に険しくなった。

「……あれっ？」

「どうしたの、フォトン？」

「あの男がいないなー。ございます、とか言ってた偉そうなクォーク」

　端はしから端まで１組ずつ探しても、その姿が見つからない。慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな男は、グルーオンたちの目をかいくぐって、どこかへ消えてしまったようだ。

「……逃げられちゃった？」

「……たぶん。悔くやしいなー」

「１人でも逃げられたってことは、集落の場所を知ってる訳だから、また襲しゆう撃げきに来る可能性があるってことだな。別の場所へ移住する手て筈はずを整えないと」

　喫きつ緊きんの課題がさらに増えてしまい、ヒッグスは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「まずは移住先を探す必要がありますね」

「クォークに見つかる心配が少ない場所じゃないとなぁ。これくらい大きな洞どう穴けつが、また都合良く見つかればいいんだけど」

「捕ほ虜りよによって人口が急増することを考こう慮りよすると、さらに広い空間が必要でしょうか」

「……マジか」

　ボソンが約１５０人、レプトンが約２００人。そこへクォークが約２００人だから、集落の人口は６割ほど増えることになる。ヒッグスは頭を抱えるしかなかった。

「……あのー、ちょっといいですかー？」

　ヒッグスとニュートリノの議論を傍ぼう聴ちようしていたフォトンが、おずおずと手を挙げる。

「移住のお悩み、解決策になりそうなアイデアを思い付いちゃったんですけど、聞いてもらえます？」

　眼鏡越しに、鋭するどい眼光。フォトンの表情は、いかにも自信がありそうだった。







　終章




　邦ほう京きよう大学宇宙線研究所、神かみ岡おか研究施設。

　Ｔ２Ｋ実験の観測データと向き合っていた施設長のもとに、若手研究員が慌あわてた様子で駆け込んできた。

「失礼します、緊きん急きゆうのご報告が」

「……何だ？」

「付近の山中から、また何者かが現れました」

「……あぁ、そうか」

　しかしながら、施設長はあまり動じた様子を見せない。

「もう一度、よく確認してみなさい。それはきっと、花はな子こちゃんや太た郎ろうくんだと思うから」

　この若手研究員は、一連の大おお騒そう動どうを知らない。謎なぞの３人組が現れて壁を燃やしたことも、銀髪の少女が暴風を巻き起こして少年と共に消えたことも、後を追って少女たちがカミオカンデに飛び込んでいったことも、知らない。

　だから慌てているのだろう、と施設長は高たかを括くくった。

　しかし、若手研究員は困こん惑わくしたような反応を見せる。

「もしかしたら、花子ちゃんや太郎くんも、含まれているかもしれませんが」

「……どういう意味だ、複数名いるのか？」

「はい。正確な数はわかりませんが、５００人以上は」

「……ごっ！」

　さすがの施設長も、その数字を聞いて絶句してしまった。




　フォトンが出した提案。それは、集落ごと次元を跳ちよう躍やくして、魔ま力りよくのない世界に移住する、という大胆なプランだった。クォークが簡単には見つけられず、魔力も補充できないのだから、安全な場所という条件を確かに満たしている。

　ニュートリノがフォトンの提案を受け入れるまで、かなり長時間の熟考を要したが、最終的には採用。結果、現在に至る、という訳だ。

「なんか、いっぱい、はえてる！」

「ぜーんぶ、みどりいろだー」

　荒野で生まれた子どもたちは、初めて見る山林の風景に興きよう味み津しん々しんだ。ニュートリノは木陰に腰を下ろして、その様子を優しく見守っていたが、ふと、傍かたわらのヒッグスにもたれかかる形で体重を預けた。

「……ニュートリノ？」

「さすがに、疲れました」

「……それもそうだな、この規模だし」

　５００人以上の次元跳ちよう躍やくともなると、カミオカンデＳ５のエネルギー増幅機能だけでは心こころ許もとない。改良前のカミオカンデＳ４は、たった２人分の質量を生成しただけで破損した。多少はエネルギーを拝借することも可能だが、大部分については、ニュートリノの魔ま法ほうに頼たよらざるを得ない。

　ニュートリノにしても、次元の壁を越えて大人数を輸送するのは初めてだ。竜巻の中で吹き飛ばされてはいけないから、一度に同行できる人数は限られてくる。結局、彼女は２つの宇宙を何十回も往復しなければならなかった。

「こんなに大変だったのに、また向こうへ戻るのか」

「はい。ここは、あくまでも一時的な避ひ難なん所じよです。魔力に満ちた世界で、レプトンやボソンの民が安心して暮らせるようにならなければ、私たちの国家を再建したことにはなりません」

　ヒッグスの肩に首を載せたまま、ニュートリノは囁ささやくように語る。

「こちらの対応が落ち着いたら、また私は向こうの世界へ行きます。民にふさわしい居住地を探すために」

　レプトン国の王女には、譲ゆずれない理想があった。

　そして、それはボソン国の王にも共有されていた。

「ヒッグス様も、一いつ緒しよに探して頂けますか？」

「あぁ、もちろん」

　二つ返事で了承してから、ふと気付いて、ヒッグスは条件を付け加える。

「でも、行きっぱなしは勘かん弁べんだなぁ。こっちでの生活も、俺にとって大切なものだから、定期的に帰って来れたら嬉うれしい」

「……わかりました」

　複雑な表情を浮かべて、短く返答してから、今度はニュートリノが条件を付け加える。

「……その代わり、ヒッグス様から、湯ゆ川かわ振しん一いちという人間に頼たのんでほしいことがあります」




　それから数十分後。

　正体不明の５００人が出現した山間の草原に、施設関係者の自動車が４台ほど連なって到着した。屋外イベントの会場みたいな景色に、一同は目を白黒させる。そんな研究者たちのなかに、湯川振一の姿もあった。

「シンイチさん、こっちだよ！」

　義理の娘、花はな子こが彼を呼び寄せる。振一は笑顔で近付いて、彼女だけに聞こえるような小声で話しかけた。

「……連れ戻せたのか？」

「うん、何とかなった」

「そうか、やったな」

　振しん一いちと花はな子こがハイタッチを交わす。２人の様子は、何かの大会で優勝した娘を褒ほめる父親のようで、要するに、本物の親子みたいだった。

「まっ、オマケも沢たく山さんついてきたみたいだが」

「あはは～、話の流れでこうなっちゃって」

　５００人超の大集団を横目に苦笑したところで、本来の目標について確認する。

「さて、太た郎ろうはどこだ？」

「ほらほら、あそこ」

　花子が指し示す先には、金髪の少年と銀髪の少女が並んでいた。振一にとって、最も再会したかった２人だ。

「シンイチさん、ただいま」

「太郎、おかえり」

　それ以上の言葉は不要だった。血縁関係こそないが、２年間という月日は、家族という形の強い絆きずなを生み出していた。

　そして、そこに加わるべき、もう１人の少女にも。

「どう呼べばいいかわからないが、こちらのお嬢じようさんも、おかえりなさい」

　無言で頷うなずいた少女に向けて、笑顔を浮かべ、もう一言付け加える。

「太郎から話は聞いてる。これから、よろしくな」

「……しばらく、お世話になるかと思いますが、よろしくお願いします」

　新たな移住先が見つかるまでの、もしかしたら、ほんの僅わずかな期間ではあるが。

　ニュートリノは、この世界における拠きよ点てんとして湯ゆ川かわ家を選んだのだ。ヒッグスと寝食を共にできることが決め手だったが、それは同時に、振一の養子となることも意味していた。




　　　☆　☆　☆




　突然現れた５００人以上の来訪者たちは、施設内部で匿かくまうこともできず、旧神かみ岡おか町の一帯を巻き込んでの保護施策が行われた。日本人らしくない風ふう貌ぼうから、不法移民の集団ではないか、といった憶おく測そくも呼び、田舎いなかの住民たちは大おお騒さわぎとなる。

　振一をはじめとする施設職員たちは、余計な仕事が山のように増え、死ぬほど忙しい日々を送る羽は目めになった。

　湯川家に引き取られたレプトン国の王女は、何度も次元跳ちよう躍やくして魔ま力りよくに満ちた世界へ赴おもむき、民の移住先を探した。その際、レプトンやボソンの民が隠かくれ住む小規模な集落を発見して、彼らを安全な場所に避ひ難なんさせることもあった。

　そうすると、見知らぬ来訪者がいつの間にか増えている訳で、管理を担当する施設職員たちの仕事がますます増えていくのだった。




　そんな日々が過ぎていき、季節は夏の終わりを迎える。

　９月１日、２学期の始業式。

「学校、久しぶりだなー」

「俺は部活があるから毎日来てたよ」

　高たか原はら中学校では、田舎いなかの中学生たちがワイワイとふざけ合っていた。

　２年１組の教室には、以前と変わらず、湯ゆ川かわ太た郎ろうがいる。

　２年２組の教室には、以前と変わらず、湯川花はな子こがいる。

　その一方で、以前と異なる様相を見せていたのは、１年１組の教室だった。

「今日から２学期。いつまでも夏休み気分に浸ひたっていては駄だ目めですよ。気持ちを入れ替えて、授業や学校行事に取り組んでください」

「わかりましたー」

「がんばりまーす」

　担任の教師が発破をかけたが、残念ながら生徒たちは夏休み気分に浸ったままだ。しかし、だらけた雰ふん囲い気きは数秒後に一変する。

「シャッキリしないと、転入生に笑われてしまいますよ」

「えっ、転入生？」

「そうです、皆さんの仲間が１人増えるんですよ。どうぞ、こちらへ」

　ざわつく生徒たちの目に飛び込んできたのは、銀色の長い髪。
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「……メッチャかわいいぞ」

「……すごい、人形みたい」

　男子も、女子も、一いつ瞬しゆんで目を奪うばわれてしまった。視線を一身に集めながら、少女は教卓の前へ歩いていく。その所作だけで、いかにも育ちの良い雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。

　教師は黒板に、白いチョークで転入生の氏名を書く。

　湯ゆ川かわ理り乃の。

　花はな子こと太た郎ろうの、新しい妹である。

「２年生の湯川姉弟と同じく、昔のことを覚えていないそうです。また、家庭の事情で、時々数日間お休みすることもあります。その辺りも理解したうえで、皆さんの仲間として、仲良くしてくださいね」

「よろしくお願いします」

　一言だけ告げて、頭を下げる。

　新しい名前で、新しい日々を、彼女も始めようとしていた。







　あとがき




　この物語はフィクションです。実在の個人、団体、および物理法則とは関係ありません。

　……という予防線を、こんなところに張っておきます。

　改めまして、弘ひろ前さきです。この本を手に取って頂き、ありがとうございます。今回は、ＳＦ風ファンタジー小説を書いてみましたが、如何いかがだったでしょうか。

　この作品の着想を得たのは、ヒッグス粒子発見、というニュースでした。神の粒子、という異名が非常にかっこよかったので、そこから妄もう想そうがビッグバンして、インフレーションして、ぱーっとぱーっと宇宙の晴れ上がりを迎えた次第です。

　はい、自分でも何を言っているのかわかりません。

「書いてあることは意味不明だけど、この作者、もしかして賢い人なのでは？」

　などと勘かん違ちがいする人はきっといないと思いますが、万一それに近い感想を抱いだいたとしたら、目を覚ましてください。騙だまされてはいけません。この作家は高校時代、数学と物理のテストで０点を取っています。

　こんな注意ばかり繰くり返しているのは何な故ぜかと言えば、作中の理論にはファンタジー要素がたっぷり含まれているので、鵜う吞のみにしたら大変なことになってしまうからです。魔ま法ほうなんて存在しないし、画面の中の少女も実体化しない。これが現実です。悲しいなぁ。

　そういう訳で、皆さんが生活している３次元世界の物理法則を正しく理解したい方は、別の本を読んで頂ければと思います。私も執筆にあたって様々な書しよ籍せきで勉強させて頂きましたが、東京大学の秋あき本もと祐ゆう希き理学博士による著書『宇宙までまるわかり！　素粒子の世界』（洋泉社）はイラストが可か愛わいいのでオススメです。もちろん内容も大変わかりやすいです。

　真っ先にイラストを褒ほめたのは、ライトノベル作家の性さが、とでも言いましょうか。だって、表紙のイラストが可愛いと手に取りたくなるでしょう？　柚ゆず希ききひろさんのイラスト、すごく可愛かったでしょう？

　と、やや強引に話題転換したところで。

　毎度のことですが、一冊の本をつくるために、私以外の様々な方からお力添えを頂いております。特に、電でん撃げき文庫編集部の和わ田だ様、小お野の寺でら様、イラストレーターの柚希きひろ様、本当にありがとうございます。

　もちろん、読者の皆様にも最大限の感謝を。

　では、次の機会にまたお会いしましょう。





弘前龍りゆう
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弘ひろ前さき 龍りゅう

新作ですが、ここの画像は変わりません。相変わらず青森県にも行ったことがありません。というか千葉県民です。最近作ったサークルも、『千葉県弘前市』って名前だったり。
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イラスト／柚ゆず希ききひろ

愛知県出身のイラストレーター。ずっとやりたかったライトノベルのお仕事、心をこめて描きました！

どちらかといえば花子派です。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「弘前 龍先生」係

「柚希きひろ先生」係











本書は書き下ろしです。
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17番ばん目めのヒッグス




異い次じ元げん世せ界かいの若わかき王おう








弘ひろ前さき 龍りゆう
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